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安房ラーニングセンター

安房ラーニングセンターは，学校法人城西大学創設者水田三喜男先生の生誕の地であり，一年

を通じて気候温暖で知られる鴨川にあります。雄大な太平洋や鳥の声に包まれた豊かな自然の中

で，充実した研修時間やくつろぎの時間を過ごすことができます。

近くには，大自然の楽しさを満喫できる海やアミューズメント施設だけでなく，仁右衛門島や

郷土資料館など文学探訪に適した名所・旧跡があります。

１．利用範囲

　⑴　ラーニング施設として，本学学生および教職員の教育・研究・研修の場として活用し，

また生涯教育の推進を図ることを目的とし，特に必要と認められる者とします。

　⑵　学生の利用に際しては原則として教職員又は卒業生もしくは父母の引率を必要とし，引率

者が利用責任者となります。

２．利用期間

年間を通して利用可能です。ただし，毎年12月29日から１月３日は休館日とします。

３．申込窓口・事務取扱時間

⑴　窓口

　城西国際大学総務課　　電話　0475−55−8800（代表）

⑵　受付時間

　午前９：30〜11：30　　午後12：30〜16：00

　（８月１日〜８月20日，年末年始，土・日曜・祝祭日・創立記念日を除く）

４．利用日数

原則として３泊４日を限度とします。

５．学生利用料金

一泊二食付　 4,428円（税込み）

６．その他

細部については，城西国際大学 JOSAI 安房ラーニングセンター利用規定及び利用案内により

ます。
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学生生活のしおり

　学　生　証　

１．学生証は，本学学生であることを証明するものです。通学時には必ず携帯し，本学の教職員

より提示を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません。

２．学生証は，入学時に交付します。有効期限が過ぎた場合は，速やかに更新手続きをして下さ

い。卒業，退学，除籍等学籍異動が生じた場合は，速やかに返還しなければなりません。

３．学生証は IC チップが搭載され，大変繊細かつ高価なものです。保管・取扱いには充分に気

をつけて下さい。

４．学生証には暗証番号（パスワード）機能が備わっており，交付時は全員が一律，「１１１１」

の番号に設定されております。各自の責任のもと，暗証番号を学生課前にある証明書自動発行

機で必ず変更して下さい。なお，暗証番号を忘れると各種の証明書の発行ができません。

５．各試験を受ける時は，必ず学生証の提示が義務づけられています。

６．学生証を紛失，もしくは破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し，申込んで

ください。なお，再発行にはいずれの理由に拘らず2,100円かかります。

学生証のアルファベット記号

　大学院：比較文化専攻………………………ＤＬ　国際文化専攻……………………………ＭＬ

　　　　　女性学専攻…………………………ＭＷ　国際アドミニストレーション専攻……ＭＫ

　　　　　起業マネジメント博士後期課程…ＤＩ　起業マネジメント専攻…………………ＭＩ

　　　　　福祉社会専攻………………………ＭＳ　ビジネスデザイン専攻…………………ＭＢ

　　　　　医療薬学専攻………………………ＤＰ　グローバルコミュニケーション専攻…ＭＧ

　研究生………………Ｓ　　　　科目等履修生………………Ａ

学生証番号（学籍番号）の見方

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

人文科学研究科
　 （比較文化専攻（博士））
ＤＬ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（起業マネジメント専攻（博士））
ＤＩ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（グローバルコミュニケーション専攻）
ＭＧ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（起業マネジメント専攻）
ＭＩ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（国際アドミニストレーション専攻）
ＭＫ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

所
属
学
科

入
学
年
度

個
人
番
号

（国際文化専攻）
ＭＬ ２０１５－００１

（女性学専攻）
ＭＷ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（ビジネスデザイン専攻）
ＭＢ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（医療薬学専攻）
ＤＰ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（福祉社会専攻）
ＭＳ２０１５－００１
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　連 絡 事 項　

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメディア（電動波動掲示板）または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメディア：Ａ棟第一学生ホール前

 Ｂ 104 教室前

 Ｆ棟第二学生ホール内

 Ｇ３棟前

掲 　 示 　 板：Ｂ棟西端Ｂ101横（学生課）

 Ｂ棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

 Ａ棟第一学生ホール内（学生課）

 Ｇ１棟１階通路（総合経営学科，福祉総合学科，看護学科）

 Ｇ２棟１階通路（国際文化学科，学生課，国際文化教育センター）

 Ｇ３棟１階通路（国際交流学科，メディア情報学科）

　　　　　　　　Ａ棟１階　　　（福祉教育センター，地域福祉・医療研究センター）

 Ｌ棟１階　　　（医療薬学科）

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

人文科学研究科
　 （比較文化専攻（博士））
ＤＬ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（起業マネジメント専攻（博士））
ＤＩ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（グローバルコミュニケーション専攻）
ＭＧ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（起業マネジメント専攻）
ＭＩ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（国際アドミニストレーション専攻）
ＭＫ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

所
属
学
科

入
学
年
度

個
人
番
号

（国際文化専攻）
ＭＬ ２０１５－００１

（女性学専攻）
ＭＷ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（ビジネスデザイン専攻）
ＭＢ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（医療薬学専攻）
ＤＰ ２０１５－００１

所
属

入
学
年
度

個
人
番
号

（福祉社会専攻）
ＭＳ２０１５－００１
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 Ｆ棟中２階（人文科学研究科，福祉総合学研究科）

 Ｆ棟中２階（経営情報学研究科）

　　　　　　　　２階教学事務室傍（東京紀尾井町キャンパス）

 ５階通路　　　　（東京紀尾井町キャンパス）

　授 業 関 係　

Ⅰ　履修申請

　　　履修申請とは，所属する研究科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決定

し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の学習計画を確立するとと

もに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

　　　学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，修了にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

　　　また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑問にお応えします。期

間・場所については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

Ⅱ　授業時間表

時　限

時　間

Ⅰ

9：30〜
　　11：00

Ⅱ

11：10〜
　　12：40

Ⅲ

13：20〜
　　14：50

Ⅳ

15：00〜
　　16：30

Ⅴ

16：40〜
　　18：10

ⅤI

18：20〜
　　19：50

ⅤII

20：00〜
　　21：30

　　　※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲示に注意してください。

Ⅲ　授業時間割表

　　授業時間割表は，学生便覧の科目群・科目の並び順に表示されています。また，授業を実施

する時期は，＜期間＞の欄に指定されています。

前期　　前期セメスターに実施する科目

後期　　後期セメスターに実施する科目

通年　　１年間通して実施する科目

集中　　集中講義期間に実施する授業（補講期間に実施する場合あり）
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授業時間割表の見方

10075001
英語コミュニケーションⅠ
（口頭発表法）
（教員名）
（H300）

コマコード　　科目名

10002001

日本文化研究Ⅱ（文学・近代）

（教員）

（H400） 教　室

教室番号の見方

東金キャンパスの場合，教室番号の頭のアルファベットは棟を，後の数字は教室番号を表しま

すので，校地・建物配置図等を参考にしてください。

　　　（例）Ｈ　２００　　　　　　　　　　　　　（例）Ｊ　２０１

　　　　　 Ｈは棟番号　２００は教室番号　　　　　　 Ｊは棟番号　２０１は教室番号

Ⅳ　休　　　講

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室または教学事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱い

は，JR が始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意

してください。

Ⅴ　欠　席　届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室または教学事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届

の用紙はそれぞれの事務室の窓口に用意してあります。

　学 籍 関 係　

休　学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により，３か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は１年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に１年，通算２年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除する。
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復　学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又は学年の始め１か月前までに，医師の診断

書または理由書を添え保証人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

また，復学後の科目履修等については，学部事務室の指導を受けてください。

退　学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由書を添え保証人連署

のうえ，退学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければなりません。

除　籍（学則第47条）

授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納入しない者は除籍されます。

再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続が可能となった時には，願い出

により再入学を許可されることがあります。

なお，再入学願は学年の始め１か月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

科目等履修生（大学院学則第40条〜第43条）

本研究科における授業の履修を希望する者は，学期または学年の始め１カ月前までに，科目等

履修生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なければなりません。

研究生（大学院学則第32条〜第39条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なけれ

ばなりません。

※東京紀尾井町キャンパスは，教学事務室が受付窓口になります。

　大学院自習室の利用案内　

Ⅰ．東金キャンパス

1．平日（月曜日〜土曜日）の使用

　　⑴　原則として，午前９時から午後８時までとします。

　　⑵　平日の午後８時以降に使用する場合は，午後５時までに「施設使用願」を本部棟守衛室

　に提出してください。

2．日曜日及び休日の使用

　　⑴　原則として閉室とするが，教育・研究上において，やむを得ず使用を希望する学生は，

　「施設使用願」を提出し，許可を得てください。

3．使用上の注意事項

　　⑴　入室・退室には必ず学生証が必要となります。　

　　⑵　使用者は，退出するときには部屋の戸締まり，窓の施錠，火気及び電気を必ず点検して

　ください。また，使用しない廊下灯等の消灯につとめてください。
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　　⑶　平日の午後５時以降に万一事故が発生した場合は，学部事務室（内線番号は院生室内に

掲示）及び本部棟守衛室（内線1106）に連絡をしてください。休日及び祝日の場合は，

本部棟守衛室（内線1106）に連絡をしてください。

　　⑷　室内は，禁煙とします。

　　⑸　室内では，昼食時間を除いて原則として，飲食を禁止いたします。

　　⑹　室内のロッカーを使用する場合は，鍵の貸し出しを行います。ただし，紛失，もしくは

　破損した場合は，いずれの理由に拘わらず実費負担（1,500円）になります。

　　⑺　普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

　　　　また，盗難にあった場合は，速やかに学生課に届けてください。

Ⅱ．東京紀尾井町キャンパス

1．平日（月曜日〜土曜日）の使用

　　⑴　原則として，午前９時から午後８時までとします。

　　⑵　利用希望者は，２階教学事務室に申し出てください。

2．日曜日及び休日の使用

　　⑴　原則として閉室とするが，教育・研究上において，やむを得ず使用を希望する学生は，

　「施設使用願」を提出し，許可を得てください。

3．使用上の注意事項

　　⑴　使用者は，退出するときには必ず教学事務室に連絡をしてください。

　　⑵　万一事故が発生した場合は，速やかに教学事務室へ連絡してください。

　　⑶　室内は，禁煙とします。

　　⑷　室内では，飲食を禁止いたします。

　　⑸　普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

　　　　また，盗難にあった場合は，速やかに教学事務室に届けてください。

　授業料および施設設備費　

Ⅰ　授　業　料

　１．年間納入額を前期分および後期分の２期に分割納入してください。なお，大学から納入振

込用紙が，４月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

　２．授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

Ⅱ　施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。
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Ⅲ　事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓口に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

　健 康 管 理　

健康を保持し，増進させていくことを目的に医務室があります。怪我をしたとき，体の調子が

悪いときなど，遠慮なく利用してください。また，体脂肪計，血圧計も設置してありますので利

用して下さい。

東金キャンパス………………本部棟１階

東京紀尾井町キャンパス……１号棟２階，３号棟１階

Ⅰ　定期健康診断

本学では毎年４月（前期入学）と11月（後期入学）に定期健康診断（内科検診，X 線検査，

身体測定，検尿，聴力検査）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異常があ

った学生は再検査（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，医療機関で発行される健康診断証明書を学生課または教学

事務室に提出してください（この場合は自己負担となります）。

　学生相談室　

　大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

　ぜひ学生相談室をご利用ください。

　例えば，・「対人関係や家族関係で困っている」

　　　　・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

　　　　・「気分や体調がすぐれない」

　　　　・「意欲がわかない」

　　　　・「自分のことを知りたい」

　　　　・「今の学科が自分にあってないようだ」

　　　　・「進路について自信がない」

　　　　・「事故にあった」

　　　　・「金銭トラブルにまきこまれた」

　　　　・「誰に相談してよいかわからない」
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相談したい時は，

　　　　東金キャンパス

　　☆　相談は原則として予約制です。学生相談室に直接お電話ください。

　　　　　〒283�8555　千葉県東金市求名１番地

　　　　　　　　　　　　城西国際大学　学生相談室

　　　　　　　 TEL 　 0475�53�2067　 E-mail 　 kokoro@jiu.ac.jp

　　☆　開室時間

　　　　　月曜日・水曜日・金曜日：11時から16時

　　☆　その他の時間帯；医務室へ相談の申し込みをしてください。

　　　　　医務室 TEL 　 0475�55�8899

　　☆　相談室；医務室隣

　　紀尾井町キャンパス

　　☆　相談は原則として予約制です。医務室に直接ご連絡ください。

　　　　　〒102�0094　東京都千代田区紀尾井町3�26

　　　　　　　　　　　　東京紀尾井町キャンパス１号棟

　　　　　　　 TEL 　 03�6238�1199

　　☆　開室時間

　　　　　火・木曜日：10から17時

　　　　　（第２週のみ11時から18時）

　　★　なお，電話・手紙による相談も受け付けています。

　　★　相談については，プライバシーを尊重し秘密を守ります。

　奨 学 制 度　

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本学生支援機構および地方自治体等の育英資金

があり，それぞれの部署で取り扱っています。

Ⅰ　水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を目的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より１名，学部においては，各学年・各学科より１

名を選考し，奨学金が授与されます。

Ⅱ　水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することを目的とします。本学学生

の場合は，JEAP 制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として500,000円を上限とし，奨学金が授与されま
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す。

Ⅲ　女性リーダー育成奨励制度 （ジェンダー・女性学研究所）

2006年に，水田宗子理事長の寄付により女性リーダー育成奨励生（水田宗子奨学金プログラ

ム）が設置され，その設置趣旨に賛同して発足した「城西国際大学女性育成奨励制度協力会」

からの寄付により，社会のあらゆる分野で指導力を発揮する自立した女性を育成し，国際社会

でリーダーシップを発揮できる女性人材を育成することを目的としています。大学院在籍中

に，海外協定校への留学，国際インターンシップ，海外での学会発表などの研究活動を行い，

女性リーダー育成奨励制度プログラムに参加する院生に奨学金が授与されます。

Ⅳ　独立行政法人日本学生支援機構（旧日本育英会）貸与奨学金（学生課）

独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）は独立行政法人日本学生支援機構

法により設立され，優れた学生等であって経済的理由により修学に困難なもののうち，文部科

学省令で定める基準及び方法に従い，これに認定された者に対して貸与されるものです。

学資として貸与する奨学金には，無利息の第一種奨学金と利息付の第二種奨学金の二種類が

あります。なお，家計急変等による奨学金必要者については，緊急・応急での申込みを随時受

け付けます。

機構が行う奨学金は学生課で取り扱っており，申込み募集案内等の連絡事項はすべて掲示

で行います。詳細や，家計，学力などの申込み条件等については，事前に説明会を行いますの

で，必ずこれに出席して，出願手続きに不備のないように心がけて下さい。申込概要は以下の

通りです。

１．第一種奨学金（無利息）

⑴　貸与月額

　　修士：50,000円，88,000円のいずれかを選ぶことができる。

　　博士：80,000円，122,000円のいずれかを選ぶことができる。

２．第二種奨学金（有利息）

⑴　貸与月額

　　５，８，10，13，15万円の中から選ぶことができる。

⑵　利率（年3.0％が上限）

　　　（平成27年１月現在）

　　利率固定式　　　 0.63％

　　利率見直し方式　 0.10％（５年毎に見直し）

３．在学届の提出

過去に日本学生支援機構の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学生課へ提出

してください。提出しないと，大学院在学中の奨学金の返還が猶予されません。

４．奨学金の貸与と返還

奨学金の貸与は，学生本人名義の銀行口座に日本学生支援機構から直接振込まれ，貸与が

終了した後，必ず返還しなくてはなりませんし奨学金の返還は，口座振替（引落し）より行



学生生活のしおり　　49

います。

返還金は，直ちに後輩学生の奨学金に循環運用されます。返済が円滑に行われないと後輩

の奨学金貸与に重大な支障を来たすことになります。一人ひとりが奨学生としての責任を果

たすことによりはじめて成り立つ制度の仕組みを理解していただき，約束どおり必ず返還し

てください。

５．継続について

毎年１回，「適格認定継続願」を提出いただきます。提出後大学では奨学金の貸与が適格

か否かを認定して機構に報告しています。成績不良，単位不足，さらには素行不良者は，貸

与が停止，または廃止となることもあります。

６．特に優れた業績による返還免除について

大学院で第一種奨学金の貸与を受けた学生であって，在学中に特に優れた業績をあげた者

として機構が認定した場合には，貸与期間終了時に奨学金の全部または一部が免除となる場

合があります。　

Ⅴ　留学生への奨学金（国際教育センター）

外国人留学生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示しますので見逃さないようにしてください。

　ＴＡ・ＷＳＰ制度　

　 1. 　 Teaching Assistant 授業料減免制度

　　　大学院生がティーチング・アシスタントとして，学部学生の授業補助にあたることができ

る制度であり，併せてその大学院生の奨学に資することを目的とした奨学制度です。

　 2. 　 Work Study Program

　　　大学院生が有給で教員の教育業務の補助および大学全体の業務補助にあたることができる

制度であり，併せてその大学院生の奨学に資することを目的としたプログラムです。

　 ※ 詳細については，オリエンテーション時に説明します。

　アルバイト　

学生は学問に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりのな

い仕事を選びましょう。東金キャンパス周辺の求人については，学生課の掲示板で紹介しており

ます。東京紀尾井町キャンパス周辺の求人については，１号棟２階掲示板で紹介しております。

なお，留学生については，資格外活動許可書の交付を受ける義務があります。詳しくは，「留

学生の手引き」を参照して下さい。
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　施 設 使 用　

東金キャンパスの体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許

す限り一般学生にも開放しています。施設を使用するときは，学生課で手続をしてください。

　拾得・紛失　

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課または教学事務室に届け出て拾得届・紛失届に必

要事項を記入してください。拾得物は学生課で保管していますので，学生課または教学事務室に

申し出てください。

３ヶ月を過ぎた拾得物については処分します。

また，普段から盗難防止のために，各自の持ち物の保管・管理には十分注意してください。

　学 用 バ ス　

学生・教職員用に東京・横浜・木更津・西船橋・蘇我・大網・成田・成東の各駅から東金キャ

ンパス迄，学用バスを運行しています。回数券または利用券がないと乗車できませんので，事前

に購入し乗車してください。回数券は経理課窓口，利用券はＡ棟１階ホール自動販売機でそれぞ

れ販売しています。

災害等，緊急時の対応について

キャンパス内において災害等が発生した場合，教職員の指示に従い，落ち着いて行動し

てください。また特に指示がない場合は，自主的に各避難場所に避難してください。

なお，緊急を要する連絡事項については，本学ホームページに掲載し，大学が付与した

Ｅメールアドレスにお知らせします。

＜震災時＞　慌てず身を守ること　　　　　　　　　　　　避難場所

　東金キャンパス　　　　　　　　　　屋外の指定避難場所（P３，32参照）

　紀尾井町キャンパス（１号棟）　　　１階入口付近（P23参照）

　　　　　〃　　　　（２・４号棟）　都市センターホテルおよびＪＡ共済ビル録地帯

　紀尾井町キャンパス（３・５号棟）　３号棟入口付近

※紀尾井町では特に落下物，飛散物に十分注意し，すぐに屋外へ出ないこと

＜火災時＞　無理に消そうとせず，火から逃れること　　　避難場所

　東金キャンパス　　　　　　　　　　屋外の指定避難場所（P３，32参照）

　紀尾井町キャンパス　　　　　　　　屋外
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Ｊ Ｒ 東 京 駅 所要時間　１時間10分　片道　600円

Ｊ Ｒ 横 浜 駅 所要時間　１時間40分　片道　900円

ＪＲ木更津駅 所要時間　　　　60分　片道　500円

ＪＲ西船橋駅 所要時間　　　　60分　片道　400円

Ｊ Ｒ 蘇 我 駅 所要時間　　　　45分　片道　200円

Ｊ Ｒ 大 網 駅 所要時間　　　　25分　片道　100円

Ｊ Ｒ 成 東 駅 所要時間　　　　10分　片道　100円

京 成 成 田 駅 所要時間　　　　50分　片道　300円

城西国際大学　シャトルバス

Ｊ　Ｉ　Ｕ
東金キャンパス

〇各駅発大学行き

 東京駅発  横浜駅発  木更津駅発  西船橋駅発    幕張発    蘇我駅発  大網駅発  成東駅発  成田駅発

 東京駅発  横浜駅発  木更津駅発  西船橋駅発    幕張発    蘇我駅発  大網駅発  成東駅発  成田駅発

時間
40
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※１　シャトルバスは高速道路を走行するため，定員以上の乗車はできません。
　２　アクアラインが通行止めの場合，横浜行きは原則として運行を取りやめ，木更津までの運行とな
　　　ります。

○各駅発大学行き

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発 西船橋駅発 蘇我駅発 大網駅発 東金駅発 成東駅発 成田駅発
07 40 20
08 10 10 25・30 50 15
09 00 05
10 10・20 15・50 45
11 55 35
12 10 40
13 55 15 45
14 10 35
15 00 50 05・30
16 05 05
17 10 00

○大学発

時間 東京駅行 横浜駅行 木更津駅行 西船橋駅行 蘇我駅行 大網駅行 東金駅行 成東駅行 成田駅行
08
09 20・30 50 40 40
10 25
11 15 30
12 15・50 45 45
13 00 05 45
14 40
15 05・15 05 05 05
16 50 50 50 45
17 00
18 30 20・30 20 20

※１　シャトルバスは高速道路を走行するため，定員以上の乗車はできません。
　２　アクアラインが通行止めの場合，横浜行きは原則として運行を取りやめ，木更津までの運行とな

ります。
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　自動車・オートバイ通学　

現在，交通事故は毎日のように発生し，尊い命が奪われています。

事故により学生生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人生全てを変えてしま

います。自動車・オートバイ通学の場合，何時・何処で事故に遭遇するかわかりません。事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートバイ通学をする者は，ドライバーとしての責任と自

覚を持ち，事故の無いよう心掛けてください。車両通学をする場合は，事前に学生課への登録が

必要となります。登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするよう

にしてください。登録用紙は学生課窓口にあります。登録のない車両で通学中に事故にあった場

合は，保険の対象となりません。

また，学内への乗り入れは禁止です。東金キャンパスにおいては指定駐車場（自動車＝第１，

第２駐車場の２箇所・有料　オートバイ＝第１駐車場１箇所 ・無料）に駐車する事を義務付け

ます。

特に紀尾井町キャンパスについては自動車・オートバイだけでなく，自転車での通学も禁止し

ています。大学周辺道路や近隣の商業施設，店舗の駐車は，地域住民の方に非常に迷惑を掛ける

こととなりますので絶対にしないでください。迷惑駐車・違法駐車を発見した場合，自動車・オ

ートバイで通学禁止及び大学より厳重処罰を下します。

　分煙について　

大学の館内は全て禁煙です。喫煙は必ず指定された場所を守ること。歩きタバコ及びポイ捨て

は厳禁です。

また紀尾井町キャンパスにおいては，キャンパス周辺の路上での喫煙およびたばこのポイ捨て

等の行為は条例により禁止されています。

　諸　　　届　

Ⅰ　住所変更届（電話番号を含む）

本人・第一保証人・緊急連絡先の住所等が変更したときは，所定の用紙がありますので記入

のうえ，速やかに学生課に届け出てください。本人の住所を変更した場合，学部事務室にも届

け出てください。

Ⅱ　保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生

課または教学事務室に届け出てください。
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Ⅲ　身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課ま

たは教学事務室に届け出てください。

Ⅳ　学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第８条を参照のうえ学生課または教学

事務室に届け出てください。

※本学学生は，入学時に全員「学生個人別カード」を学生課へ，留学生の場合，加えて「外

国人留学生登録カード」を記載し国際文化教育センターへ提出することになっています。こ

の提出された各カードは，在学中における緊急時の連絡，保証人等への連絡及び在籍中の生

活指導等に用いられます。

  　なお，その運用等については「個人情報の保護に関する法律」の規定に則し，取り扱われ

ます。

　　また，「住所変更届」等の各種届出用紙や「証明書発行願」等の各種申請用紙についても

前記法律に則し運用されます。

※東京紀尾井町キャンパスは，教学事務室が窓口となります。

　そ　の　他　

Ⅰ　行事予定・休講・その他授業及び試験に関することなどの問い合わせは登校のうえ，掲示に

より確認するか事務室窓口に問い合わせてください。

Ⅱ　学生の厚生援護を目的とする団体に，〈日本学生支援機構〉があり，奨学援助，留学生支援

及び学生生活支援事業を実施しています。

○駒場事務所　

　　〒153�8503　東京都目黒区駒場４�５�29

　【留学生事業部】

　　留学試験課　 TEL（03）6407�7457　 FAX （03）6407-7462

○青海事務所　

　　〒135�8630　東京都江東区青海２�２�１

　【留学生事業部】

　　留学生交流支援課　 TEL（03）5520�6014　 FAX（03）5520-6015

　【学生生活部】

　　学生支援推進課　 TEL（03）5520�6171　 FAX（03）5520-6050
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　諸願・届一覧　

種　　類 摘　　　　　　　　　要 用紙配布窓口 提 出 先

休 学 願

復 学 願

退 学 願

事由が発生したとき，速やかに大学院事務

室で相談のうえ，手続きすること

学部事務室

教学事務室

学部事務室

教学事務室

欠 席 届 やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと

き

学部事務室

教学事務室

担当教員

（学部事務室）

住 所 変 更 届 本人又は第一保証人，第二保証人（緊急連

絡先）の住所を変更したとき

学 生 課

教学事務室

学 生 課

教学事務室

保 証 人 変 更 届 保証人が変わるとき 〃 〃

身 上 異 動 届 本籍地異動・改姓名等があったとき 〃 〃

紛 失 届

拾 得 届
事由が発生したとき 〃 〃

施 設 使 用 願 大学の施設を使用したいとき 〃 〃

学生団体登録届 掲示により指示する（５月） 〃 〃

団体設立許可願 顧問教員が必要 〃 〃

授 業 料 延 納 願 やむを得ぬ事情で，授業料の納入がおくれ

るとき

経 理 課

教学事務室

経 理 課

教学事務室

授業料負担者変更届 授業料負担者が変わるとき 〃 〃

※ 東京紀尾井町キャンパスは，教学事務室が窓口・提出先になります。

　学生通則　

第１条　本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第２条　学生は入学前に提出した個人調査票・学生個人別カードの記載事項（住所・電話番号な

ど）に変更があったときは，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第３条　学生は学生証の交付を受け，必ずこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

　　２　学生証は入学時に交付する。

　　３　学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

　　４　学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

第４条　前条規定の他，学校法人城西大学東京紀尾井町チャンパスでの授業，課外活動その他の
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ため入館する場合，必ず学生証を入り口にて提示し，別に定める様式のネックストラッ

プを用いて，確認し易い位置に常に着装しなければならない。

第５条　学生は，毎年１回本学施行の健康診断を受けなければならない。

第６条　学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴力

行為・迷惑行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。ま

た，これらの行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

第７条　学生が，交通手段として自動車を用いる場合，学生部に登録することによりそれを認め

る。その場合，指定の駐車場に駐車する事を義務付ける。

　　２　学生が自動車にて学内に乗り入れることを禁ずる。但し，特別な事情により学内への乗

り入れを希望する場合，学生部を経て施設管理者の許可を得なければならない。

　　３　許可を受けた学生が，学内に駐車する場合，施設管理者より発行された学内進入許可証

を，車内の確認し易い位置に常に提示しなければならない。

　　４　許可期間を過ぎた場合は，直ちにこれを返納しなければならない。

第８条　学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

　　２　許可された団体は，指定された日までに所定の団体名簿を学生部長に提出しなければな

らない。提出のないときは解散したものとみなす。

第９条　本学は，多様な文化的背景を持つ学生が世界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

い。

第10条　学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者及び顧問教員の連署・押印をもって学生部長を経

て学長の許可を得なければならない。

第11条　学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその７日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設・その他必要事項を記載の上，学生部長に願

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終了後その結果について学生部長に報

告するものとする。

　　２　前項の集会は，午前９時から午後５時までの間とする。

第12条　学生が学内外において文書の配布及び掲示をするときは，その責任者氏名を記載した文

書を提示し，所定の様式に従い学生部長の許可を得なければならない。

　　２　前項の掲示は，本学所定の掲示板に掲示するものとし，その掲示期間は１週間以内とす

る。

第13条　学生が学内において募金活動，世論調査，署名運動，投票及び寄付募集などの行為をし
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ようとするときは，本学教職員をもってする責任者より，あらかじめ学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

　　２　前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

　　３　第１項に定める行為は，本学教職員及び学生以外の者を含むときには，その行為の一切

を禁ずる。

第14条　学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

　附　則　この規則は平成６年４月１日から施行する。

　附　則　この改正は平成11年７月１日から施行する。

　附　則　この改正は平成17年４月１日から施行する。

ハラスメント等の防止のためのガイドライン

１．ハラスメントとは

教育研究及び業務の場において，学生及び教職員等が，他の学生等もしくは教職員に対し，

不利益や不快感を与える人権侵害的性質を持った言動を総称し，「キャンパス・ハラスメン

ト」と言います。

⑴　セクシュアル・ハラスメント

他の学生または教職員等に対し不快感を与える性的性質の言動を「セクシュアル・ハラス

メント」と言います。

⑵　アカデミック ･ ハラスメント

他の学生または教職員等に対し，教育研究の場における力関係または優位的地位を利用し

て不快感を与えるほか，教育研究上もしくは修学上の利益や権利を侵害する言動を「アカデ

ミック ･ ハラスメント」と言います。

⑶　パワー ･ ハラスメント

他の学生または教職員等に対し，組織内における職権，権力差を利用し，本来の業務等の

範疇を超え，不快感や学生生活・労働環境の悪化，雇用不安等の不利益を与える言動を「パ

ワー ･ ハラスメント」と言います。

⑷　その他のハラスメント

⑴～⑶のハラスメントに該当しないが，他の学生または教職員等に対し，不利益や不快感

を与える言動を「その他のハラスメント」と言います。

２．ハラスメント防止のための学生及び教職員等の責務
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本学には，本学での教育研究・学習及び勤務等が，健全で快適な環境であるために，「城西

国際大学ハラスメント等の防止に係る規程」やこの「城西国際大学ハラスメント防止のための

ガイドライン」を整備しています。

学生及び教職員は，これらの規程やガイドラインを遵守し，当該規程に基づくハラスメント

防止・啓発活動や調査等に積極的に協力をする責務があります。

【城西国際大学　ハラスメント等の防止に係る規程　第３条抜粋】

第３条　学生及び教職員等は，本規程並びに「城西国際大学ハラスメント防止のためのガ

イドライン」を遵守し，前条第1項の各号に定めるハラスメントの防止及び排除に

努めるとともに，本規程による調査等に協力するものとする。

３．本ガイドラインの適用範囲及び対象

本ガイドラインは，本学に係るすべての学生及び教職員等を対象とし，教育・研究，就労，

修学等に重大な影響を及ぼす言動について，ハラスメントに該当する行為の発生した時間及び

場所を問わず適用します。

また，ハラスメントに該当する行為に学外の人物が関与している場合には，当該学外者に対

して適切な措置を講じるとともに，必要に応じて所属組織に対し適切な措置を要望します。

４．ハラスメントを行わないための心構え

ハラスメントは，個人や立場により，その捉え方が異なるため，判断が難しい場合がありま

すが，以下の点について，十分に認識するよう心がけてください。

　⑴　性的言動に対する受け止め方には，個人間や男女間，立場等により差異があります。親し

さを表現するつもりでの言動であったとしても，発言者本人の意図とは関係なく，相手を不

快にさせてしまう場合が存在します。安易に「この程度であれば許容されるだろう」という

憶測や，「良好な人間関係を構築できている」と思い込まないよう注意してください。

　⑵　相手が拒否や嫌がっていると感じた場合は，同じ言動を繰り返さないようにしてくださ

い。

　⑶　ハラスメントに該当するか否かについて，相手から常に意思表示があるとは限りません。

ハラスメントの被害を受けた者が，人間関係や力関係を考慮し，拒否することができない場

合も多く，拒否の意思表示がないことを必ずしも合意もしくは同意であると解釈しないよう

注意してください。

５．ハラスメントの被害に遭った場合は

ハラスメントの被害に遭った，あるいは遭ったと感じた，もしくは，明らかにハラスメント

に該当する行為を目撃した場合は，事態が悪化する前にハラスメント相談員（以下「相談員」

という。）に相談してください。

ハラスメントは，相手が，自分の言動がハラスメントに該当していることに気付いていない

場合も多々あります。相手との関係が敵対的でない場合等は，当該行為がハラスメントであり

不快であることを，何らかの方法により相手に伝えることで，解決することが可能な場合もあ

ります。
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６．問題の解決にむけて

⑴　相談員への相談

ハラスメントの相談に対応するため，相談窓口を各キャンパスに設置しています。そこで

は，面談形式による相談を行うほか，カウンセラー等の専門家からのアドバイスを得ること

もできます。

また，相談した内容は厳重に管理し，問題の解決に向けた適切な措置について審議をおこ

ないます。

ハラスメントの被害に遭った，あるいは遭ったと感じた場合は，①いつ，②どこで，③誰

から（誰に対して），④どのような状況か，といった事項について詳しく正確に記録してお

き，相談員との相談の際に申し出てください。また，当該事案の実情を良く知る第三者（目

撃者等）が存在する場合は，必要に応じて，証人として相談員による第三者への状況確認を

行うことが可能です。

⑵　ハラスメント防止委員会

ハラスメント防止委員会（以下「防止委員会」という。）は，本学におけるハラスメント

に係るすべての事項について，公正な立場において統括しています。

⑶　ハラスメント防止委員会による措置

防止委員会は，必要に応じて，調査委員会を設置します。

防止委員会は，調査委員会が行う調査の結果にもとづき，再発防止措置及び措置後の経過

観察等，問題の解決に向けた対応・対処等を審議します。

また，緊急措置が必要と判断した場合は，各関係機関に「措置」を求める場合がありま

す。

調査委員会による調査の結果，当該行為が意図的もしくは悪質であると判断された場合に

は，当該行為を行った者が所属する組織の長に対し，事案等の報告をするとともに，対応や

相応の処分等について協議及び具申します。

なお，調査過程において，和解等により問題解決が図られた場合であっても，経過観察等

により，同様の措置を講じることがあります。

⑷　不利益取扱いの禁止

ハラスメントに係る相談及び調査への協力，その他ハラスメントに関して正当な対応をお

こなった者に対し，そのことをもって不利益な取扱いをすることは，本学の規定（「城西国

際大学ハラスメント等の防止に係る規程」第５条）により，処分の対象となります。

７．啓発及び教育・研修活動について

本学では，ハラスメント防止委員会を中心に，各種ハラスメントの防止に関する情報の収集

と提供，広報活動（リーフレットやホームページ等），「相談員」の指導・援助力量の向上，

学生及び教職員等に向けた基本的人権に関わる啓発並びに教育・研修活動等に取り組んでいま

す。

８．守秘義務
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ハラスメントに起因する事案に係るすべての関係者等は，プライバシーや名誉，その他人権

を尊重するとともに，任務上もしくは手続き上知り得た事項について，本学の規定（「城西国

際大学ハラスメント等の防止に係る規程」第4条）により，恒久的に守秘義務を負います。

ハラスメント等の防止に係る規程

（目的）

第１条　本規程は，城西国際大学（以下「本学」という。）におけるハラスメント等の防止及び

適切な対応措置に係る諸事項について定めることを目的とする。

（ハラスメントの定義）

第２条　本規程における「ハラスメント」とは，次の各号に該当する人権侵害的性質を持った言

動を指し，本学においては，これらを総称しキャンパス・ハラスメント（以下「ハラスメ

ント」という。）とする。

⑴　セクシュアル・ハラスメント

他の学生または教職員等に対し，不快感を与える性的性質の言動。

⑵　アカデミック・ハラスメント

教育研究の場における力関係または優位的地位を利用し，他の学生または教職員等に

対し，不利益を与える言動。

⑶　パワー・ハラスメント

組織内における職権または権力差を利用し，本来の業務等の範疇を超え，他の学生ま

たは教職員等に，学生生活・労働環境の悪化，雇用不安等を与える言動。

⑷　その他のハラスメント

上記の各号に定めるハラスメントの定義に該当しないが，他の学生または教職員等に

対し，不利益を与える言動。

（責務）

第３条　学生及び教職員等は，本規程並びに「城西国際大学ハラスメント防止のためのガイドラ

イン」を遵守し，前条の各号に定めるハラスメントの防止及び排除に努めるとともに，本

規程による調査等に協力するものとする。

（守秘義務）

第４条　ハラスメントに起因する事案に係るすべての関係者等は，プライバシーや名誉，その他

人権を尊重するとともに，任務上もしくは手続き上知り得た事項について，恒久的に守秘

義務を負うものとする。

（不利益取扱いの禁止）

第５条　ハラスメントに係る相談等及び調査への協力，その他ハラスメントに関して正当な対応

をおこなった相談者及び関係者等に対し，そのことをもって不利益な取扱いをしてはなら
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ない。

（監督者の職務）

第６条　学生及び教職員等を監督する地位にある者（以下「監督者」という。）は，ハラスメン

トの防止及び排除に努めるとともに，これに起因する事案が生じた場合は，迅速かつ適切

に対処する。

（ハラスメント防止委員会）

第７条　ハラスメントの防止及び排除，並びにこれに起因する事案が生じた際の適切な対処を目

的として，ハラスメント防止委員会（以下「防止委員会」という。）を設置する。

第８条　防止委員会は，次の各号に定める諸事項を実施する。

⑴　情報収集，研修及び啓発活動に係る事項

⑵　苦情の申し立て及び相談，取り下げ等に係る事項

⑶　当該事案の調査に係る事項

⑷　善後策，再発防止措置等の検討及び実施等に係る事項

⑸　当該事案に学外者が関与している場合における措置に係る事項

⑹　本学の取り組み等の公表に係る事項

⑺　本規程の改正等に係る事項

⑻　その他，ハラスメントに係る事項

（防止委員会の構成）

第９条　防止委員会は，次の各号に定める委員をもって組織する。

⑴　防止委員会の委員長（以下「防止委員長」という。）は，学長が推薦し，理事長が任

命する。

⑵　防止委員会の副委員長（以下「防止副委員長」という。）は２名とし，うち１名以上

は副学長をもって充て，防止委員長が指名する。

⑶　防止委員会の委員（以下「防止委員」という。）は，防止委員長が指名する。

　　２　防止委員会における委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

　　３　防止委員長は，防止委員会を招集し，議長としてその業務を統轄する。

　　４　防止副委員長は，防止委員長を補佐し，防止委員長に事故あるときはその職務を代理す

る。

　　５　防止委員長は，必要に応じて学外の専門家を専門委員として委嘱することができる。ま

た，専門委員は防止委員長の許可を得て，防止委員会に出席することができる。

（防止委員会の運営）

第10条　防止委員会は，委員の３分の２以上の出席により成立し，出席委員の過半数をもって議

決する。

　　２　防止委員会の運営について必要な事項は，防止委員会が定める。

（相談窓口の設置）

第11条　防止委員会は，ハラスメントに起因する苦情等の申し立て及び相談（以下「相談等」と
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いう。）の対応を目的として相談窓口を設置し，ハラスメント相談員（以下「相談員」と

いう。）を置く。

　　２　相談窓口責任者（以下「相談責任者」という。）は，設置した窓口毎に防止委員会が指

名する。

　　３　相談員は，相談責任者の推薦により防止委員会が指名する。

　　４　相談等には，当事者からのものに限らず，次の各号によるものも含まれる。

⑴　他者がハラスメントを受けているのを見て不快に感じた者からの相談。

⑵　ハラスメントに係る相談を受けた者からの相談。

　　５　相談員は，当事者，相談者及び関係者等からの相談内容や相談者がどのような解決を望

んでいるか正しく理解したうえで相談責任者に対し文書で報告し，相談責任者は，これを

防止委員長に報告する。

　　６　防止委員長，当事者の監督者及び相談責任者は，次の各号について協議し，これを実施

する。なお，防止委員長は，協議内容について防止委員会へ報告する。

⑴　協議等による和解

⑵　当事者，相談者及び関係者等への事情の聴取

⑶　防止委員会の招集

⑷　緊急措置

（相談員の職務）

第12条　相談員は，相談等に対し「城西国際大学 ハラスメント防止のためのガイドライン」に

基づき適切に対処する。

　　２　相談員は，防止委員会が実施する研修等を必ず受講する。

（ハラスメント調査委員会）

第13条　防止委員会は，必要に応じてハラスメント調査委員会（以下「調査委員会」という。）

を設置する。

　　２　調査委員会の委員（以下「調査委員」という。）は，ジェンダーバランスや公平性を考

慮して組織する。

　　３　調査委員会の委員長は，防止委員長が指名する。

　　４　調査委員は，防止委員と重複することを妨げない。

第14条　調査委員会は，当該事案に係るハラスメントの有無，内容等について調査し，その結果

を防止委員会に報告する。

　　２　前項に係る調査実施の際は，公平性及び客観性に留意し，迅速に対応する。

　　３　調査に際しては，当事者の申し出により，付添人を付することができる。

　　４　調査は，原則として調査委員会設置後２週間以内に，完了するものとする。ただし，止

むを得ない事由が生じた場合は，相当の期間を延長することができる。

　　５　調査委員会は，次の各号のいずれかに該当すると判断した場合に解散する。

⑴　防止委員会への報告後，調査が完了したと防止委員会が判断した場合。
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⑵　防止委員会が解散の必要を認めた場合。

（調査報告に基づく対応）

第15条　防止委員会は，調査委員会による調査報告に基づき審議し，当該事案の再発防止措置に

ついて検討する。

　　２　防止委員長は，調査委員会による調査結果並びに再発防止措置案について学長に報告す

る。

　　３　当該事案に学外者が関与している場合は，防止委員長は学長と協議し，必要に応じて，

当該学外者及び当該学外者の所属する組織等に対し適切な措置を講ずる。

　　４　学長は，再発防止措置の履行及び経過の観察について，当事者の監督者に対し，定期的

な報告を指示する。

（懲戒処分等）

第16条　学長は，当該事案において，懲戒処分等を講ずることが適切であると判断した場合は，

懲戒処分等について理事長と協議する。

　　２　理事長は，学長との協議を踏まえ，必要に応じて，別に定める「懲戒手続に係る規程」

により懲戒委員会に諮る。

（規程の改正）

第17条　本規程の改正は，防止委員会の議を経て行う。

（庶務）

第18条　本規程の庶務は，次の各号に定める部局が担当する。

⑴　学生に係る事案：学生部

⑵　教職員に係る事案：人事課

⑶　上記各号の双方に係る事案もしくはどちらにも該当しない事案は，学生部及び人事課

において協議のうえ，双方もしくはいずれかが行う。

　附　則　１　本規程は，平成24年４月１日から施行する。

　　　　　２�　本規程の制定に伴い，平成16年３月１日制定の「セクシュアル・ハラスメント及

び迷惑行為の防止等に係わる内規」は，これを廃止する。
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各種証明書

本部棟１階事務室内の学生課ならびに紀尾井町キャンパス２階教学事務室で，各種証明書の受

付・発行を取り扱っています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行

一覧」を参照してください。就職用推薦書は就職課で取り扱います。

証明書の申し込みおよび発行について

１．学生証を使用して証明書自動発行機（取扱時間：年末年始および日曜，祝祭日を除く 9：00

〜17：00）で所定の操作をしてください。

２．証明書は即日発行されます。

３．証明書の種類によっては，即日発行できない証明書もありますので注意してください。

４．証明書の有効期間は３ヶ月です。

５．電話による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

６．学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

１．学割証は，片道の区間内において，100kmを超え，帰省等で利用する場合に使用するこ

とができます。（JR各社のみ）

　　なお，８名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

２．学割証は，１回の交付で２枚までとなっております。（国土交通省規定）

３．他人名義のものや記入事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けることになりますので，使用には注意してくだ

さい。

通学定期について

電車の通学定期は，最寄の定期券発売駅の窓口に学生証と通学定期乗車券購入兼用証明書を提

示し，購入してください。なお，通学定期乗車券購入兼用証明書は，入学時に学生証と一緒に交

付します。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター窓口発行）を添えて購入してください。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購入兼用証明書を学生課へ提

出してください。証明書に新住所を記入し，押印します。
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　種　　　類　

在 学 証 明 書

成 績 証 明 書

修了（見込）証明書

健康診断証明書

教職関係証明書

福祉関係証明書

奨学金受給証明書

推薦書（進学用）

推薦書（就職用）

英文（成績証明書）

英文（在学証明書）

その他の証明書

学生証（再発行）

路線バス定期券購
入用通学証明書　

通学定期乗車券購
入兼用証明書　

学 割 証

手数料

200円

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2,100円

無料

〃

無料

交付期間

即日

〃

〃

〃

７業務日後

〃

３業務日後

７業務日後

〃

〃

３業務日後

７業務日後

３業務日後

即日

受付および発行窓口

自動発行機

学生課・教学事務室

〃

〃

〃

就　職　課

学生課・教学事務室

〃

〃

〃

自動発行機

証明書発行一覧

※修了（見込）証明書は修士課程のみ対象となります。

２日後
（３日後）

２日後
（３日後）

学　生　課
（教学事務室）
学　生　課

（教学事務室）
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水田記念図書館

水田記念図書館（以下，図書館）は知識の宝庫です。本学における学習，教育，研究に必要な

資料を収集して利用に供しています。資料としては図書や雑誌をはじめとして，電子ジャーナル

やデータベース及び視聴覚資料等を整備しており，現在約26万冊の蔵書があります。

図書館の利用環境としては利用者のアメニティーにも配慮した快適で最新の設備を整えてお

り，更に図書館サービスにおける情報図書館的機能の充実に努めています。

１．図書館施設

・１階：�総合カウンター，雑誌コーナー，参考図書コーナー，水田三喜男文庫コーナー，大学

刊行物コーナー，本学教員著書コーナー，マンガコーナー，新着図書コーナー，就職

と資格・検定図書コーナー，メディアラウンジ（PC60台）

　　　　視聴覚コーナー（30台），オリエンテーションルーム（220席），グループ学習室（１室）

・２階：�開架閲覧室（和図書），新書コーナー，文庫コーナー，千葉県資料コーナー，絵本・

児童書コーナー，薬学・看護国試コーナー，グループ学習室（３室），書庫

・３階：�開架閲覧室（洋図書），中国図書コーナー，韓国図書コーナー，台湾図書コーナー，

雑誌バックナンバーコーナー，グループ学習室（１室），閲覧ブース（16室）

・閲覧席：775席

２．図書館の利用にあたって

⑴　利 用 者　学生，教職員，その他図書館長が利用を許可した者

⑵　入館手続　学生証を「入館ゲート」に差し込み入館します

⑶　開館時間　平日９：00〜20：00，土曜日９：00〜17：00

⑷　休 館 日　日曜日，国民の祝日，本学創立記念日（４月28日），

　　　　　　　春期・夏期・冬期休業中の一定期間（その他臨時に休館することがあります）

３．図書館サービス

　⑴　資料の閲覧

館内の資料は自由に閲覧できます。閲覧後は元の場所に戻すか，近くの返却トラックに

乗せておいてください。

　⑵　資料（図書）の館外貸出

一部の資料（参考図書，視聴覚資料，新聞・雑誌最新号など）を除き，貸出手続きを受

けて館外で利用することができます。

①　貸出図書の冊数及び期間

　　　学部学生，科目等履修生……５冊，２週間以内
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　　　大学院生，研究生…………………………………10冊，1か月以内

②　貸出の手続き

貸出図書と学生証を総合カウンターに提出する，又は図書自動貸出返却装置で手続き

を行う。

③　返却

貸出を受けた図書は，次のいずれかの方法で返却期限内に返却しなければなりません。

・総合カウンターに返却する。

・図書自動貸出返却装置で手続きを行う。

・ブックドロップに返却する（図書館正面入口及び図書館棟事務室入口に設置）。

④　貸出期間の延長

貸出期間の延長は，返却期限内に総合カウンター又は図書館ホームページの

「MyLibrary」で手続きを行ってください。他者から貸出予約されていない場合，１回

に限り延長できます。

⑤　貸出に関する注意事項

・貸出図書を他の人に転貸しないでください。

・返却期限を過ぎた図書がある場合，新たな貸出を受けることはできません。

・図書を破損，紛失した場合には弁償していただきます。

⑶　図書館ホームページおよび電子的学術情報の利用

図書館ホームページは，蔵書検索（OPAC），電子的学術情報の検索，図書館利用にお

けるお知らせなど情報検索・情報提供の窓口となっています（次ページを参照のこと）。

主な電子的学術情報の利用としては，次のものがあります。

・全国大学図書館等の所蔵情報（CiNii）及び国会図書館所蔵情報（NDL）の検索

・JIU 電子ジャーナル・ポータル：Nature などの有名な外国雑誌の検索と閲覧

・�SciFinder（生命科学関係），シナール，eol，医中誌，メディカルオンラインなどのデ

ータベースの検索

・聞蔵：朝日新聞，JapanKnowlege：百科事典などの検索

⑷　パソコンの利用

メディアラウンジのパソコンを利用する場合には，総合カウンターで手続きを行い，使

用するパソコンの番号カードを受けてください。パソコンとして，次の2種類のものを設

置しています。なお，インターネットにアクセスする場合には，情報科学研究センターか

ら IDとパスワードを取得してください。

・NEC MK25M（50台）：�図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ，CBT 対 応 問 題 PESS 及 び

WindowsOffice 等の利用

・NEC MK28H（10台）：�図書館ホームページ，WindowsOffice，及び ADOBE の

Illustrator，Photoshop など各種ソフトの利用
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⑸　視聴覚資料の利用

図書館所蔵の視聴覚資料（DVD，VHSテープなど）を視聴覚コーナーで利用（鑑賞）

することができます。総合カウンターで手続きを行ってください。

⑹　グループ学習室・閲覧ブースの利用

グループ学習室は多人数（30人以内）で，閲覧ブースは数人（３人以内）で利用できま

す。総合カウンターで手続きを行ってください。予約もできます。

⑺　他大学図書館及び千葉県立図書館の利用

図書館から他大学の図書館が所蔵する雑誌の論文コピーを取寄せたり，現物の図書を借

受けることができます。また，他大学図書館を訪問して利用することもできます。

更に，千葉県立図書館が所蔵する図書を借受けることもできます。

これらの利用手続きについては，総合カウンターに問合わせてください。

⑻　学生希望図書の購入

学習のために学生が希望する図書等の購入に努めています。「学生希望図書購入申込

書」を総合カウンターに提出するか，図書館ホームページの「Mylibrary」で申込んでく

ださい。

４．図書館利用上の注意

　図書館の利用にあたっては，職員の指示に従い，次の事項を遵守してください。

①　図書館の資料及び設備は大切に扱ってください。

②　館内では静粛を保ち，喫煙・飲食及び他利用者への迷惑行為は行わないでください。

③　所持品の管理は各自で責任を持ち，貴重品は常に携帯してください。

④　図書館の利用にあたって，著作権法を遵守してください。

⑤　館内で許可なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

水田記念図書館ホームページ
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情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センター（以下「情報センター」という）では，研究教育活動の情報化，ネット

ワーク化，国際化を積極的に推進しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置し

ていますので，学生と教職員は3000を超える情報コンセント（無線 LANを含む）から電子メー

ル，WWW，データベースなどのサービスを自由に利用することができます。また，情報センタ

ーでは学生のキャリア形成にも貢献しています。

1．情報科学研究センター利用にあたって

⑴　利用時間　 9：00〜17：00

⑵　日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念日（４月28日），春期・夏

　　期・冬期休業中の一定期間は利用できません（その他臨時に休館することがあります）。

2．電子メールアドレスの取得

　⑴　電子メールアドレスの取得については申請が必要です。情報センター窓口までお問い合わ

せください。

※申請から発行までは数日かかることがあります。

　⑵　１人あたりのメールフォルダの容量は400MB，メール１通あたりの送受信容量は10MBで

す。

　⑶　アドレス取得後は速やかに仮パスワードを変更してください。パスワードを忘れた場合

は，情報センターで「パスワード変更申請」をしてください。また，セキュリティを保持す

るため，定期的にパスワードを変更してください。

　⑷　修了時（退学・除籍を含む）にはアカウントを削除しますので，必要なデータは他の媒体

に保存してください。

＜東金キャンパス院生室利用について＞

1．設　　備

　　院生室パソコンコーナー（Ｆ棟中２階）

2．院生室利用にあたって

⑴　利用時間　 9：00〜20：00

⑵　日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，全学休講と定める特定日は利用できませ

ん（その他メンテナンス等により，臨時に利用できないことがあります）。
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3．利用上の注意

⑴　院生室パソコンコーナーは飲食厳禁です（持ち込みも不可）。

⑵�　院生室のパソコンはファイルを保存できない設定です。ファイルを保存するには，USB

メモリ等を各自で用意してください。

⑶　院生室の入退室には学生証が必要です。

⑷　連絡事項等は院生室前の掲示板で案内します。

⑸　その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン室に関する秩序等については，学部事

務室職員および情報センター職員の指示に従ってください。

4．インターネットの利用

院生室のパソコンはインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧や電子メー

ルの利用が可能です。室内には無線 LAN内蔵のノートパソコン用にアクセスポイント（AP）

を設置しています。また，Wi-Fi 使用可能エリアにはWi-Fi マークを掲げています。設定方法は

『基礎から学ぶコンピュータ』を参照するか，情報センターに問い合わせてください。利用規則

やネチケットを守ることはもちろんですが，トラブルに巻き込まれたときには，学部事務室に届

けてください。

大学内でのチャットの使用は膨大なトラフィック（情報量）を発生し，教育・研究に支障をき

たすため禁止しています。

詳細は「城西国際大学学内ネットワーク利用基準」等に掲載しています。

5．プリントアウト（印刷）について

　⑴　レポート提出時期は混雑が予想されます。時間に余裕をもって利用してください。

　⑵　紙は貴重な森林資源です。“印刷プレビュー”などを利用し，印刷は最小限にお願いしま

す。

　⑶　カラー印刷は有料です。情報センター窓口にデータを保存したメディアを持参してくださ

い。
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　城西国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第１条　この基準は，城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第８条に基づき，学内ネッ

トワークの利用に関し，必要な事項を定めるものとする。

（利用目的）

第２条　学内ネットワークは本学における教育・研究に関する活動の推進及び向上を図ることを

目的として利用されなければならない。

（利用可能者）

第３条　学内ネットワークに機器を接続し，利用できる者は次の区分による。

⑴　本学教職員

⑵　本学学生（留学生別科を含む）及び大学院生

⑶　情報科学研究センター（以下「情報センター」という）所長が適当と認めた者

（接続手続き）

第４条　学内ネットワークに接続し，利用しようとする場合は，あらかじめ情報センター所長に

申請し，承諾を受けなければならない。

２　接続申請及び接続手続きに関する要領は，次の各号による。

⑴　接続申し込み

学内ネットワークヘの接続は，情報センター所定の申込書を提出して行うものとする。承

諾を受けた事項を変更するときは，変更する事項についても同様とする。

⑵　接続の承諾

情報センターは，学内ネットワークヘの接続が適当と認めた場合，これを承諾し，必要な

手続きを行う。

⑶　接続の拒絶

情報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの接続と利用を承諾しないことがある。

ア　申込書に，故意に虚偽の事実を記載したとき。

イ　利用者が，本学または第三者の信用を毀損するおそれがある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき。

（利用形態）

第５条　学内ネットワークに利用および利用形態に関する要領は，次の各号による。

⑴　利用者の連絡義務
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利用者は，情報センターのネットワーク機器に故障が生じたときは，直ちにその旨を情報

センターに通知する。

⑵　利用の制限情報

センターは，天災・事変その他の非常事態が発生するか，もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利用を制限する措置をとることがある。

⑶　利用の中止

情報センターは，次に掲げる事由があるときは，学内ネットワークの利用を中止すること

がある。

ア　情報センターの通信設備の保守または工事のためやむを得ないとき。

イ　情報センターが設置する通信設備の障害等のやむを得ない事由があるとき。

⑷　利用の停止，登録抹消

ア　情報センターは上項⑵⑶の事情以外に，利用者が城西国際大学学内ネットワーク利用

基準第６条に該当し，及び利用ガイド（情報倫理規程）にある違反行為を行った者に

対して，事前に事情を聴取したうえで，学内ネットワークの利用を停止し，または登

録の抹消を行うことができる。ただし，緊急を要し，事前に聴取することができない

場合は，この限りではない。

イ　利用者が，著しく日本国内の法令・関係各国の法令・条例に抵触する行為を行った場

合には，学生の場合は学生部長に，それ以外の場合は所属長に対し，事実を速やかに

報告しなければならない。

ウ　報告を受けた各部署は，学則に基づく処分の要否，または既に講じられた措置の解除

の要否を審議しなければならない。

エ　学生は，退学・除籍・卒業と同時に登録を抹消する。進学した場合には，新たに接続

の申し込みをしなければならない。教職員は手続きにより，退職後も定められた期間

内のみ，転送サービスを利用することができる。

（遵守事項）

第６条　学内ネットワーク利用者はその利用に当たっては，次に掲げる事項を遵守しなければな

らない。

⑴　教育・研究及びその支援の目的以外に利用しない。

⑵　営利を目的とした行為，またはその準備を目的とした行為に利用しない。

⑶　第三者の権利・財産・プライバシーに損害を与える行為に利用しない。

⑷　公序良俗に反する行為に利用しない。

⑸　犯罪的行為，または犯罪的行為に結びつく行為に利用しない。

⑹　学内ネットワークの運用を妨げる行為。

⑺　法令に違反する，または違反するおそれのある行為をしない。

⑻　その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド（情報倫理規程）に定められた本学が
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不適切と判断する行為をしない。または行為に利用しない。

（免責）

第７条　情報センター及び学内ネットワーク管理者は，学内ネットワークによるサービスの提供

の遅延もしくは中断によって，または提供された情報に関連して生じた損害に対し，一切の賠償

責任を負わない。

附則

　この基準は，平成16年１月１日より施行する。
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城西国際大学Web ページ管理・運用規程

（趣旨）

第１条　この規程は城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に基づき，学内の

WWWサーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第２条　本学のWeb ページの管理・運営に関し，必要な事項は情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究員会議」という）において審議・決定される。

（管理機関）

第３条　本学のWWWサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」

という）が管理する。

（WWWサーバーの利用可能者）

第４条　本学の各WWWの各サーバーのディレクトリー領域の貸与可能者は以下のとおりとする。

　本学の学科・各センター・各事務部署と第２条の研究員会議が適当と認めた団体，本学教職

員，情報教育担当教員，授業に活用する教員，大学院学生，学生および学生団体。

（Web ページ公開手続き）

第５条　第４条に掲げられた各部署・団体がWeb ページを公開する際は，責任者及び作成担当

者をおき，情報センター所定の申請書を提出しなければならない。

（責任者）

第６条　Web ページの記事内容は第5条において申請を行った各責任者が責任を負う。

（禁止事項）

第７条　本学Web ページの内容については，研究・教育活動，または広報活動に沿ったものに

限り，公序良俗に反するもの，商業活動，政治活動及び宗教活動を目的とするものは禁止する。

他人の著作権，肖像権を侵害する行為，また，個人及び組織等の権利利益を侵害する行為，ま

たは侵害するおそれのある行為を禁止する。その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）に定められた本学が不適切と判断する行為を禁止する。

（改善通知及び公開中止）

第８条　本学Web ページから公開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する
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ものと研究員会議が判断したときは，情報を公開した者に対して，改善通知を行うとともに，情

報の公開を中止する措置をとることができる。

（その他）

第９条　その他，本学Web ページの管理・運用に関して必要な事項は研究員会議が定めること

ができる。

附則

　この規程は平成16年１月１日より施行する。
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城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）
（趣旨）

１　城西国際大学学内ネットワークの利用は，教育・研究の支援，またその発展と向上を目的と

している。利用者は本学の建学の精神に基づき，品位を保ち社会の一員としての自覚を持っ

てネットワークを利用しなければならない。この利用ガイド（情報倫理規程）はネットワー

ク設備の利用に関する事項をまとめたものである。

（利用上の遵守事項）

２　城西国際大学学内ネットワーク利用基準第3条に定められている学内ネットワーク利用可能

者は，本ガイドラインを理解したうえで利用しなければならない。

３　上述利用可能者の２に定められている本学学生は，本ガイドラインに基づいたネットワーク

利用資格試験に合格し，利用資格を取得しなければならない。

４　ネットワークの利用に際しては，情報科学研究センター（以下「情報センター」という）の

指示に従わなければならない。

（利用上の守るべきルール）

５　学内ネットワークを利用する際には最低限以下に掲げる事項を守らなければならない。

＜申請について＞

利用者はネットワークの利用を申請する際には以下の事項を守らなければならない。

　⑴　利用者は，資格取得後は全ての利用行為に関して全責任を負う。

　⑵　虚偽または二重の利用資格を申請してはならない。

　⑶　他の利用者と利用資格を共有してはならない。但し，円滑な情報の共有を目的としたメー

リングリスト作成を申請する場合はこの限りではない。メーリングリスト作成を希望する

団体は情報センターの所定の利用申請書を提出しなければならない。

＜学内情報機器の使用に関して＞

　⑴　学内の情報機器・設備を使用する際は，定める利用時間内に限られる。

　⑵　学内の情報機器設置教室は飲食持込禁止である。

＜利用について禁止事項＞

学内ネットワークの利用は利用基準第２条にあるように，教育・研究を目的としている。従っ

て，以下に掲げる行為は行ってはならない。
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⑴　バーチャル企業やバーチャル・モール等の営利目的での利用

⑵　 SOHO等の自営業のための利用

⑶　研究活動に関係のないゲーム，その他単に娯楽のためだけの利用

⑷　政治活動・宗教活動の普及活動のためだけの利用

⑸　インターネットを利用したギャンブルやねずみ講などへの利用

⑹　ソフトウェアの違法コピーのための利用

以下に掲げる行為は学内ネットワークの運営を妨げるものであるので，遵守しなければならな

い。

　⑺　ネットワークの資源（計算時間，ハードディスク使用量，通信時間）を大量に消費し続け

るような行為によって他の利用者の利用を妨害してはならない。

映像や音楽等の大量のデータのダウンロードする際には注意しなくてはならない。

違法なダウンロードは禁止されている。

　⑻　事前の同意なしに，他の利用者が保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない。

　⑼　ネットワーク及びユーザーのパスワードの解読を試みてはならない。

　⑽　システムファイルを複製・削除・改変してはならない。

　⑾　リモートシステムへの権限外のアクセスを試みてはならない。

　⑿　コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを作成したり，故意に学内ネットワークに持ち込んだりしない。

＜電子メールの利用について＞

　⑴　発信された電子メールは，その発信者がすべての責任を負う。

　⑵　電子メールを偽造してはならない。

　⑶　他の利用者の電子メールを許可なく読み，削除・複製・変造または公開してはならない。

　⑷　チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，

脅迫的な電子メール，不確かな，社会通念に反する内容の電子メールを発信してはならな

い。

　⑸　営利目的のメッセージを発信してはならない。

　⑹　求められていないメールや迷惑となる電子メールを発信してはならない。

　⑺　機密を要するメッセージを送信するときはデジタル署名，その他，公に承認された電子証

明を用い，暗号化して送信するように努めるなど，十分に注意しなければならない。

　⑻　パスワードはメモしたり，友人と共有したりすることなく自己管理し，定期的に変更しな

ければならない。
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＜法律上の禁止事項＞

　⑴　他人の著作権，その他商標権などの権利を侵害する行為，または侵害するおそれのある行

為を行ってはならない。

　⑵　他人の財産・プライバシーを侵害する行為，または侵害するおそれのある行為を行っては

ならない。

　⑶　他人の名誉を毀損するような誹謗中傷を行ってはならない。

　⑷　第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照するときは著作権法の規定及び公正

な慣行に従わなければならない。

　⑸　わいせつな文書，画像その他のものを頒布してはいけない。

　⑹　商業用音楽 CD・DVD等を許可なしに複製し，その複製物を営利目的に頒布してはなら

ない。

　⑺　コンピュータを破壊したり，不正の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

　⑻　コンピュータに不正の指令を与えるなどして，コンピュータを誤作動させ，不正の利益を

得てはならない。

＜その他＞

学内WWWサーバーの利用，Web ページ管理・運用規程は別に定めるが，遵守すべき行為，禁

止される行為は上項と同様である。

附則

　この規程は，平成16年１月１日から施行する。
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※情報科学研究センターへの学生の入退室は，正面出入口を利用してください。
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生涯教育センター

知識社会における生涯教育センターの役割

現代は知識社会といわれています。その中で学生の知識成長支援は，「エクステンション講

座」の枠組みで，資格取得や語学・IT 関係の各種講座によって授業を補完する機能を果たして

います。地域貢献は，「コミュニティカレッジ」という枠組みで，芸術や文化や教養を深める多

様な講座があり，地域の方々の活発な参加によって支えられています。リカレント教育について

は，社会で活躍する卒業生のために，各学部と協力して「卒後教育」のプログラムの充実を図っ

ていく考えです。

このように，学生の知識成長支援，地域貢献，リカレント教育の３本柱をより強固にし，大学

の多くのセンターや研究所と本センターが有機的に結び付くことで，学生や地域の方々の知的満

足度がさらに高まることを願っています。

知識社会の中で，在学生・教職員，卒業生，地域の方々の知的好奇心と精神的成長の支えとな

ることで本センターも成長し，生涯を通じて学ぶことの重要性や意義を提示しながら，時代や環

境に合わせて，講座，勉強会，塾を運営しています。

キッズ・ライブラリーで夢を育む

2008年12月に，JR 成東駅前にある JIU 成東インフォメーションセンター内にキッズ・ライブ

ラリーがオープンしました。書籍は現在1,800冊を超え，全て保護者の皆様方や本学の教職員の

皆さまからから寄贈していただいた図書です。キッズのためのライブラリーではありますが，

『キッズ・ライブラリー憲章』には，『おねえさんもおにいさんも，おかあさんもおとうさんも，

おばあさんもおじいさんも，ここではみんな子どもになって本を読んで下さい』と謳ってありま

す。海外の姉妹大学から寄贈された外国語の童話もあります。学生の皆さんも子どもの頃を思い

出して，時間を忘れてライブラリーの本を楽しんでください。開館日は，月曜日から金曜日の10

時から17時，土曜日は不定期です。第３土曜日に「絵本の読み聞かせ」や「みんなで童謡を歌お

う」を開催しています。どなたでも気軽に参加いただけます。生涯教育センターで開館日時を確

認してください。

生涯教育講座情報でキャリア形成

本センターでは，毎年「生涯教育講座情報」を作成しています。城西国際大学には20以上のセ

ンター・研究所が存在し，それぞれが意欲的な講座を開設しています。そこで，各センターや各

学部の講座情報を生涯教育センターが一括集約し，学生のみなさんや地域の方々にそれらの情報
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を提供しています。学生の皆さんが，各センターの講座を積極的に受講して，それぞれのキャリ

ア形成に活かしてくださることを願っています。

●開講講座の紹介

　＜資格取得講座＞

　　「ファイナンシャルプランナー３級講座」

　　金融機関，証券会社等への就職には，この資格を持っていると大変有利です。

　　「日商簿記検定受験対策講座」

　　２級・３級試験に対する準備講座で合格を目指します。

　＜語学講座＞

　　 「英会話」「韓国語」など

　　　語学の学習をとおして文化も学んでいきます。JEAP 留学希望者は，事前準備として活用

できます。

　＜教養講座＞

　　　「書道・ペン字講座」「勘解由塾」「クラフトバンド」「美術講座」など日常の生活，趣味に

関する教養は，想像もしない時に役立ちます。今年度から「身近な生活と法律」講座も始

まります。

　　＜健康講座＞

　　　「中国気功」「太極拳」「ヨガ講座」など長く続けることで心と体のバランスを保つことに

役立ちます。

生涯教育センターは，東金キャンパス D 棟に事務室と教室を持っています。研究に疲れた時，

気分を変えたい時など気軽に訪ねて下さい。
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人文科学研究科 比較文化専攻

１．以下の要件を満たした者に，「博士（比較文化）」の学位を授与する。

　・本課程に3年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けたうえ，本学学

位規程の定める博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　・専攻分野において研究者として自立し，研究活動をおこなうに必要な高度の研究能力と併せ

て，社会の多様な方面で活躍し得る高度の能力と豊かな学識を身につけていること。

　・国際的かつ学際的視野と異文化理解力，コミュニケーション能力を有していること。

　・「比較文化論」「比較ジェンダー論」「国際日本学」いずれかの分野において，緻密な体系的

知識を身につけ，比較文化の視点に即した価値観に基づいた研究実績を有していること。

２．博士（後期）課程　学位取得までのプログラム

学　年 プログラム 備　　考

１年次 入学時　研究計画書の提出 複数指導体制の確立

講義科目の履修
研究指導科目の履修（３年間継続）

＜研究報告書提出＞

２年次 講義科目の履修
研究指導科目の履修（３年間継続）

４月入学者：11月申請
９月入学者：５月申請
副査教員の決定

＊資格審査に向けての準備
　●研究に関連する三分野を決定
　●Reading List の作成
　●論文作成計画書の作成

博士論文作成資格審査（Qualifying Examination）
筆答試験／口述試験
（原則として２年次に実施）

＊�博士論文作成計画審査（Prospectus 審査）に向けて
の準備
　●論文作成計画書の作成

論文テーマ選定理由，方法論，構成と要旨，参考
文献及び資料の目録を含んだ内容とする

＜研究報告書提出＞

３年次 研究指導科目の履修（３年間継続）	 「学位請求論文（課程
博士）」の提出日は年
２回
12月１日，６月１日

博士論文作成計画審査（Prospectus 審査）
口述審査
（原則として，Qualifying Examination に合格後，
　１年以内に実施）

「博士学位請求論文執筆」

博士論文作成　最終口述試験
（12月又は６月提出）
公開発表　　　　

学位（博士）取得　（３月又は８月）
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３．�資格試験（Qualifying Examination），論文作成計画審査（Prospectus 審査），論文審査の３

段階を経て，学位（博士）を取得することができる。これら審査に係る諸手続きは以下のと

おりである。

Ⅰ．資格試験（Qualifying Examination）

資格試験（Qualifying Examination）は，博士論文の作成を目的とした研究に着手するう

えで，当該研究に関連したいくつかの専門領域において，幅広い基礎知識及び問題意識，さ

らに課題設定や分析に係る能力を有しているかを，総合的に判定する。

　・実施時期

　　１）資格試験は，原則として１年後期から申請することができる。

　　　　資格試験受験希望者は，指定の期日までに必要書類を整えて研究科長に願い出る。…

申請する期日は，前期は５月，後期は11月を目安とする。

　・受験資格

　　１）博士後期課程に在籍のうえ「研究指導」を履修し，研究科委員会が受験資格を認めた

者。ただし，当該課程に入学してから５年以内であること。

　　２）研究指導教員が当該試験の準備が整っていると判断した者，及び論文作成についても

研究の目途が立ち完成させる可能性があると指導教員が判断した者で，研究科委員会が

受験資格を認めた者。

　・提出書類

　　１）成績証明書

　　２）資格試験（Qualifying Examination）申請願

　　３）指導教員の推薦書

　　４）申請者が作成し，指導教員によって認定された専門及び周辺分野／領域（通常３～４

分野／領域）のリーディングリスト。なお，女性学を専門領域とする場合，これ以外の

分野を１分野入れることが望ましい。

　　５）博士論文作成計画書（テーマ，研究の進捗状況などをＡ４版１枚にまとめたもの）

　・資格試験の構成

　　１）筆答試験：各自の専門及び周辺分野／領域

　　　　ただし，指導教員が推薦し研究科委員会が認めた場合に，筆答試験が免除されること

がある。

　　２）口述試験：基礎及び専門知識，研究の方法論，資料収集・整理，分析方法など。

　　３）外国語（母国語以外の外国語）の読解力，文章作成能力についての筆答試験

　　４）試験時間は次のとおりとする。

　　　　筆答試験４時間，口述試験１時間，外国語１時間30分

　・審査委員会

　　１）研究科長は，申請者の資格を研究科で審査し，資格を認めた者に対して審査委員会を
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設置する。

　　２）審査委員会の設置に際しては，他分野の教員を少なくとも１名加えることが望まし

い。また，資格試験審査委員会において，専門筆答試験出題委員長，口述試験出題委員

長を決定する。

　　３）審査委員会の設置後，研究科長は，審査委員会のメンバーを申請者に通知する。

　　４）審査委員会は，リーディングリストと論文作成計画書を精査し，申請者の指導を行

う。また，審査委員会は，各領域の試験問題，実施方法などについて検討し，統一見解

を持つ。この統一見解を原則として研究科委員会の見解とする。

　・合否判定

　　　資格試験の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し，研究科委員会にて決定する。

Ⅱ．論文作成計画審査（Prospectus 審査）

論文作成計画審査（Prospectus 審査）は，申請者が博士論文を作成するにあたり，その

研究目的が明らかであり，またその研究内容においてその意義が認められ，なおかつ遂行可

能なものであるか否を，提出書類及び口述により総合的に判定することを目的とする。

　・受験資格

　　１）資格試験（Qualifying Examination）に合格後，１年以内の者で，研究科委員会が受

験資格を認めた者。

　　２）指導教員が推薦し，研究科委員会が受験資格を認めた者。

　・提出書類

　　１）指導教員の推薦書

　　２）論文作成計画審査（Prospectus 審査）申請願

　　　　提出枚数は，日本語文の場合は16,000字から20,000字程度（参考文献及び資料の目録

を含まない），英文の場合はＡ４版ダブルスペース30枚程度（参考文献及び資料の目録

を含まない）とする。

　　　　また，目次及び次の項目を必ず含めること。

　　　　　①論文テーマの選定理由

　　　　　②研究の目的と方法

　　　　　③構成と要旨

　　　　　④参考文献及び資料の目録

　・審査委員会

　　　　研究科長は，申請者の資格を研究科で審査し，資格を認めた者に対して審査委員会を設

置する。審査委員会の設置後，研究科長は，審査委員会の構成を申請者に通知する。

　・合否判定

　　　　論文作成計画審査の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し，研究科委員会

にて決定する。
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Ⅲ．論文作成計画審査（Prospectus 審査）に合格後

　　１）博士後期課程に３年以上在籍し論文作成計画審査に合格した者は，研究科委員会で審

議の上，単位取得満期退学をすることができる。

　　２）単位取得満期退学をした者は，指導教員の了承を得て研究科委員会で審議の上，退学

した日から起算して３年以内に限り再入学し，博士論文審査を受けることができる。た

だし，退学後論文作成の進捗状況を最低年間２回，指導教員に報告し指導を受けるもの

とする。

　　３）再入学の申請がなされた場合，当該大学院研究科委員会において，再入学による学位

授与の見通しについて審議の上，可否を決定する。なお，再入学後の在籍年数を含めて

所定の在籍年数である６年を超えないものとする。

　　４）単位取得満期退学した後，所定の手続きを経て，継続して指導教員の指導を受けるこ

とができる。

Ⅳ．博士論文審査

　　１）博士学位請求論文は，毎年６月１日，12月１日に受け付ける。提出要領は，指導教員

より提出の許可を得て研究科委員会が提出を認めた者に別途通知する。なお，申請者

は，学位が授与される年の本学学位規程に定める審査料を納入する。

　　２）単位取得満期退学後，３年以内に再入学の上，博士論文を提出する場合，原則として

「資格試験」及び「論文作成計画審査」をあらためて課さない。

　　３）研究科長は，博士学位請求論文の提出を受けて，博士論文審査委員会を設置する。

　　４）博士論文審査委員会は，必要に応じて学外からの審査委員を含めて構成する。

　　５）博士論文審査の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し研究科委員会にて

学位授与の可否を審議する。研究科委員会は，議決の内容を大学院委員会に報告し，同

委員会において学位授与の可否を決定する。合格した者に，課程博士の学位を授与す

る。
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人文科学研究科　国際文化専攻

１．以下の要件を満たした者に，「修士（国際文化）」の学位を授与する。

　・広い視野に立った精深な学識を有し，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及び

専攻分野における研究能力を身につけていること。

　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けたう

え，本学学位規程の定める修士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　・国際的かつ学際的視野と異文化理解力，コミュニケーション能力を有していること。

　・「日本文化分野」「比較文化分野」のいずれかの分野において，国際社会に通用する柔軟で幅

広い，高度の体系的知識と実践的能力を身につけていること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画書を基に指導教員を決定し，指導教員は学生本人と協議のもとに副

査２名以上を選定して体制を組んで指導を展開する。一方，公開発表会における発表等をとおし

て指導教員，副査以外の研究科所属教員も随時指導に協力する。

各発表における指導・留意点は下表に定める。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 後期までに，副査２名以上を決定

後期 研究中間発表 研究テーマの独創性，問題設定の妥当性
他分野の研究との関連性
研究方法，実施の実現可能性

２年次 前期 論文作成計画発表 論文の章立て，論述の流れの適切性
参考文献，調査の計画性

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料の周到さ
論文作成能力の到達度

３．�修士論文概要発表において，指導教員及び副査より論文提出の許可を得た者が，最終的に修

士論文の審査を願い出ることができる。

提出に関する詳細については，以下のとおりである。

○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月，６月の２日間を提出期間

とする。

　＊必ず，掲示や当該大学院事務室にて確認すること。
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○大学に提出するもの

　①学位論文提出票……………………１部

　②学位論文審査願（所定用紙）……１部

　③修士論文……………………………４部

　④修士論文要旨………………………４部

＊提出した修士論文は，最終口述試験が終了するまで差し替えることはできない。

○修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　　②用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応しているもの）の A4版（横210× 縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って設定，作成すること。

④ページ番号は，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

⑤パソコンの文書作成ソフトを用いて執筆すること。

⑥註や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

⑦修士論文要旨の分量

　　　和文……4,000字程度

　　　英文……A4版１ページ36行３枚以内

　　　　＊�論文要旨は，文字のみとする。文字数が上記分量を大幅に超える場合は，再提出と

なる。

　⑧修士論文の分量

　　　和文……28,000字相当以上

　　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

　　　　＊和文・英文とも，参考文献と添付資料の文字数は上記分量に含めない。

　　　　＊縦書きの場合は，大学院事務室に問い合わせること。

４．修士論文提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表10分，質疑応答20分を原則とする。

⑵　審査は次に挙げる事項等を基準に審査を進める。

　　①テーマ設定の仕方，研究方法や問題の解明，先行研究や参考文献のふまえかた（量，質，

引用，要約）は適切であるか。

　　②独自の考察や見解が述べられているか。

　　③研究の意義や今後の可能性について理解しているか。

　　④論文の分量，表記と書式の正確さ，注記と図表など用い方は適切か。

　　⑤論文の内容を簡潔にまとめ的確に発表したか。質疑に対する応答の内容は適切か。
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以上の点を総合的に評価し，主査（指導教員）および副査は，論文審査における「合」「否」，

口述試験における「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

５．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をす

る。また，これに先立って主査は研究科委員会で審査報告を行う。

６．修士論文の公表について

　　修士論文は，その要旨を『JIU 国際人文』に掲載する。 
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人文科学研究科　女性学専攻

１．以下の要件を満たした者に，「修士（女性学）」の学位を授与する。

　・広い視野に立った精深な学識を有し，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及び

専攻分野における研究能力を身につけていること。

　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けたう

え，本学学位規程の定める修士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　・国際的かつ学際的視野と異文化理解力，コミュニケーション能力を有していること。

　・「ジェンダー文化論分野」（フェミニズム批評など），「ジェンダー社会論分野」（社会におけ

るジェンダー問題など）のいずれかの分野において専門的知識を身につけ，それらを研究お

よび実社会に活用できる能力を有していること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画書を基に指導教員を決定，指導教員は学生本人と協議のもとに副査

２名以上を選定して体制を組んで指導を展開する。一方，公開発表会における発表等を通して指

導教員，副査以外の研究科所属教員も随時指導に協力する。

各発表における指導・留意点等は下表に定める。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 後期までに，副査２名以上を決定

後期 研究中間発表 研究テーマの独創性，研究方法の妥当性

他研究分野との関連

研究計画の妥当性

２年次 前期 論文作成計画発表 論文の章立て，論述の流れ

参考文献，調査の計画性

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料の妥当性さ

論文の完成度

３．�修士論文概要発表において，指導教員及び副査より論文提出の許可を得た者が，最終的に修

士論文の審査を願い出ることができる。

　　提出に関する詳細については，以下のとおりである。

○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月もしくは，６月の２日間を

提出期間とする。

　＊必ず，掲示や当該大学院事務室にて確認のこと。
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○大学に提出するもの

　①学位論文提出票……………………１部

　②学位論文審査願（所定用紙）……１部

　③修士論文……………………………４部

　④修士論文要旨………………………４部

　＊提出した修士論文は，最終口述試験が終了するまで差し替えることはできない。

○修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　②�用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）のA4版（横210×縦297mm）

とし，以下の字組で記載すること。

　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

　③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って設定，作成すること。

　④ページ番号は，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

　⑤パソコンの文書作成ソフトを用いて執筆すること。

　⑥註や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

　⑦修士論文要旨の分量

　　和文……4,000字程度

　　英文……A4版１ページ36行３枚以内

　　　＊�論文要旨は，文字のみとする。文字数が上記分量を大幅に超える場合は，再提出となる。

　⑧修士論文の分量

　　和文……28,000字相当以上

　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

　　＊和文・英文とも，参考文献と添付資料の文字数は上記分量に含めない。

　　＊縦書きの場合は，大学院事務室へ問い合わせること。

４．修士論文提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表10分，質疑応答20分とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

①研究テーマについて問題の解明は適切か。

②注釈，図表，引用文献などを適切に標記しているか。

③研究の意義を十分理解し，研究成果の発展の可能性を認識しているか。

④研究内容を簡潔に発表し，質問に的確に答えることができたか。

⑤論文の分量（字数）は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査（指導教員）および副査は，論文審査における「合」「否」，

口述試験における「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。
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５．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をす

る。また，これに先立って主査は研究科委員会で審査報告を行う。 

６．修士論文の公表について

　　修士論文は，その要旨を『JIU 女性学（城西国際大学発行）』に掲載する。
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人文科学研究科　グローバルコミュニケーション専攻

１． 以 下 の 要 件 を 満 た し た 者 に，「 修 士（ 国 際 文 化 ）／ Master of Arts in Global 

Communication」の学位を授与する。

　・広い視野に立って精深な学識と，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及び専攻

分野における研究能力を身につけていること。

　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けたう

え，本学学位規程の定める修士論文あるいは課題研究報告書の審査及び最終試験に合格する

こと。

　・国際的かつ学際的視野と異文化理解力，コミュニケーション能力を有していること。

　・「日本語教育研究」「翻訳・通訳研究」「TESOL 研究」のいずれかの分野において，国際社

会に通用する柔軟で幅広い，高度の体系的知識と実践的能力を身につけていること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画書を基に指導教員を決定し，指導教員は学生本人と協議のもとに副

査２名以上を選定して体制を組んで指導を展開する。一方，公開発表会における発表等をとおし

て指導教員，副査以外の研究科所属教員も随時指導に協力する。

各発表における指導・留意点は下表に定める。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 後期までに，副査２名以上を決定

後期 研究中間発表 研究テーマの独創性，問題設定の妥当性
他分野の研究との関連性
研究方法，実行の適確性

２年次 前期 論文作成計画発表 論文の章立て，論述の流れの適切性
参考文献の把握と読解，調査の計画性

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料の周到さ・妥当性，信頼性，論
文規模
論文作成能力の到達度

３．課題研究指導は，次のように実施していく。

　　大学院学則第25条２項により，研究目的が課題研究として適当と認められる場合は，課題研

究報告書の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。その場合の指導過程・留意点

等は下表に定める。
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学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 課題研究計画書提出 指導教員の決定
後期までに，副指導教員２名を決定

後期 課題研究報告書計画
発表⑴

研究テーマの基本的構想

２年次 前期 課題研究報告書計画
発表⑵

報告書のテーマの独創性，事例研究の適切さ。問題
設定と内容の妥当性，有効性

後期 課題研究報告書概要
発表

調査の信頼性，規模の妥当性，報告書の実用性，発
展性

　　テーマ，報告書の方向性や構成については，次のとおりとする。

　○テーマ

　　・現在あるいは過去の実習や研修などにおいて，実際に経験した，あるいは携わった研究・

調査のテーマであること。

　　・また上記のようなテーマ設定と同等あるいは類似のものと認められるテーマであること。

　　・テーマ設定にあたり，指導教員とよく相談すること。研究内容や院生の特性によって，修

士論文作成を勧める場合がある。

　○報告書の方向性や構成など

特別課題研究では，体験や実践をとおして得られた材料をもとに，設定した課題に関する

検証・分析・考察を行い，当該分野に関する独自の見解，新たな改善の提案などを加えた報

告書をまとめる。

　　・「日本語教育研究」分野と「TESOL 研究」分野については，国内外の教育現場における

課題に関するテーマを設定し，一定期間実地で実習をしながら，教授法の検証や指導や学

習の実態に関するデータ収集を行う。それに考察を加えて課題解決のための提案を行い，

報告書としてまとめる。

　　・「翻訳・通訳研究」分野については，翻訳や通訳の実践活動とそれを通して見出された課

題に関する考察，自己評価，問題点の分析などを報告書としてまとめる。

　　・インターンシップや海外研修における実戦経験に基づいた報告書を作成する場合は，イン

ターンシップ実習先とその背景の情報，インターンシップ実習の目標や課題設定，実習内

容，自己評価，他者評価，問題点の分析，理論的分析とインターンシップ実習での実証的

解明を行う。

　　・単なる実態説明や事例報告に止まらないように留意すること。

　　・関連する先行研究や過去の事例を把握した上で，課題を設定し，報告書をまとめること。

　○その他の条件については，従来の修士論文の要領に準ずる。

４．�修士論文・課題報告書概要発表において，指導教員および副査より論文提出の許可を得た者

が，最終的に修士論文の審査を願い出ることができる。

提出に関する詳細については，以下のとおりである。
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○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月もしくは，６月の２日間を

提出期間として設定する。

　＊必ず，掲示や当該学部事務室にて確認のこと。

○大学に提出するもの

　①学位論文提出票………………………………１部

　②学位論文審査願（所定用紙）………………１部

　③修士論文あるいは課題研究報告書…………４部

　④修士論文あるいは課題研究報告書の要旨…４部

　　＊提出した修士論文あるいは課題研究報告書は，最終口述試験が終了するまで差し替えるこ

とはできない。

○修士論文・課題報告書並びに修士論文・課題報告書の要旨の作成様式

　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　　②用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）の A4版（横210× 縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って作成すること。

④ページ番号は，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

⑤パソコンの文書作成ソフトを用いて執筆すること。

⑥註や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

⑦修士論文・課題報告書の要旨の分量

　　　和文……4,000字程度

　　　英文……A4版１ページ36行３枚以内

　　　　＊�論文要旨は，文字のみとする。文字数が上記分量を大幅に超える場合は，再提出と

なる。

　⑧修士論文・課題報告書の分量

　　　和文……28,000字相当以上

　　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

　　　　＊和文・英文とも，参考文献と添付資料の文字数は上記分量に含めない。

　　　　＊縦書きの場合は，大学院事務室へ問い合わせること。

５．修士論文・課題報告書の提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表10分，質疑応答20分を原則とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

　　①研究テーマについての問題解明は適切になされているか。
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　　②注記，図表などが適切かどうか。

　　③研究の意義を十分理解し，研究成果の可能性を認識しているかどうか。

　　④研究内容を簡潔にプレゼンテーションし，質問に的確に答えることができたか。

　　⑤論文・報告書の分量は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査（指導教員）および副査は，論文審査における「合」「否」，

口述試験における「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

６．主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をす

る。また，これに先立って主査は研究科委員会で審査報告を行う。

７．修士課程を１年間で修了することを望む者は，入学試験時に「課題研究計画書」を提出し，

その計画書に基づき，前期の早い段階で指導教員を決定する。指導教員は本人との協議のもと

に副指導教員２名を選定し指導を行う。その他は２年修士課程要領に従う。

８．修士論文の公表について

　　修士論文と課題研究報告書は，要旨を『JIU 国際人文』に掲載する。 
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経営情報学研究科　起業マネジメント専攻

〔博士（後期）課程〕

１．以下の要件を満たした者に「博士（経営学）」の学位を授与する。

　・専攻分野において研究者として自立し，研究活動をおこなうに必要な高度の研究能力と併せ

て，社会の多様な方面で活躍し得る高度の能力と豊かな学識を身につけていること。

　・本課程に３年以上在学し，所定の単位を修得かつ必要な研究指導を受けたうえ，本学学位規

程の定める博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　・高度な専門職業人と，国内外の教育研究機関で教育 ･ 研究活動が展開できる力を身につけて

いること。

２．博士（後期）課程　学位取得までのプログラム

学　年 プログラム 備　　考

１年次
（入学時）

入学時　研究計画書の提出 複数指導体制の確立

講義科目の履修
研究指導科目の履修（３年間継続）

＜研究報告書提出＞

２年次 講義科目の履修
研究指導科目の履修（３年間継続）

４月入学者：11月申請
９月入学者：５月申請
副査教員の決定＊資格審査に向けての準備

　●研究に関連する三分野を決定する。
　● Reading List 
　●論文作成計画書

博士論文作成資格審査（Qualifying Examination）
筆頭試験／口述試験

（原則として２年次に実施）

＊博士論文作成計画審査（Prospectus 審査）に向けて
の準備

　●論文作成計画書
論文テーマ選定理由，方法論，構成と要旨，参考
文献及び資料の目録を含んだ内容とする。

＜研究報告書提出＞

３年次 研究指導科目の履修（３年間継続）	 「学位博士論文」の 
提出日は年２回
12月１日，６月１日

博士論文作成計画審査（Prospectus 審査）
口述審査
（原則として，Qualifying Examination に合格後，１
年以内に実施）

「学位博士論文執筆」

博士論文作成　最終口述試験
（12月又は６月提出）

公開発表　　　　

学位（博士）取得　（３月又は９月）
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３．�資格試験（Qualifying Examination），論文作成計画審査（Prospectus 審査），論文審査の３

段階を経て，学位（博士）を取得することができる。これら審査に係る諸手続きは以下のと

おりである。

Ⅴ．資格試験（Qualifying Examination）

資格試験（Qualifying Examination）は，博士論文の作成を目的とした研究に着手するうえ

で，当該研究に関連したいくつかの専門領域において，基礎的知識及び幅広い問題意識，さらに

課題設定や分析に係る資質を有しているかを，総合的に判定する。

・実施時期

１）資格試験は，原則として1年後期から申請することができる。

資格試験受験希望者は，指定の期日までに必要書類を整えて研究科長に願い出る。申請

する期日は，前期は５月，後期は11月を目安とする。

・受験資格

　１）博士後期課程に在籍のうえ「研究指導」を履修し，研究科委員会が受験資格を認めた

者。ただし，当該課程に入学してから５年以内であること。

　２）研究指導教員が当該試験の準備が整っていると判断した者，及び論文作成についても研

究の目途が立ち完成させる可能性があると指導教員が判断した者で，研究科委員会が受

験資格を認めた者。

・提出書類

　１）成績証明書

　２）資格試験（Qualifying Examination）申請願

　３）指導教員の推薦書

　４）所属研究科の基礎リーディングリスト（Reading List）

　５）申請者が作成し，指導教員によって認定された専門－周辺分野／領域（通常３～４分野

／領域）のリーディングリスト。なお，女性学を専門領域とする場合，これ以外の分野

を１分野入れることが望ましい。

　６）博士論文作成計画書（テーマ，研究の進捗状況などをＡ４版１枚にまとめたもの）

・資格試験の構成

　１）筆答試験：各自の専門－周辺分野／領域

　　　ただし，指導教員が推薦し研究科委員会が認めた場合に，筆答試験を免除することがで

きる。

　２）口頭試験：基礎及び専門知識，研究の方法論，資料収集・整理，分析方法などについて

行う。

　３）外国語（母国語以外の外国語）の講読力，発表力についての筆答試験

　４）試験時間は次のとおりとする。

　　　　専門試験３時間，口頭試験１時間，外国語１時間
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・審査委員会

　１）研究科長は，申請者の資格を研究科で審査し，資格を認めた者に対しては審査委員会を

設置する。

　２）審査委員会の設置に際しては，他分野の教員を少なくとも１名は加えることが望まし

い。また，資格試験審査委員会において，専門筆答試験出題委員長，口頭試験出題委員

長を決定する。

　３）審査委員会の設置後，研究科長は，審査委員会のメンバーを申請者に通知する。

　４）審査委員会は，リーディングリストを審査し申請者の指導を行う。また，審査委員会

は，各領域の試験問題，実施方法などについて検討し，統一見解を持つ。この統一見解

は，資格審査に向けて，原則として研究科委員会の見解に準用する。

・合否判定

　資格試験の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し研究科委員会にて決定する。

Ⅵ．論文作成計画審査（Prospectus 審査）

論文作成計画審査（Prospectus 審査）は，申請者が博士論文を作成するにあたり，その研究

目的が明らかであり，またその研究内容においてその意義が認められ，なおかつ遂行可能なもの

であるか否を，提出書類及び口述により総合的に判定することを目的とする。

・受験資格

　１）資格試験（Qualifying Examination）に合格後，１年以内の者で，研究科委員会が受験

資格を認めた者。

　２）指導教員が推薦し，研究科委員会が受験資格を認めた者。

・提出書類

　１）指導教員の推薦書

　２）論文作成計画審査（Prospectus 審査）申請願

　３）提出枚数は，日本文の場合は16,000字から20,000字程度（参考文献及び資料の目録を含

まない），英文の場合は A4版ダブルスペース30枚程度（参考文献及び資料の目録は含

まれない）とする。

　　　また，目次及び次の項目を必ず含めること。

　　　　①論文テーマの選定理由

　　　　②研究の目的と方法

　　　　③構成と要旨

　　　　④参考文献及び資料の目録

・審査委員会

研究科長は，申請者の資格を研究科で審査し，資格を認めた者に対しては審査委員会を設

置する。審査委員会の設置後，研究科長は，審査委員会のメンバーを申請者に通知する。
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・合否判定

論文作成計画審査の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し研究科委員会にて

決定する。

Ⅶ．論文作成計画審査（Prospectus 審査）に合格後

　１）博士後期課程に３年以上在籍し論文作成計画審査に合格した者は，研究科委員会で審議の

上，単位取得満期退学をすることができる。

　２）単位取得満期退学をした者は，指導教員の了承を得て研究科委員会で審議の上，退学した

日から起算して３年以内に限り再入学し，博士論文審査を受けることができる。ただし，

論文作成の進捗状況を最低年間２回，指導教員に報告し指導を受ける。

　３）再入学の申請がなされた場合，当該大学院研究科委員会において，再入学によって学位授

与の見通しが立つことについて審議の上，可否を決定する。なお，再入学後の在籍年数を

含めて所定の在籍年数である６年を超えないものとする。

　４）単位取得満期退学した後，所定の手続きを経て，継続して指導教員の指導を受けることが

できる。

Ⅷ．博士論文審査

　１）博士学位請求論文は，毎年６月１日，12月１日に受付ける。提出要領は，指導教員より提

出の許可を得て研究科委員会が提出を認めた者に別途通知する。なお，申請者は，学位を

授与する年次の本学学位規程に定める審査料を納入する。

　２）単位取得満期退学後，３年以内に再入学の上，博士論文を提出する場合，原則として「資

格試験」及び「論文作成計画審査」をあらためて課さない。

　３）研究科長は，博士学位請求論文の提出を受けて，博士論文審査委員会を設置する。

　４）博士論文審査委員会は，必要に応じて学外からの審査委員を含めて構成する。

　５）博士論文審査の合否は，審査委員会が審査結果を研究科長に報告し研究科委員会にて決定

する。合格した者には，課程博士 の学位が授与される。 
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経営情報学研究科　起業マネジメント専攻（修士課程）

１．以下の要件を満たした者に，「修士（経営学）」の学位を授与する。

　　・広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及

び専攻分野における研究能力を身につけていること。

　　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた

うえ，本学学位規程の定める修士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　　・グローバルとローカルの複眼的視点にたち，戦略と情報を高度に体系化した経営展開力を

身につけていること。

２．修士論文指導は，１年次より次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画書を基に指導教員を決定，指導教員は学生本人と協議のもとに副査

２名以上を選定して体制を組んで指導を展開する。指導教員ならびに副査同席のもとに発表会を

実施し，入学時から修了するまで同じ教員による複数指導体制を確立していく。

なお，本専攻の中小企業診断士養成校（中小企業診断士養成コース）においては，大学院学則

第25条２項により，企業診断報告として適当と認められる場合は，当該報告書の成果の審査をも

って修士論文の審査に代えることができる。その際の，手続き・指導・留意点等は，修士論文に

準じる。

各時期の発表における指導・留意点等は下表に定める。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 研究計画書を基に，指導教員および副査２名以上を

決定

前期 修士論文研究計画発

表

研究テーマの独創性，問題設定の妥当性

後期 研究中間発表 研究方法の選択，研究方法実行の適格性

２年次 前期 論文作成計画発表 研究の内容，章立て，論述の流れは適当か。

調査の計画は適切か。

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料の妥当性，信頼性，量的に十分

であるか。

論文作成能力の到達度。

　３．修士論文概要発表において，指導教員および副査より論文提出の許可を得た者が，最終的

に修士論文の審査を願い出ることができる。

　　提出に関する詳細については，以下のとおりである。
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○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね1月もしくは，６月を提出期

間とする。

＊必ず，掲示や当該学部事務室にて確認のこと。

　○大学に提出するもの

　　①学位論文提出票……………………１部

　　②学位論文審査願（所定用紙）……１部

　　③修士論文……………………………４部

　　④修士論文要旨………………………４部

　○修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　　②�用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）の A4版（横210×縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

　　③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って作成すること。

　　④ページ番号の記載方法については，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

　　⑤文章の記載方法については，パソコンの文書作成ソフトを用いること。

　　⑥註の表記や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

　　⑦修士論文要旨の分量

　　　　和文……A4版36行４枚以内

　　　　英文……A4版１ページ36行２枚以内

　　⑧修士論文の分量

　　　　和文……28,000字相当以上内

　　　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

４．修士論文提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表５分，質疑応答15分とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

　　①研究テーマについての問題の解明は論理的に適切になされ，研究目的を達成しているか。

　　②注釈，図表など適切に表記しているかどうか。

　　③研究の意義を十分理解し，研究成果の発展の可能性を認識しているかどうか。

　　④研究内容を簡潔にプレゼンテーションし，質問に的確に答えることができたか。

　　⑤論文の分量と構成は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査および副査は，論文審査における「合」「否」，口述試験にお



大学院　課程修了要件　　115

ける「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

５．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をする。

６．�中小企業診断士登録養成課程については，別途191ページ「中小企業診断士国家資格」に

記載する。
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福祉総合学研究科　福祉社会専攻

１．以下の要件を満たした者に「修士（福祉社会）」の学位を授与する。

　　・広い視野に立った精深な学識を持ち，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及

び専攻分野における研究能力を身につけていること。

　　・本課程に原則として２年以上在籍し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた

うえ，本学学位規程の定める修士論文の審査及び最終試験に合格すること。

　　・21世紀の福祉社会における高度専門職業人および研究者・教育者にふさわしい能力・知

識・倫理観を身についていること。

　　・福祉総合学という学際的分野で学ぶことにより，隣接のクロスオーバーする子ども・家

庭，保健・医療および福祉ビジネス・経営等の分野において，グローバル，ローカルのど

ちらの場面でも活躍しうる優れた能力を身につけていること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画書を基に指導教員を決定，指導教員は学生本人と協議のもとに副査

２名以上を選定して体制を組んで指導を展開する。一方，公開発表会における発表等を通して指

導教員，副査以外の研究科所属教員も随時指導に協力する。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 副査２名以上を決定

後期 研究中間発表 研究テーマの独創性，問題設定の妥当性

研究方法とその実施日程の適格性，等を審査

２年次 前期 論文作成計画発表 論文構成と論述法の妥当性

参考文献，調査・資料収集の計画性，等を審査

後期 修士論文概要発表 参考文献リストの量的・質的妥当性

データ分析の適格性

論文作成の到達度，等を審査

３．�修士論文概要発表において，指導教員および副査より論文提出の許可を得た者が，最終的

に修士論文の審査を願い出ることができる。

　　提出に関する詳細については，以下のとおりである。

　○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月もしくは６月を提出期間

とする。

　　＊必ず，掲示や当該学部事務室にて確認のこと。
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　○大学に提出するもの

　　①学位論文提出票……………………１部

　　①学位論文審査願（所定用紙）……１部

　　②修士論文……………………………４部

　　④修士論文要旨………………………４部

　○修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　　②�用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）のＡ４版（横210×縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

　　③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って作成すること。

　　④ページ番号の記載方法については，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

　　⑤文章の記載方法については，パソコンの文書作成ソフトを用いること。

　　⑥註の表記や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

　　⑦修士論文要旨の分量

　　　和文……2,800字以上～ 4,200字以内

　　　英文……A4版１ページ36行５枚以内

　　⑧修士論文の分量

　　　和文……28,000字相当以上

　　　英文……A4版１ページ36行35枚以上

　　　＊和文・英文とも，上記分量に，参考文献と添付資料は分量に含めない。

　　　＊縦書きの場合は，学部事務室へ問い合わせること。

４．修士論文提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表20分，質疑応答10分とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

　　①研究テーマについての問題の解明は論理的に適切になされ，研究目的を達成しているか。

　　②注釈，図表など適切に表記しているか。

　　③研究の意義を十分理解し，研究成果の発展の可能性を認識しているか。

　　④研究内容を簡潔にプレゼンテーションし，質問に的確に答えることができたか。

　　⑤論文の分量と構成は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査および副査は，論文審査における「合」「否」，口述試験にお

ける「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

５．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長に文書をもって報告をする。
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ビジネスデザイン研究科　ビジネスデザイン専攻

１．以下の要件を満たした者に「修士（経営学）」の学位を授与する。

　　・広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力及

び専攻分野における研究能力を身につけているかを課程修了の目安とする。

　　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた

うえ，本学学位規程の定める修士論文の審査及び最終試験に合格することである。

　　・本専攻においては，知の探究・結合・統合・実体化を具現化し，継続的な価値実現・価値

創造のプロセスを構築できる高度な専門職業人としてふさわしい能力・知識・倫理観を身

につけていること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

入学時に提出する研究計画を基に指導教員を決定する。指導教員は学生と協議のもとに副査２

名を選出し，指導教員と副査より適時指導を行っていく。公開発表会における発表等をとおして

指導教員、副査以外の研究科所属教員も随時指導に協力する。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 後期までに副査２名を決定

２年次 前期 論文作成計画発表 研究テーマの独創性と可能性

問題設定と研究意義の妥当性

研究方法，参考文献，調査・資料収集の計画性

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料，データ分析の適切さと信頼性

論文作成能力の到達度

　３．�修士論文概要発表において，指導教員および副査より論文提出の許可を得た者が，最終的

に修士論文の審査を願い出ることができる。

　　　提出に関する詳細については，以下のとおりである。

　　○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月もしくは，７月を提出期

間とする。

　　＊必ず，掲示や当該学部事務室にて確認のこと。

　○大学に提出するもの

　　①学位論文提出票……………………１部

　　②学位論文審査願（所定用紙）……１部

　　③提出許可届…………………………１部

　　④誓約書………………………………１部
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　　⑤修士論文……………………………１部および電子データ

　　⑥修士論文要旨………………………１部および電子データ

　○�修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。

　　②�用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）の A4版（横210×縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

　　③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って作成すること。

　　④ページ番号の記載方法については，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

　　⑤文章の記載方法については，パソコンの文書作成ソフトを用いること。

　　⑥註の表記や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

　　⑦修士論文要旨の分量

　　　和文……4,000字以上～ 6,000字以内

　　　英文……A4版１ページ36行５枚以内

　　⑧修士論文の分量

　　　和文……28,000字相当以上

　　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

　　　＊和文・英文とも，上記分量に，参考文献と添付資料は分量に含めない。

　　　＊縦書きの場合は，学部事務室へ問い合わせること。

４．�修士論文提出後に行う最終口述試験は，パワーポイントを使用することを原則として，次

の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査２名以上で行う。時間は，発表20分，質疑応答10分とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

①研究テーマ設定の斬新性

②注釈，図表など適切に表記しているかどうか。

③研究の意義を十分理解し，研究成果の発展の可能性を認識しているかどうか。

④研究内容を簡潔にプレゼンテーションし，質問に的確に答えることができたか。

⑤論文の分量は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査および副査は，論文審査における「合」「否」，口述試験にお

ける「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

５．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をする。
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薬学研究科　医療薬学専攻

１．本課程の学位授与方針（ディプロマポリシー）は，以下のとおりである。

　　・本課程に４年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該大

学院の行う博士論文の審査及び試験に合格すること。

　　・医療薬学領域で科学的洞察力とリーダーシップを発揮するために必要な知識・技量・態度

に関わる単位を修得し，生涯にわたり自己研鑚に励む姿勢が認められること。

２．博士課程　学位取得までのプログラム

学年 プログラム 備　　考

１年次

（入学時）

入学時　研究計画書の立案

薬学特論の履修（４年間継続）

所属講座主任の指導

講義科目の履修

医療薬学演習，薬学特論

	 研究計画書のプレゼンテーション	

	 研究計画書の完成

複数の教員による指導

体制の確立

２年次 薬学特論の履修（４年間継続） 所属講座主任の指導

講義科目の履修

医療薬学特別演習，薬学特論

	 研究中間報告書のプレゼンテーション

複数の教員による指導

体制

形成的評価

３年次 薬学特論の履修（４年間継続） 所属講座主任の指導

講義科目の履修

医療薬学特別演習，薬学特論

	 研究中間報告書のプレゼンテーション

複数の教員による指導

体制

形成的評価

４年次 薬学特論の履修（４年間継続） 所属講座主任の指導

講義科目の履修

医療薬学特別演習，薬学特論

	 研究中間報告書のプレゼンテーション

複数の教員による指導

体制

形成的評価

博士論文作成（12月提出）

学位論文審査

博士論文発表会で発表　口述試験

学位論文審査委員会による審査

学位（博士）取得（３月）
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３．博士学位取得の要件

　　⑴　本薬学研究科における博士学位取得の要件は以下のように定める。

　　　「大学院に４年以上在籍し，30単位以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，本薬

学研究科の行う博士論文の審査及び試験に合格すること」

　　⑵　博士論文審査を申請するものは，以下のものを期日までに，学位論文審査委員会に提出

すること。

　　・自ら作成した博士学位論文１篇

　　・自ら実践した研究に関して筆頭著者として作成 ･投稿した学術論文１報以上（ただし，

査読有の英文学術誌に掲載済み（受理は認める）の論文に限る）

　　・自ら実践した活動の記録２報以上 （共著者学術論文，紀要，研修報告書，ポートフォリ

オ及び公的評価のある成長証明書等）（ただし，他の学位申請に用いた（る）ものは除

く）

　　⑶　博士論文審査を申請するものは，別途開催される博士論文発表会において口頭発表する

こと。発表に際し，口頭試問による試験を行う。なお，各種薬学特論における４年次前期

の形成的評価が満たされていない学生は，博士論文審査を申請することができない。

４．学位論文審査体制

　　⑴　研究科委員会は，薬学研究科内に，学位論文審査委員会を設置する。学位論文審査委員

会は，薬学研究科長を含む博士論文科目担当の大学院教員全員で構成される。

　　⑵　学位論文審査委員会は，研究指導教員１名を主査，所属講座以外の研究指導教員２名を

副査として選定し，博士論文単位修得要件について厳格な審査を行う。

　　⑶　主査 ･副査による審査結果と博士論文発表会における口頭試問の結果を受けて，学位論

文審査委員会は，博士論文の合否を決定する。

　　⑷　博士論文審査の合格を持って，博士学位の取得が認められる。

５．学位論文の公表方法

　　⑴　学位論文審査委員会により合格が認められた博士論文は，書籍あるいは電子書籍等一般

公衆に閲覧可能な状態とし，図書館等において公表する。

　　⑵　博士（薬学）の学位を取得した者については，その氏名及び論文題目をWeb サイトや

大学広報誌等で公表する。
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国際アドミニストレーション研究科　国際アドミニストレーション専攻

１．以下の要件を満たした者に，「修士（国際アドミニストレーション）（Master of Arts in 

International Administration）」の学位を授与する。

　・国際的な広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高度の

実務及び専門能力と異文化適応力を身につけていること。

　・本課程に原則として２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ修士論文またはプロジェク

ト報告書を提出し，本学学位規程の定める審査及び最終試験に合格すること。

　　ただし，優れた業績を上げた者については，修士課程に１年以上在学すれば足りるものとす

る。

　・国際的かつ学際的教養を有していること

　・「政策研究」「国際研究」「国際企業研究」「観光研究」「国際地域研究」の分野に精通し，国

際社会で活躍できる高度な専門的知識と実践的な実務能力を共に身に付けていること。

２．修士論文指導は，次のように実施していく。

学生は，入学後半年間の間に研究テーマを絞り，第２セメスター開始時に指導教員を決定す

る。指導教員は学生本人と協議のもとに副査２名以上を選定し，学生の背景知識および希望研究

分野などを踏まえた学習計画および修士論文テーマの選定についての必要な助言を与えるなどの

個別の指導を行う。主査のみならず副査教員も配置することにより，学生は複眼的な指導を受け

ることができる。

また，公開発表会における発表等をとおして指導教員，副査以外の研究科所属教員も随時指導

に協力する。

各発表における指導・留意点等は下表に定める。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 『研究計画書』提出 後期までに，副査２名以上を決定

２年次 前期 論文作成計画発表

（研究中間発表）

研究テーマの独創性，問題設定の妥当性

研究の内容，章立て，論述の流れは適当か。参考文

献，調査の計画性

後期 修士論文概要発表 参考文献，調査資料の妥当性，信頼性，量的に十分

であるか。

論文の到達度。

３．特定の課題についての研究成果の審査を行う場合

大学院学則第25条２項により，研究目的がプロジェクト研究報告書として適当と認められる場

合は，プロジェクト研究報告書の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができること
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とし，以下のように定める。

　⑴　社会人あるいはそれと同等の経験があると認められる者

　⑵　テーマについては，現在あるいは過去のプロジェクトなどにおいて，実際に経験あるいは

携わった研究・調査であること。また，そのテーマ設定と同様あるいは類似のものと認めら

れるテーマであること。

　⑶プロジェクト研究は，特にプロジェクトなどに関する実証調査を重視する。そのために，現

地調査，関係者インタビューなどを実施し，報告書には，それらから導かれる独創的な理論

構成，実践的な有効性，発展性，改善への提言，および他のプロジェクトへの応用などが含

まれていることを条件とする。

　⑷　その他の条件については，従来の修士論文の要領に準じる。

　　　また，その場合の指導・留意点等は以下のとおりである。

学年 期間 発表会計画 留意点等

１年次 入学時 プロジェクト計画書

提出

後期までに，副査２名以上を決定

後期 プロジェクト報告書

計画発表⑴

研究テーマの基本的構想

２年次 前期 プロジェクト報告書

計画発表⑵

報告書のテーマの独創性，事例研究の適切さ

問題設定と内容の妥当性，有効性

後期 プロジェクト報告書

概要発表

調査の信頼性，量的分量，報告書の実用性，発展性

４．�修士論文・プロジェクト研究報告書の概要発表において，指導教員および副査より論文提出

の許可を得た者が，最終的に修士論文の審査を願い出ることができる。

提出に関する詳細については，以下のとおりである。

○学位論文提出期間

年度によって提出期間及び締め切り日等は異なるが，概ね１月もしくは，７月の２日間を

提出期間とする。

　＊必ず，掲示や当該学部事務室にて確認のこと。

○大学に提出するもの

　①学位論文提出票……………………１部

　②学位論文審査願（所定用紙）……１部

　③修士論文……………………………４部

　④修士論文要旨………………………４部

　　＊提出した修士論文は，最終口述試験が終了するまで差し替えをすることはできない。

○修士論文並びに修士論文要旨の作成様式

　①記載言語は，和文，英文を問わないが，横書きで記載し，左綴じとする。
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　②�用紙は，白色上質紙（レーザープリントに適応できるもの）の A4版（横210×縦

297mm）とし，以下の字組で記載すること。

　　　和文の場合　１ページあたり，１行を40字とし36行とする。

　　　英文の場合　１ページあたり，１行を半角の70字とし36行とする。

　③各表紙・ページの余白については，後掲の修士課程用様式に従って作成すること。

　④ページ番号の記載方法については，用紙下段（余白）の中央に記入すること。

　⑤文章の記載方法については，パソコンの文書作成ソフトを用いること。

　⑥註の表記や出典の表記等の学術表記は，指導教員の指示に従うこと。

　⑦修士論文要旨の分量

　　和文……4,000字程度

　　英文……A4版１ページ36行３枚以内

　　＊�論文要旨は，文字のみとする。文字数が上記分量を大幅に超える場合は，再提出とな

る。

　⑧修士論文の分量

　　和文……28,000字相当以上

　　英文……A4版１ページ36行40枚以上

　　＊和文・英文とも，参考文献と添付資料の文字数は上記分量に含めない。

　　＊縦書きの場合は，学部事務室へ問い合わせること。

５．修士論文提出後に行う最終口述試験は，次の要領で実施する。

⑴　指導教員および副査2名以上で行う。時間は，発表20分，質疑応答10分を目安とする。

⑵　審査は次に定める事項に留意して審査を進める。

①研究テーマについての問題の解明は適切になされているか。

②注釈，図表など適切に標記しているかどうか。

③研究の意義を十分理解し，研究成果の発展の可能性を認識しているかどうか。

④研究内容を簡潔にプレゼンテーションし，質問に的確に答えることができたか。

⑤論文の分量は適切か。

以上の点を総合的に評価し，主査および副査は，論文審査における「合」「否」，口述試験にお

ける「合」「否」を判定，双方の「合」をもって修了可と判定する。

６．�主査および副査は，審査結果および試験結果について研究科長宛に文書をもって報告をす

る。また，これに先立って主査は研究科委員会で審査報告を行う。

７．�修士論文およびプロジェクト研究報告書の公表について

　　修士論文あるいはプロジェクト研究報告書は，原則として，本学学会誌，もしくは本学ウェ

ブサイト上で，その要旨を公表することとする。修士論文およびプロジェクト研究報告書のう
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ち，審査委員より推薦されたものについては，国際アドミニストレーション研究科委員会の審

議により「優秀論文」「優秀報告書」併せて１名を決定し，その事実を本学学会誌，もしくは

本学ウェブサイト上で公表する。
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城西国際大学学則（抄）

（平成23年度（国）学則第４号）

第１章　目的，自己点検・評価及びファカルティ・ディベロップメント

第１条　城西国際大学（以下「本学」という。）は，建学の精神「学問による人間形成」に基づ

き，教育基本法並びに学校教育法の定めるところに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を

教授研究し，知的，道徳的能力の涵養をはかり，もって国家社会に貢献し得る人材を養成する

とともに，人類文化の発展に寄与することを目的とする。

第１条の２　本学では，教育研究水準の向上を図り，前項の目的の達成に向けて自ら点検・評価

を行い，改善に向けた取り組みを展開し，結果を公表するものとする。

２　前項の点検・評価及び公表を実施するために必要な事項は，別に定める。

第１条の３　本学では，教育の資質向上及び教育方法の改善を図るため，組織的な研修及び研究

を行うものとする。

２　ファカルティ・ディベロップメント活動を実施するために必要な事項は，別に定める。

第２章　学部・学科及び教育研究上の目的

第２条　本学に経営情報学部，国際人文学部，福祉総合学部，薬学部，メディア学部，観光学

部，環境社会学部及び看護学部を置く。

　２　前項の学部に次の学科を置く。

　　　　経営情報学部　総合経営学科

　　　　国際人文学部　国際文化学科

	 　　　　　　　　　　国際交流学科

　　　　福祉総合学部　福祉総合学科

　　　　薬　学　部　医療薬学科

　　　　メディア学部　メディア情報学科

　　　　観 光 学 部　ウェルネスツーリズム学科

　　　　環境社会学部　環境社会学科

　　　　看 護 学 部　看護学科

３　前項の学部・学科の教育研究上の目的は次の通りとする。

　⑴　経営情報学部は，グローバルとローカルの統一的な視点を持ち，企業や社会が求める「考

える力」「気づく力」「創り出す力」と，実行力豊かな「マネジメント力」を備えた人材を育

成する。

　⑵　国際人文学部は，語学力とグローバル・センス，社会人に必要な知識とスキルを十分に身

につけ，国際社会で強いリーダーシップを発揮できる人材を育成する。

　　①　国際文化学科は，国際的な視野をもって語学力と異文化理解に優れ，柔軟な発想と行動

力を備えた人材を育成する。
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　　②　国際交流学科は，実践的な語学力と国際交流のための知識とコミュニケーション能力を

身につけた人材を育成する。

　⑶　福祉総合学部は，福祉を巡る社会環境に対応し，我が国が直面している少子高齢社会を支

え，持続可能な社会の実現に貢献できる福祉人材を育成する。

　⑷　薬学部は，超高齢社会において，質が高く安心・安全な医療を提供できる薬剤師を育成す

る。

　⑸　メディア学部は，「表現力」「コミュニケーション力」「コラボレーション力」を高め，複

合的にビジネスコミュニケーションを展開できる創造的な人材を育成する。

　⑹　観光学部は，社会が求めるスキルと新たな価値を創造する視点を備え，これからの観光分

野，地域社会に貢献できる人材を育成する。

　⑺　環境社会学部は，地球規模の国際的な視野を身につけ，地域社会の活性化，自然共生型社

会の設計及び「緑」の活用等に積極的に貢献し，環境に配慮した健康なライフスタイルの普

及と持続可能な社会の形成に寄与できる高度専門職業人を育成する。

　⑻　看護学部は，学際的知見に裏付けられた新しい時代の看護を目指し，人の尊厳を守り，人

間性豊かで，異文化理解や薬学，福祉に明るい，探究心と倫理性を兼ね備えた看護職者を育

成する。

第３章　修業年限及び収容定員

第３条　本学の修業年限は次のとおりとする。

　⑴　経営情報学部，国際人文学部，福祉総合学部，メディア学部，観光学部，環境社会学部及

び看護学部の修業年限は４年とし，在学年数は８年を超えることができない。

　⑵　薬学部の修業年限は６年とし，在学年数は12年を超えることができない。

　⑶　大学入学前に本学のカリキュラムに則して一定の単位を修得したものが本学に入学する場

合，当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは，文部科学

大臣の定めるところにより，修得単位数その他の事項を勘案して本学が定める期間を本学の

修業年限に通算することができる。ただし，その期間は，本学の修業年限の二分の一を超え

てはならない。

第４条　本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

学　　部 学　　科 入学定員
編入学定員
（第３年次）

収容定員

経営情報学部 総 合 経 営 学 科 460名 20名 1,880名

国際人文学部
国 際 文 化 学 科
国 際 交 流 学 科

80名
120名

─
10名

320名
500名

福祉総合学部 福 祉 総 合 学 科 160名 5名 650名

薬 学 部 医 療 薬 学 科 130名 ─ 780名

メディア学部 メディア情報学科 280名 20名 1,160名
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観 光 学 部
ウェルネス
　ツーリズム学科

100名 ─ 400名

環境社会学部 環境社会学科 80名 ─ 320名

看 護 学 部 看護学科 100名 ─ 400名

第４章　職員組織

第５条　本学に次の職員を置く。

　　　　　学　　　　長

　　　　　副　学　長

　　　　　教　　　　授

　　　　　准　教　授

　　　　　講　　　　師

　　　　　助　　　　教

　　　　　助　　　　手

　　　　　事 務 局 長

　　　　　事 務 職 員

　　　　　技 術 職 員

２　前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

３　職員に関する規定は別に定める。

第５章　教　授　会

第６条　各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

２　学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。ただし，学部長に事故があるときは，学

部長が予め指名した者が議長を代行する。

３　学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の准教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

４　学部教授会構成員の三分の一以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

５　 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第７条　教授会は，次に掲げる事項を審議する。

　　　　⑴　教育及び研究に関すること。

　　　　⑵　教育課程及び授業に関すること。

　　　　⑶　学生の入学及び退学に関すること。

　　　　⑷　学生の試験及び卒業に関すること。

　　　　⑸　学生の補導及び賞罰に関すること。

　　　　⑹　教授，准教授，講師，助教及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

　　　　⑺　その他学長の諮問に関すること。
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第６章　学年・学期及び休業日

第８条　学年は，４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第９条　学年は，次の２学期とする。

　　　　　前学期　４月１日から９月30日まで

　　　　　後学期　10月１日から翌年３月31日まで

２　前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。

第10条　休業日は，次のとおりとする。

　　　　⑴　日　曜　日

　　　　⑵　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

　　　　⑶　創立記念日　４月28日

　　　　⑷　春 期 休 業　３月21日から３月31日まで

　　　　⑸　夏 期 休 業　８月１日から８月31日まで

　　　　⑹　冬 期 休 業　12月26日から翌年１月８日まで

２　学長は必要により前項第４号から第６号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業日に実験・実習・演習等を課することができる。

第７章　授業科目及び単位

第11条　授業科目は，学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群・特設科目群・自由科目群

及び教職に関する専門教育科目とする。

第12条　前条の科目は，必修・選択及び自由科目の３種とし，講義・演習・実験・実習及び実技

により行う。

第13条　各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

　⑴　講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て１単位とする。

　⑵　実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって１単位とする。

２　前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条　各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表⑵のとおりとする。

第８章　履修規定

第15条	 削除

第16条	 削除

第17条	 削除

第18条	 削除
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第19条	 削除

第20条	 学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

２　他の学部又は他の学科の授業科目は，許可を得て履修することができる。

第21条	 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条	 単位の認定は，試験によって行う。ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によ

ることができる。

第23条	 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条	 いずれの授業科目も，授業時数の三分の一以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることが

ある。

　　なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条　各授業科目の成績評価は次の記号で表す。

　　　　　　　　（合格）　　　　　　　　　（不合格）

　　　　　Ｓ：100〜90点　　　（正規試験）

　　　　　Ａ： 89〜80点　　　　Ｆ：59点以下（再試験受験可）

　　　　　Ｂ： 79〜70点　　　　Ｔ：追試験受験可

　　　　　Ｃ： 69〜60点　　　　Ｚ：追・再試験の受験資格なし

　　　　　　　　　　　　　　（追・再試験）

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｄ：59点以下

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ：未受験

第９章　卒業及び学位

第26条　卒業資格を得るためには，学部・学科の定める授業科目のなかから，経営情報学部は

124単位以上，国際人文学部は126単位以上，福祉総合学部は124単位以上，薬学部は190単位以

上，メディア学部は126単位以上，観光学部は124単位以上，環境社会学部は124単位以上，看

護学部は126単位以上修得しなければならない。ただし，自由科目の単位は，卒業に必要な単

位数には算入されない。

２　第３条に規定する修業年限を在学し，学部・学科の教育課程に従って，所定の単位を取得し

た者には学位記を授与する。

第27条　削除

第28条　卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

　　　　　　経営情報学部　総合経営学科　　　　　　　学士（経営情報）

　　　　　　国際人文学部　国際文化学科　　　　　　　学士（国際文化）

　　　　　　　　　　　　　国際交流学科　　　　　　　学士（国際交流）

　　　　　　福祉総合学部　福祉総合学科　　　　　　　学士（福祉総合）

　　　　　　薬　学　部　医療薬学科　　　　　　　学士（薬  学）
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　　　　　　メディア学部　メディア情報学科　　　　　学士（メディア情報）

　　　　　　観 光 学 部　ウェルネスツーリズム学科　学士（観光学）

　　　　　　環境社会学部　環境社会学科　　　　　　　学士（社会学）

　　　　　　看 護 学 部　看 護 学 科　　　　　　　学士（看護学）

２　学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章　入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条　入学の時期は，学期の始めとする。

第30条　学部に入学することのできる者は，次の各号の一に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

　⑴　高等学校を卒業した者又は中等教育学校を卒業した者

　⑵　通常の課程による12年の学校教育を修了した者

　⑶　外国において，学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定した者

　⑷　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

　⑸　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たす者に限る）で文部科学大臣が別に指定する者を文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

　⑹　文部科学大臣の指定した者

　⑺　高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。）

　⑻　本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で，相当の年齢に達した者

第31条　入学を志願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条　入学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。

第33条　本学に学士入学，他の大学から本学に編・転入学，又は学内において転部もしくは転科

を希望する者は，その学部に欠員のある場合選考によって許可することがある。ただし，その

時期は，学期の始めとする。

２　他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許可を得なければな

らない。

第34条　学士入学，編入学又は転入学を許可された者の本学入学のための諸手続は，第32条の規

定に準じて行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。

第35条　学士入学，編・転入学，又は転部した者は，その学部に２年以上在学しなければ卒業す

ることはできない。

２　学士入学，編・転入学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定め
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る細則による。

第36条の１　教育上有益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

２　前項の規定により修得した単位は，30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。

３　前２項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の２　教育上有益と認められるときは，学生が本学に入学する前に，他の大学又は短期大

学及び短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に入学した後における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部科学大臣の定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における授業科目の履修とみなすことができる。

３　前２項の規定により履修した授業科目について修得した単位は，30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編入学，転学等の場合については，

適用しないものとする。

第37条　病気その他やむをえない事情により，引きつづき３か月以上出席することのできない者

は，その事由を証明する書類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学

することができる。ただし，休学期間は1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許

可を得て更に休学することができる。

　　なお，外国人留学生で，兵役のため休学する者は，学長に願い出て，その期間休学すること

ができる。

２　休学期間の通算年限は４年とする。

３　前項の規定にかかわらず，薬学部医療薬学科の休学期間の通算年限は６年とする。

第38条　休学者は，原則として学期又は学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条　休学期間は，在学年数に算入しない。

第40条　病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学願を提出して，許可を受けなければならない。

第41条　正当な事由で退学した者が当該学部に再入学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

　　この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命ずることがある。

第11章　入学検定料・入学金及び授業料等

第42条　入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表⑴の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条　入学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表⑴の入学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条　授業料は，別表⑴により４月及び10月の二期に分けて納めるものとする。ただし，年額

をもって一括に納めることができる。
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２　施設設備費は，別表⑴により指定された期日までに納めなければならない。

第45条　一度納めた学費は，原則として返還しない。

第46条　停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

２　休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。ただし，外

国人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料を納付することとする。

第47条　授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章　委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条　国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は，選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。

第49条　委託生の入学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条　委託生として4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条　委託生の授業料その他納付金は別表⑴による。

第52条　外国人学生の入学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。ただ

し，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条　委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章　科目等履修生

第54条　学部の授業科目のうちの1科目，又は数科目の履修を希望する者に対しては，科目等履

修生として入学を許可することがある。

第55条　科目等履修生として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とす

る。

第56条　科目等履修生として入学を志願する者は，所定の出願書類に履修しようとする授業科目

を記載して，学期又は学年の始めに願い出るものとする。

第57条　科目等履修生は，履修した授業科目について試験を受けることができる。

２　前項の試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与える。

３　科目等履修生として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条　科目等履修生の授業料その他納付金は，別表（1）による。

第59条　科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章　研　究　生

第60条　各学部において，特殊な研究に従事しようとする者に対しては，研究生として入学を許

可することがある。

第61条　研究生として入学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする。

第62条　研究生として入学を志願する者は，所定の出願書類に，研究題目・研究計画を記載して
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願い出るものとする。

第63条　研究生の在学年限は１年とする。ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ること

ができる。

第64条　研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

２　研究生は，指導教員及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。

３　研究生として相当の成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条　研究生の授業料その他納付金は，別表⑴による。

第66条　研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章　賞　　　罰

第67条　次の各号の一に該当する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

　　　　　⑴　品行・学力ともに優秀な者

　　　　　⑵　篤行のあった者

第68条　学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

２　懲戒は訓告・停学及び退学とする。

第69条　次の各号の一に該当する者は，退学を命ずることがある。

　　　　　⑴　性行不良で，改善の見込みがないと認められた者

　　　　　⑵　学業を怠り，成業の見込みがないと認められた者

　　　　　⑶　正当な理由がなく，出席常でない者

　　　　　⑷　本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者

第16章　教育職員免許状取得のための課程

第70条	 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という。）を置く。

２　本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表 (3の1) のとおり

とする。

３　教員の資格を得ようとする者は，別に定める，教科に関する専門教育科目，教職に関する専

門教育科目，養護に関する専門教育科目，教育職員免許法および教育職員免許法施行規則に定

められている科目を必要に応じ履修しなければならない。

４　中学校教諭，高等学校教諭及び養護教諭に係わる教職に関する専門教育科目及び単位数は，

学科共通科目として別表（3の2）のとおりとする。

５　前項の専門教育科目は自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

６　教職課程の運営及び履修方法については，別に定める。

第17章　学芸員の資格取得に関する課程

第71条　本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という。）を置く。

２　学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。 
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第18章　保育士及び幼稚園教育職員免許状の資格取得に関する課程

第72条　指定保育士養成施設及び幼稚園教諭教職課程として，福祉総合学部福祉総合学科子ども

福祉コースを置く。

２　指定保育士養成施設に関する細則は，別に定める。

３　幼稚園教育職員免許状に関する細則は，別に定める。

第19章　介護福祉士の資格取得に関する課程

第73条　介護福祉士養成施設として，福祉総合学部福祉総合学科介護福祉コースを置く。

２　介護福祉士養成施設に関する細則は，別に定める。

第20章　留学生別科

第74条　本学に留学生別科を置く。

２　前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

　　　　　日本文化・ビジネス専修課程　 20名

　　　　　日　本　語　専　修　課　程　 60名

３　留学生別科に関する細則は，別に定める。

第21章　図　書　館

第75条　本学に図書館を置く。

２　図書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第22章　公開講座

第76条　本学に公開講座を開設することがある。

２　公開講座に関する規程は別に定める。

第23章　雑　　　則

第77条	 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行

について必要な細則は別に定める。

第24章　改　　　正

第78条	 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

附　則　本 学 則は，平成４年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成５年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成６年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成７年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成８年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成９年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成10年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成11年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成11年９月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成12年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成13年４月１日から施行する。



150

附　則　この改正は，平成14年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成15年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成16年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成17年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成18年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成18年６月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成19年４月１日から施行する。

　　　　改正条文 第５条，第６条，第７条

２　ただし，平成19年３月31日以前に任用された専任講師については，経過措置として現行どお

りとすることができる。

附　則　この改正は，平成20年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成20年６月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成21年４月１日から施行する。	

附　則　この改正は，平成22年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成23年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成23年５月１日から施行する。

附　則　（平成23年度（国）学則第４号）	

　　　　この改正は，平成24年４月１日から施行する。

附　則　（平成24年度（国）学則第１号）	　

　　　　この改正は，平成24年10月１日から施行する。

附　則　（平成24年度（国）学則第３号）	 	

　　　　この改正は，平成25年４月１日から施行する。　
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 別表⑴	 入学検定料・入学金及び授業料等

学生種別
学納金

学部学生
（委託生を含む） 研　究　生

科目等履修生

本学卒業生 本学卒業生以外

入 学 検 定 料
入 学 金
経営情報学部
国際人文学部
福祉総合学部
薬 学 部
メディア学部
観 光 学 部
環境社会学部
看 護 学 部
授 業 料
経営情報学部
国際人文学部
福祉総合学部
薬 学 部
メディア学部
観 光 学 部
環境社会学部
看 護 学 部
在 籍 料
施 設 設 備 費
経営情報学部

国際人文学部

福祉総合学部

薬 学 部

メディア学部

観 光 学 部

環境社会学部

看 護 学 部
実 習 費
看 護 学 部

円
35,000

300,000
300,000
300,000
400,000
300,000
300,000
300,000
300,000

770,000
770,000
770,000
1,430,000
770,000
770,000
770,000
1,000,000

初年度　 240,000
次年度以降

300,000
初年度　 240,000
次年度以降

300,000
初年度　 240,000
次年度以降

300,000
初年度　 186,000
次年度以降（前期）

333,000
次年度以降（後期）

333,000
初年度　 240,000
次年度以降

300,000
初年度　 240,000
次年度以降

300,000
初年度　 240,000
次年度以降

300,000
毎年度　 350,000

毎年度　 200,000

円
15,000

100,000
100,000
100,000
300,000
100,000
100,000
100,000
100,000

270,000
270,000
270,000
715,000
270,000
270,000
270,000
500,000

120,000

120,000

120,000

250,000

120,000

120,000

120,000

300,000

200,000

円
5,000

１単位に付
10,000

（各学部共）

30,000

円
25,000

１単位に付
10,000

（各学部共）

30,000

（注）１．日本国外から志望する外国人留学生については，入学検定料を減額することができる。
　　２．入学試験区分ごとに併願を志望する者には，入学検定料を減額することがある。
　　３．社会人入学試験にて入学した学生については，授業料・施設設備費を減額することがある。
　　４．委託生の入学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科目数等により減額することがある。
　　５．研究生のうち本学卒業生については，入学金を免除し，授業料も減額することがある。
　　６．研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。
　　７．施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。
　　　　　初年度　　　後期（10月）に納入
　　　　　次年度以降　前期（４月）に納入。ただし薬学部については，前・後期の分納とする。

　　８．外国人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料として年額10,000円を納入するものとする。
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城西国際大学大学院学則

（平成23年度（国）学則第３号）

第１章  総　　　則

（目的，自己点検・評価及びファカルティ・ディベロップメント）

第１条　城西国際大学大学院（以下「本大学院」という。）は，建学の精神「学問による人間形

成」に基づき，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を深めて文化の進展に寄与するこ

とを目的とする。

第１条の２　本大学院では，教育研究水準の向上を図り，前項の目的の達成に向けて自ら点検・

評価を行い，改善に向けた取り組みを展開し，結果を公表するものとする。

２　前項の点検・評価及び公表を実施するために必要な事項は，別に定める。

第１条の３　本大学院では，教育の資質向上及び教育方法の改善を図るため，組織的な研修及び

研究を行うものとする。

２　ファカルティ・ディベロップメント活動を実施するために必要な事項は，別に定める。

第２条　本大学院に修士課程及び博士課程を置く。

２　修士課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高

度の能力及び専攻分野における研究能力を養うものとする。

３　博士後期課程及び博士課程（４年制）は，専攻分野において研究者として自立し，研究活動

を行うに必要な高度の研究能力を養うとともに，社会の多様な方面で活躍し得る高度の能力と

豊かな学識を養うものとする。

第３条　本大学院の修士課程の修業年限は２年，博士後期課程の修業年限は３年，博士課程（４

年制）の修業年限は４年とする。

２　本大学院における最長在学年は，修士課程にあっては４年，博士後期課程にあっては６年，

博士課程（４年制）にあっては８年とする。

　（研究科・専攻及び教育研究上の目的）

第４条　本大学院は，次の表に掲げる研究科，専攻を置く。

研　究　科　名 専　　攻　　名 課 程 の 別

人 文 科 学 研 究 科

国 際 文 化 専 攻

修 士 課 程女 性 学 専 攻

グローバルコミュニケーション専攻

比 較 文 化 専 攻 博 士 後 期 課 程

経 営 情 報 学 研 究 科
起 業 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 修 士 課 程

起 業 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 博 士 後 期 課 程
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福 祉 総 合 学 研 究 科 福 祉 社 会 専 攻 修 士 課 程

ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 研 究 科 ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 専 攻 修 士 課 程

薬 学 研 究 科 医 療 薬 学 専 攻 博 士 課 程

国際アドミニストレーション研究科 国際アドミニストレーション専攻 修 士 課 程

２　前項の研究科の教育研究上の目的は次の通りとする。

　⑴　人文科学研究科は，国際的かつ学際的視野と異文化理解力，コミュニケーション能力を有

し，国際社会で活躍できる高度な専門的職業人や，研究者・教育者を育成する。

　①　比較文化専攻（博士後期課程）は，地域的・民族的文化に関する緻密な体系的知識と冷

静的確な判断力及び比較文化的価値観を有し，併せて国際的・地球的な視野に立ち，国

際社会の中での日本の学術の発展並びに国際的協働に貢献できる人材を養成する。

　②　国際文化専攻（修士課程）は，国際社会に通用する柔軟で幅広い，高度の体系的知識と

実践的能力とを身につけた研究者および専門的職業人を養成する。

　③　女性学専攻（修士課程）は，地球的で学際的な広い視野に立ち，国際社会に生きる高度

の専門的職業人と，地球的協働ならびに男女協業に参画する人材を育成する。

　④　グローバルコミュニケーション専攻（修士課程）は，国際人としての態度と豊かな教

養，異文化理解力を基盤とし，言語の習得や言語運用の専門知識と実践能力を備えた人

材を育成する。

　⑵　経営情報学研究科は，経営学と情報学とを有機的に一体化させ，起業家精神（アントレプ

レナーシップ）を備えた人材を育成する。

　①　起業マネジメント専攻（博士後期課程）は，高度な専門職業人と，国内外の教育研究機

関で教育・研究活動が展開できる人材を育成する。

　②　起業マネジメント専攻（修士課程）は，グローバルとローカルの複眼的視点にたち，戦

略と情報を高度に体系化した経営展開力を有した人材を育成する。

　⑶　福祉総合学研究科は，福祉社会の構築に係わる理論・応用を教授研究し，その深奥を深め

て文化の進展に寄与し，また，福祉社会の創造に資する企画者，実践・管理者などの高度な

専門職業人と研究者・教育者を育成する。

　⑷　ビジネスデザイン研究科は，知の探究・結合・統合・実体化を具現化し，継続的な価値実

現・価値創造のプロセスを構築できる高度な専門職業人を育成する。

　⑸　薬学研究科は，高齢化と国際化が進む日本社会における保健・医療・福祉のニーズに即

し，薬学における高度な専門的学識を有し，医療薬学分野の課題解決に資する自立した研究

力とリーダーシップを併せ持つ人材を育成する。

　⑹　国際アドミニストレーション研究科（修士課程）は，国際的経営能力や行政の理論を有

し，高度な専門的知識と実務能力を併せ持つ国際的人材を育成する。

第５条   本大学院の入学定員及び収容定員は，次の表のとおりとする。
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研　究　科　名 専　　攻　　名 入学定員 収容定員

人 文 科 学 研 究 科

国 際 文 化 専 攻 15名 30名

女 性 学 専 攻 15名 30名

グローバルコミュニケーション専攻 15名 30名

比 較 文 化 専 攻 ６名 18名

経 営 情 報 学 研 究 科
起 業 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 20名 40名

起 業 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 ６名 18名

福 祉 総 合 学 研 究 科 福 祉 社 会 専 攻 25名 50名

ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 研 究 科 ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 専 攻 20名 40名

薬 学 研 究 科 医 療 薬 学 専 攻 ３名 12名

国際アドミニストレーション研究科 国 際 ア ド ミ ニ ス ト レ ー シ ョ ン 専 攻 25名 50名

第２章  教員組織及び運営機構

第６条　本大学院の教員には，本学の教授，准教授，講師又は助教をあてる。

第７条  本大学院に研究科委員会を置き，所属教授をもって組織する。ただし，必要があるとき

は准教授，講師及び助教を加えることができる。

２　研究科委員会の委員長は，研究科長がこれにあたり，委員会を招集しその議長となる。

３　研究科委員会は，次の事項を審議する。

⑴　研究科の教育課程に関する事項

⑵　学生の入学，休学，退学，転学，留学等に関する事項

⑶　学生の研究指導，試験及び学位の授与に関する事項

⑷　教育職員の資格審査に関する事項

⑸　学生の賞罰に関する事項

⑹　その他研究科に関する事項

第８条  本大学院に大学院委員会を置き，院長，学長，副学長，各研究科長及び各研究科委員会

から選ばれた２名ずつの委員をもって組織する。

２　大学院委員会の委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

３　大学院委員会の院長は，委員会を召集しその議長となる。

４　大学院委員会は，課程修了の認定，学位授与，その他各研究科に共通する重要な事項を審議

する。

第９条  本大学院に関する事務は，本大学の事務組織がこれに当たる。

        

第３章　学年，学期及び休業日

第10条　学年，学期及び休業日は，城西国際大学学則（以下「本学学則」という。）を準用する。
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２　研究科は，授業科目の一部を夜間に開講することができる。

第４章  入学，休学，退学，転学，留学及び除籍等

第11条　本大学院修士課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。

　ただし，第４項については，大学院への入学に係るものに限る。

１　大学を卒業した者

２　外国において，学校教育における16年の課程を修了した者

３　文部科学大臣の指定した者

４�　大学に３年以上在学し，各研究科において，所定の単位を優れた成績をもって修得したも

のと認めた者

５�　その他各研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者

第12条の１　本大学院博士後期課程に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者と

する。

１　修士の学位を有する者

２　外国において前号と同等以上を認められる課程を修了した者

３　文部科学大臣の指定した者

４�　大学を卒業した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で研究科におい

て，当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

５�　その他各研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上

の学力があると認めた者

第12条の２　本大学院の博士課程（４年制）に入学することのできる者は，次の各号の一に該当

する者とする。

　１�　大学における修業年限６年の薬学，医学，歯学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

　２�　文部科学大臣の指定した者

　３�　大学を卒業した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で研究科におい

て，当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　４�　外国において，学校教育における16年の課程を修了し，大学，研究所等において，２年以

上研究に従事した者

　５�　その他各研究科において，個別の入学資格審査により修士の学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者

第13条　入学の時期は，毎学期の始めとする。

第14条　入学志願者は，定められた期日内に所定の書類に入学検定料を添えて願い出なければな

らない。

第15条　入学志願者に対しては，別に定めるところにより，選考を行う。

第16条　前条による選考に合格した者は，所定の期日までに所定の手続きを完了しなければなら
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ない。

第17条　他の大学院に在学する者で，本大学院に転入学を志願する者に対しては，欠員のある場

合に限り，研究科委員会の議を経て選考の上許可することがある。

２　前項の規定により転入学を志願するときは，在籍する大学院の学長又は研究科長の許可書を

願書に添付しなければならない。

３　本大学院の学生が他大学の大学院に転学を志願する場合は，あらかじめ学長の許可を得なけ

ればならない。

第18条　休学，退学，転学，留学及び除籍等については，本学学則を準用する。

第５章　授業科目，単位数及び履修方法

第19条　本大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「指導」

という。）によって行うものとする。

第20条　本大学院研究科の授業科目及び単位数は，別表⑵のとおりとする。

第21条　研究科委員会は，学生の履修を指導するために各学年ごとに指導教員を定めるものとす

る。

第22条　学生は，指導教員の指示により，履修しようとする授業科目を毎学期の始めに研究科長

に届出なければならない。

第23条　研究科において，指導教員が教育研究上有益と認めるときは，他大学の大学院（外国の

大学の大学院，若しくはそれに準ずる高等教育研究機関を含む）の授業科目を履修させること

ができる。

２　前項の規定により履修した授業科目の単位は10単位を越えない範囲で，本大学院において修

得したものとみなすことができる。

第６章　課程修了及び学位

第24条　履修科目の単位修得の認定は，試験により担当教員が行うものとする。

２　前項の試験の結果による成績の評価は，秀・優・良・可・不可とし，秀・優・良・可を合

格，不可を不合格とし，合格した授業科目については，単位を与える。

第25条　修士課程の修了要件は，同課程に２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研

究指導を受けた上，本学学位規定の定める修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

　　ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，大学院に１年以上在学す

れば足りるものとする。

２　前項の場合において，当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは，特定の課題につ

いての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

第26条の１　博士後期課程の修了要件は，同課程に３年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必

要な研究指導を受けた上，本学学位規定の定める博士論文の審査及び最終試験に合格することと

する。
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第26条の２　博士課程（４年制）の修了要件は，同課程に４年以上在学し，所定の単位を修得し，か

つ必要な研究指導を受けた上，本学学位規程の定める博士論文の審査及び最終試験に合格する

こととする。

第27条　本大学院の課程を修了した者には，次の学位を授与する。

研　究　科　名 専　　攻　　名 課　　程 学　　位

人文科学研究科

国際文化専攻 修 士 課 程 修士（国際文化）
女性学専攻 修 士 課 程 修士（女性学）
グローバルコミュニケ

ーション専攻
修 士 課 程 修士（国際文化）

比較文化専攻 博士後期課程 博士（比較文化）

経営情報学研究科
起業マネジメント専攻 修 士 課 程 修士（経営学）
起業マネジメント専攻 博士後期課程 博士（経営学）

福祉総合学研究科 福祉社会専攻 修 士 課 程 修士（福祉社会）
ビジネスデザイン研究科 ビジネスデザイン専攻 修 士 課 程 修士（経営学）
薬学研究科 医療薬学専攻 修 士 課 程 博士（薬学）
国際アドミニストレー

ション研究科

国際アドミニストレー

ション専攻
修 士 課 程

修士（国際アドミ

ニストレーション）

２　学位の授与については，本学学位規定の定めるところによる。

第７章　入学検定料，入学金及び授業料等

第28条　入学検定料は別表⑴とする。

第29条　入学を許可された者は，所定の期日までに在学誓約書とともに，入学金として別表⑴に

より納めなければならない。ただし，本大学卒業生が入学する場合は免除する。

第30条　授業料は，別表⑴により４月及び10月に二期に分けて指定の期日までに納めなければな

らない。

２　施設設備費は，別表⑴により指定の期日までに納めなければならない。

３　修士課程に２年以上在学し，所定の単位を修得した者が，論文審査及び最終試験のみをのこ

した場合は，授業料及び施設設備費を減額することができる。

４�　博士後期課程に３年以上，博士課程（４年制）に４年以上在学し，所定の単位を修得した者

が，学位論文提出資格試験を受けて合格した場合は，授業料及び施設設備費を減額することが

できる。

第８章　外国人学生，外国人特別留学生

第31条　第11条に定める資格をもち，かつ外国公館の証明のある外国人学生に対しては，第15条

の規定にかかわらず，特別の選考を経て入学を許可することがある。

２　本大学院と協定のある外国の大学から派遣され，本大学院の授業科目を履修しようとする者

は審議の上，外国人特別留学生として入学を許可することがある。

３　本学則は，前２項の外国人学生，外国人特別留学生にも準用する。
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第９章　研究生及び委託研究生

第32条　本大学院を修了した者で，更に研究を継続しようとする者及び特殊な研究に従事しよう

とする者があるときは，研究科委員会で選考の上，これを許可することがある。

第33条　大学院研究生は，指導教員の個人指導を受けるものとする。

第34条　大学院研究生の在学期間は，１年を限度とする。ただし，事情により期間延長を願い出

ることができる。

第35条　大学院研究生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表⑴による。

第36条　国立，公立又は私立学校等の教職員等の所属機関の長から，その所属教職員等の研究指

導の委託の依頼があった場合は審議の上，委託研究生として受け入れを許可することがある。

第37条　委託研究生の入学資格は，第11条の規定を準用する。

第38条　委託研究生の授業料その他の納付金は，別表⑴による。

第39条　本章各条に規定しない事項については，大学院学則を，研究生・委託生にも準用する。

第10章　科目等履修生及び特別聴講生

第40条　本大学院の授業科目のうち，１科目又は数科目の履修を希望する者がある場合は，審査の

上，科目等履修生として入学を許可することがある。

第41条　本大学院と協定のある他大学大学院の学生で，本大学院の授業科目を履修しようとする

者は，特別聴講生として聴講を許可することがある。

第42条　科目等履修生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表⑴による。

第43条　特別聴講生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表⑴による。

第11章　教育職員免許状取得のための課程

第44条　本大学院の研究科において取得できる，中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免

許状の免許教科の種類は，次の表のとおりとする。

第12章　中小企業診断士の資格取得に関する課程

第45条　本大学院経営情報学研究科に，中小企業診断士の資格取得に関する課程（以下「中小企

業診断士養成課程」という。）を置く。

研究科名・専攻名

人文科学研究科

経営情報学研究科

免許教科の種類 中 学 校 教 諭
専 修 免 許 状

高等学校教諭
専 修 免 許 状

国 際 文 化 専 攻

女 性 学 専 攻

起業マネジメント専攻

国　　語

社　　会

英　　語

英　　語

国　　語

地理歴史

英　　語

英　　語

商　　業

福祉総合学研究科 福 祉 社 会 専 攻 福　　祉
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２　中小企業診断士養成課程に関する細則は，別に定める。

第13章　賞　　　罰

第46条　学生の賞罰については，本学の学則を準用する。

第14章　雑　　　則

第47条　この学則に定めるもののほか，本大学院生に関し必要な事項は，本学学則の規定を準用

する。

２　本学学則をこの学則に準用する場合は，「学部」を「研究科」と，又「教授会」を「研究科

委員会」と読み替えるものとする。

第15章　改　　　正

第48条　この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

　附則　本大学院学則は，平成８年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成９年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成10年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成11年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成11年９月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成12年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成13年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成13年９月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成14年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成15年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成16年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成17年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成18年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成19年４月１日から施行する。

　　　改正条文　第６条，第７条

２　ただし，平成19年３月31日以前に任用された専任講師については，経過措置として現行どお

　りとすることができる。

　附則　この改正は，平成20年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成21年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成22年３月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成22年４月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成22年９月１日から施行する。

　附則　この改正は，平成23年４月１日から施行する。
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　附則　この改正は，平成23年５月１日から施行する。

　附則　（平成23年度（国）学則第３号）　

　　　　この改正は，平成24年４月１日から施行する。

　附則　（平成24年度（国）学則第２号）　

　　　　この改正は，平成25年４月１日から施行する。

　附則　（平成25年度（国）学則第１号）　

　　　　この改正は，平成25年９月１日から施行する。
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別表⑴

入学検定料・入学金及び授業料等

種　　別

学納金

大学院生

（委託研究生含む）
研 　 究 　 生

科目等履修生

（特別聴講生含む）

入 学 検 定 料

入 学 金

授 業 料

　⑴人 文 科 学 研 究 科

　⑵経営情報学研究科

　⑶福祉総合学研究科

　⑷�ビジネスデザイン

研究科

　⑸�修士課程１年修了

コース

　⑹薬 学 研 究 科

　⑺国際アドミニスト

レーション研究科

在 籍 料

施 設 設 備 費

⑴人 文 科 学 研 究 科

⑵経営情報学研究科

⑶福祉総合学研究科

⑷ビジネスデザイン

研究科

⑸薬 学 研 究 科

⑹国 際 ア ド ミ ニ ス

トレーション研究科

円

35,000

300,000

550,000

550,000

550,000

550,000

800,000

750,000

550,000

100,000

150,000

100,000

150,000

150,000

100,000

円

35,000

300,000

300,000

円

35,000

１単位に付　

10,000

30,000

（注）１．�研究生のうち本学卒業生については，入学金・授業料を減額することがある。
　　　２．�研究生（委託研究生含む）には，研究内容等により必要経費を別途負担させる

ことがある。
　　　３．修士課程１年修了コースの入学者については，入学金を減額することがある。
　　　４．�日本国外から志望する外国人留学生については，入学金・授業料・施設設備費

を減額することがある。
　　　５．�中小企業診断士養成課程の実習費については，実習内容等により必要経費を別

途負担させることがある。
　　　６．�博士学位論文審査を目的として博士後期課程に再入学する場合は，授業料を減

額することがある。
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別表（２）	 授 業 科 目 及 び 単 位 数

１．人文科学研究科　国際文化専攻専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

基礎論

国際文化基礎論Ⅰ（研究／調査法）

国際文化基礎論Ⅱ（発表／論文作成）

国際文化基礎論Ⅲ（文献講読：英文）

国際文化基礎論Ⅳ（文献講読：日文）

日本文化分野

日本文化研究Ⅰ（歴史・近代）

日本文化研究Ⅱ（文学・近代）

日本文化研究Ⅲ（言語・近代）

日本文化研究Ⅳ（文化）

日本文化特別講義Ⅰ（古代）

日本文化特別講義Ⅱ（中世）

日本文化特別講義Ⅲ（詩歌）

日本文化特別講義Ⅳ（近世）

日本文化特別講義Ⅳ（日本美術）

日本文化演習Ⅰ（歴史）

日本文化演習Ⅱ（文学）

日本文化演習Ⅲ（言語）

日本文化演習Ⅳ（文化）

比較文化分野

比較文化研究Ⅰ（比較文化）

比較文化研究Ⅱ（比較文学）

比較文化研究Ⅲ（対照言語学）

比較文化研究Ⅰ（比較考古学）

比較文化特別講義Ⅰ（比較文化）

比較文化特別講義Ⅱ（映像・芸術文化）

比較文化特別講義Ⅲ（比較地域社会）

比較文化特別講義Ⅳ（建築文化）

比較文化特別講義Ⅴ（美術）

比較文化特別講義Ⅵ（日中比較文化）

比較文化特別講義Ⅶ（日韓比較文化）

比較文化特別講義Ⅷ（日欧比較文化）

比較文化特別講義Ⅸ（日米比較文化）

比較文化演習Ⅰ（比較文化）

比較文化演習Ⅱ（比較文学）

比較文化演習Ⅲ（対照言語学）

比較文化演習Ⅳ（比較考古学）

比較文化演習Ⅴ（比較民族文化論）

2

2

2

2

4

4

4

4

4

2

2

2

2

8

8

8

8

4

4

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

8

8

8

8

8

（1）「日本文化分野」

 　「比較文化分野」

　のいずれかを主たる研

究分野とし，その分野

より講義科目12単位以

上，また２年間にわた

り演習１科目８単位を

選択必修。

（2）他分野・他専攻・他

研究科講義科目より，

４単位以上選択必修。

（3）「基礎論」あるいは

「分野共通科目」から

３科目６単位以上選択

必修。

　計34単位以上を修得

し，かつ修士論文を提

出し審査に合格するこ

と。
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授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

分野共通科目

文化と教育

文化資源

国際文化特別講義Ⅰ

国際文化特別講義Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ（口頭発表法）

英語コミュニケーションⅡ（論文作成法）

英語コミュニケーションⅢ（作品講読）

日本語コミュニケーションⅠ（作品講読）

日本語コミュニケーションⅡ（上級文章作成法）

国際文化インターンシップ

グローバル実施研修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

計 4 166
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基　　　礎　　　論
 女性学基礎論Ⅰ（思想と理論）
 女性学基礎論Ⅱ（ジェンダー批評）
 女性学基礎論Ⅲ（研究／調査法）
 女性学概論Ⅰ
 女性学概論Ⅱ
ジ ェ ン ダ ー 文 化 論
 女性学研究Ⅰ（ジェンダーと文化Ａ：フェミニスト理論と記録映画）
 女性学研究Ⅱ（ジェンダーと文化Ｂ：比較文学）
 女性学研究Ⅲ（ジェンダーと文化Ｃ：近代日本文学と女性の表現）
 女性学研究Ⅳ（ジェンダーと文化Ｄ：マイノリティ女性の文学）
 女性学研究Ⅴ（ジェンダーと文化Ｅ：文化批評）
 女性学研究Ⅵ（ジェンダーと文化Ｆ：フェミニスト理論と建築）
ジ ェ ン ダ ー 社 会 論
 女性学研究Ⅶ（ジェンダーと社会Ａ：家族と政策）
 女性学研究Ⅷ（ジェンダーと社会Ｂ：女性と労働）
 女性学研究Ⅸ（ジェンダーと社会Ｃ：開発と女性）
 女性学研究Ⅹ（ジェンダーと社会Ｄ：女性と人口問題）
 女性学研究ＸＩ（ジェンダーと社会Ｅ：ジェンダーと福祉）
 女性学研究ＸＩＩ（ジェンダーと社会Ｆ：高齢社会と社会政策）
ジェンダー論特別講義
 女性学特別講義Ⅰ（フェミニスト思想）
 女性学特別講義Ⅱ（ジェンダーと歴史①：アジア）
 女性学特別講義Ⅲ（ジェンダーと歴史②：日本）
 女性学特別講義Ⅳ（ジェンダーと歴史③：アメリカ）
 女性学特別講義Ⅴ（ジェンダーとメディア①）
 女性学特別講義Ⅵ（ジェンダーとメディア②）
 女性学特別講義Ⅶ（ジェンダーと国家）
 女性学特別講義Ⅷ（日本の女性政策）
 女性学特別講義Ⅸ（ジェンダーとポストコロニアニズム）
 女性学特別講義Ⅹ（ジェンダーとカウンセリング）
 女性学特別講義XI（パフォーマンスとジェンダー）
資 料 講 読
 女性学英文資料講読Ⅰ（文　　学）
 女性学英文資料講読Ⅱ（比較文化）
 女性学英文資料講読Ⅲ（英語文化記号論）
 女性学英文資料講読Ⅳ（女性文学）
 女性学英文資料講読Ⅴ（フェミニスト美術史と批評）
 女性学日本文資料講読Ⅰ（ジェンダーとアジア研究）
 女性学日本文資料講読Ⅱ（ジェンダーと表現）
 女性学日本文資料講読Ⅲ（ジェンダーと歴史）
 女性学日本文資料講読Ⅳ（ジェンダーと福祉）
コミュニケーション
 英語コミュニケーションⅠ（口頭発表法）
 英語コミュニケーションⅡ（論文作成法）
 英語コミュニケーションⅢ（討　論　法）
 日本語コミュニケーションⅠ（口頭発表法）
 日本語コミュニケーションⅡ（上級文章作成法）
 日本語コミュニケーションⅢ（討論法）
研 修 ・ 演 習
 女性学インターンシップ
 マルチメディア演習
演　　　　　　　習
 女性学演習Ⅰ（文化Ａ：フェミニズム批評）
 女性学演習Ⅱ（文化Ｂ：フェミニスト美術史と批評における論争）
 女性学演習Ⅲ（文化Ｃ：米文学）
 女性学演習Ⅳ（文化Ｄ：日本文学とジェンダー）
 女性学演習Ⅴ（社会Ａ：家族と政策）
 女性学演習Ⅵ（社会Ｂ：女性と労働）
 女性学演習Ⅶ（社会Ｃ：開発と女性）
 女性学演習Ⅷ（社会Ｄ：女性と人口問題）
 女性学演習Ⅸ（社会Ｅ：ジェンダーと国家）

2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
4
4
4
4
2
2
2
2

4
4
4
2
2
2

2
2

6
6
6
6
6
6
6
6
6

2
2
2

２．人文科学研究科　女性学専攻　修士課程

授　　　業　　　科　　　目 単　位　数
必　修 選　択

計

備　　　　　考

（１）「ジェンダー文化論」
「ジェンダー社会論」
より，８単位以上選択
必修。

（２）「ジェンダー論特別
講義」「資料講読」より，
６単位以上選択必修。

（３）「コミュニケーション」
「研修・演習」より，
４単位以上選択必修。

（４）「演習」より，２年
間にわたり１科目６単
位以上選択必修。

（５）他専攻の講義・演習
科目または他研究科の
講義科目より，２単位
以上選択必修。

　  計32単位以上を修得し，
かつ修士論文を提出し
審査に合格すること。

1546
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３．人文科学研究科　グローバルコミュニケーション専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

基　礎　論
グローバルコミュニケーション基礎論Ⅰ（リーディング）
グローバルコミュニケーション基礎論Ⅱ（研究法・調査法）
グローバルコミュニケーション基礎論Ⅲ（アカデミックライティング）
グローバルコミュニケーション基礎論Ⅳａ（翻訳のための日本文化概論）
グローバルコミュニケーション基礎論Ⅳｂ（翻訳のための日本文学概論）

言語・文化・社会
グローバルコミュニケーション研究Ⅰ（言語学）
グローバルコミュニケーション研究Ⅱ（第二言語習得論）
グローバルコミュニケーション研究Ⅲ（異文化間コミュニケーション論）
グローバルコミュニケーション研究Ⅳ（異文化理解）
グローバルコミュニケーション研究Ⅴ（中国語）
グローバルコミュニケーション研究Ⅵ（韓国語）
グローバルコミュニケーション研究Ⅶ（翻訳論）
グローバルコミュニケーションと現代社会Ⅰａ
グローバルコミュニケーションと現代社会Ⅰｂ
グローバルコミュニケーションと現代社会Ⅱａ
グローバルコミュニケーションと現代社会Ⅱｂ
グローバルコミュニケーションと現代社会Ⅱｃ
Global communication special lecture series ａ
Global communication special lecture series ｂ
Global communication special lecture series ｃ

日本語教育研究
日本語教育研究Ⅰａ （日本語文法研究）
日本語教育研究Ⅰｂ （意味論・語用論）
日本語教育研究Ⅱａ （日本語教授法）
日本語教育研究Ⅱｂ （分野別日本語教育論）
日本語教育研究Ⅱｃ （日本語習得研究）
日本語教育研究Ⅱｄ （日本語教育実践研究）

翻訳・通訳研究
日中翻訳研究Ⅰ （文化）
日中翻訳研究Ⅱ （社会）
日中翻訳研究Ⅲ （文学）
日中通訳研究Ⅰ
日中通訳研究Ⅱ
日中同時通訳研究
日英翻訳研究Ⅰ （文化）
日英翻訳研究Ⅱ （社会）
日英通訳研究
日韓翻訳研究Ⅰ （文化）
日韓翻訳研究Ⅱ （社会）
日韓通訳研究
翻訳技法研究

2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

（1）基礎論より３科目
６単位以上選択必修。

（2）言語・文化・社会
より５科目10単位以上
選択必修。

（3）「 日 本 語 教 育 研
究」 「翻訳・通訳研究」 

「TESOL 研究」 のいず
れかの分野から３科目
６単位以上選択必修。

（4）分野共通科目より1
科目２単位以上選択必
修。

（5）他分野，他専攻，
他研究科の講義科目を
４単位を限度に修了単
位に含むことができ
る。

　 計32単位以上を修得
し，かつ修士論文また
は課題研究報告書を提
出し審査に合格するこ
と。
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授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

TESOL 研究

English Language Structure Analysis

Foundations of English Language Teaching

Curriculum and Materials Design Ⅰ

Curriculum and Materials Design Ⅱ

Portfolio Compilation and Presentation

Practicum

演　習

グローバルコミュニケーション演習

分野共通科目

英語コミュニケーションⅠ （口頭発表法）

英語コミュニケーションⅡ （論文作成法）

日本語コミュニケーションⅠ （口頭発表法）

日本語コミュニケーションⅡ （上級文書作成法）

グローバル実地研修

インターンシップ

8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

計 8 102
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４．人文科学研究科　比較文化専攻　博士後期課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

研究指導

比較文化研究指導

比較ジェンダー論研究指導

国際日本学研究指導

グローバル表象文化研究指導

共通基盤科目

学術論文指導Ⅰ

学術論文指導Ⅱ

日本文化基礎論

比較文化基礎論

研究特論

日本文学特論Ⅰ（日本文学概論）

日本文学特論Ⅱ（日本文学批評史）

日本文学特論Ⅲ（比較文学研究概論）

日本語学特論Ⅰ（日本語学概論）

日本語学特論Ⅱ（日本語史）

日本語学特論Ⅲ（日本語研究史）

日本語学特論Ⅳ（対照言語学概論）

地域文化特論Ⅰ

地域文化特論Ⅱ

地域文化特論Ⅲ

グローバル表象文化特論

ジェンダー特論Ⅰ

ジェンダー特論Ⅱ

ジェンダー特論Ⅲ

研究方法特論Ⅰ（批評理論）

研究方法特論Ⅱ（コーパス言語学）

研究方法特論Ⅲ（情報学 ･ 統計学）

実践研究・研修

上級日本語教授法Ⅰ

上級日本語教授法Ⅱ

12

12

12

12

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

⑴　「 比 較 文 化 研 究 指

導 」「 比 較 ジ ェ ン ダ

ー論研究指導」また

は「国際日本学研究指

導」「グローバル表象

文化研究指導」のいず

れか12単位以上を含む

16単位以上を修得し、

かつ博士論文を提出し

審査に合格すること。

計 98
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５．経営情報学研究科　起業マネジメント専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

基　礎　論（研究調査法を含む）
起業マネジメント基礎論Ⅰ
起業マネジメント基礎論Ⅱ
起業マネジメント基礎論Ⅲ
起業マネジメント基礎論Ⅳ

研究
起業マネジメント研究Ⅰ a（グローバル・マネジメント）
起業マネジメント研究Ⅰ b（グローバル・マネジメント）
起業マネジメント研究Ⅱ a（ローカル・マネジメント）
起業マネジメント研究Ⅱ b（ローカル・マネジメント）
起業マネジメント研究Ⅲ a（起業マネジメントのマーケティング）
起業マネジメント研究Ⅲ b（起業マネジメントのマーケティング）
起業マネジメント研究Ⅳ a（起業マネジメントのロジスティクス）
起業マネジメント研究Ⅳ b（起業マネジメントのロジスティクス）
起業マネジメント研究Ⅴ a（起業マネジメントの会計）
起業マネジメント研究Ⅴ b（起業マネジメントの会計）
起業マネジメント研究Ⅵ a（起業マネジメントの情報）
起業マネジメント研究Ⅵ b（起業マネジメントの情報）

特別講義
起業マネジメント特別講義Ⅰ（国際人的資源論）
起業マネジメント特別講義Ⅱ（国際ビジネス論）
起業マネジメント特別講義Ⅲ（製品開発論）
起業マネジメント特別講義Ⅳ（流通機構論）
起業マネジメント特別講義Ⅴ（財務管理論）
起業マネジメント特別講義Ⅵ（国際会計論）
起業マネジメント特別講義Ⅶ（財務会計論）
起業マネジメント特別講義Ⅷ（経済制度論）
起業マネジメント特別講義Ⅸ（グローバル経済論）
起業マネジメント特別講義Ⅹ（経済法）
起業マネジメント特別講義 XI（経営情報）
起業マネジメント特別講義 XII（国際物流論）

ケーススタディ
起業マネジメントケーススタディⅠ（流通業）
起業マネジメントケーススタディⅡ（サービス業）
起業マネジメントケーススタディⅢ（製造業）

2
2

2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2

⑴　中小企業診断士登録
養成課程以外の学生
は，「研究」の中より
１分野２科目を選択必
修。

⑵　「演習」の中より，
中小企業診断士登録養
成課程の学生はⅠ・Ⅱ
を，それ以外の学生
は，Ⅲ・Ⅳを継続履修
すること。

⑶　計32単位以上を修得
し，かつ修士論文また
は研究成果報告書を提
出し審査に合格するこ
と。

⑷　「ａ・ｂ」で表示さ
れた科目は，順序に従
い履修すること。
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授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

演習
起業マネジメント演習Ⅰ（専門テーマ研究）
起業マネジメント演習Ⅱ（専門テーマ研究）
起業マネジメント演習Ⅲ（修士論文指導を含む）
起業マネジメント演習Ⅳ（修士論文指導を含む）

経営診断Ⅰ
経営戦略論Ⅰ（経営戦略の形成）
経営戦略論Ⅱ（経営計画の策定，計数マネジメント）
マーケティング戦略論（マーケティング戦略・流通）
ロジスティクス論（マーケティング戦略・製造，製品開発戦略）
人材マネジメント論（経営診断の進め方，人材マネジメント計画）
財務・会計論（経営分析の進め方）
生産マネジメント論Ⅰ（工場診断の進め方，現状分析の進め方）
生産マネジメント論Ⅱ（生産戦略の考え方，製造システムの改
善，管理システムの改善）
店舗施設マネジメント論（マネジメントの進め方）
経営情報論（情報化支援・流通業・製造業）
コミュニケーション論（思考法，プロセス）
流通業経営診断
製造業経営診断

経営診断Ⅱ
総合経営戦略（総合経営戦略）
総合診断（流通業総合）（製造業総合）
実務的助言Ⅰ
　（創業・VB モデル構築支援，企業再生・企業連携・国際化）
実務的助言Ⅱ（経営革新モデル構築支援）
経営戦略策定実習Ⅰ（経営戦略策定Ⅰ）
経営戦略策定実習Ⅱ（経営戦略策定Ⅱ）
経営総合ソリューション実習（経営総合ソリューション実習）

経営診断選択科目
要求仕様特論
プロジェクトマネジメント
ITC プロセスガイドライン
ケーススタディⅠ
ケーススタディⅡ
ケーススタディⅢ
管理会計
ロジスティクス応用論

2
2
4
4

2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2

計 4 134
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起業マネジメント研究指導

 起業マネジメント研究指導Ⅰ

 　（現代起業論）

 起業マネジメント研究指導Ⅱ

 　（起業マネジメントとマーケティング）

 起業マネジメント研究指導Ⅲ

 　（起業マネジメントと管理会計）

 起業マネジメントと研究指導Ⅳ

 　（起業マネジメントと研究開発）

起業マネジメント特別講義

 物的・人的投資管理論

 国際ディスクロージャ論

 起業ファイナンス論

 組織ダイナミックス論

 サプライチェーンシステム論

 知識ネットワーク論

 ナレッジワーカー論

 現代公益企業特論

 起 業 法 務 特 論

 経営マネジメントシステム論

 経 済 環 境 特 論

 ネットワーク技術特論

12

12

12

12

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

６．経営情報学研究科　起業マネジメント専攻　博士後期課程

授　　　業　　　科　　　目
単　位　数

必　修 選　択

計

備　　　　　考

（１）「起業マネジメント研

究指導Ⅰ～Ⅳ」12単位

を含め，16単位以上を

修得し，かつ博士論文

を提出し審査に合格す

ること。

720
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７．福祉総合学研究科　福祉社会専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

基礎論
福祉社会基礎論Ⅰ（論文作成法）
福祉社会基礎論Ⅱ（統計研究法）
福祉社会基礎論Ⅲ（事例研究法）
福祉社会基礎論Ⅳ（制度と文化）
福祉社会基礎論Ⅴ（ソーシャルワーク）
福祉社会基礎論Ⅵ（福祉ビジネス）

専門科目
（高齢・障がい者福祉研究群）

高齢・障がい者福祉研究Ⅰ
（高齢・障がい者ソーシャルワーク）

高齢・障がい者福祉研究Ⅱ（加齢学）
高齢・障がい者福祉研究Ⅲ（地域包括支援）
高齢・障がい者福祉研究Ⅳ（施設経営）
高齢・障がい者福祉研究Ⅴ

（ソーシャルマーケティング）
高齢・障がい者福祉研究Ⅵ（国際高齢者福祉）

（子ども・家庭福祉研究群）
子ども・家庭福祉研究Ⅰ

（ファミリーソーシャルワーク）
子ども・家庭福祉研究Ⅱ（家族学）
子ども・家庭福祉研究Ⅲ（障がい児保育）
子ども・家庭福祉研究Ⅳ（発達障がい支援）
子ども・家庭福祉研究Ⅴ（国際児童福祉）

（保健・医療福祉研究群）
保健・医療福祉研究Ⅰ（医療ソーシャルワーク）
保健・医療福祉研究Ⅱ（精神保健福祉）
保健・医療福祉研究Ⅲ（病院マネジメント）
保健・医療福祉研究Ⅳ（グリーフケアと傾聴）
保健・医療福祉研究Ⅴ（国際保健医療）

プロジェクト・事例研究・インターンシップ
海外事例研究研修
福祉コミュニティプロジェクト
対人援助インターンシップ

特別講義
特別講義Ⅰ（ジェンダーと福祉）
特別講義Ⅱ（コミュニケーション論）
特別講義Ⅲ（生命と人間）
特別講義Ⅳ（共生と社会）

演習
福祉社会演習（修士論文指導を含む）

2
2
2

2

6

2
2
2

2

2
2
2
2

2

2

2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
2

2
2
2

⑴　「基礎論」は，必修
と含み４科目８単位以
上選択必修。

⑵　「専門科目」では，
５科目10単位以上選択
必修。

⑶　「プロジェクト・事
例研究・インターンシ
ップ」より2単位以上
選択必修。

⑷　「 特 別 講 義 」 よ り
「特別講義Ⅰ（ジェン
ダーと福祉）」は必ず
履修し，６単位以上選
択必修。（ただし，紀
尾井町の学生について
は，他専攻の科目を４
単位まで履習し，含む
ことができる。）

⑸　演習は，初年度（入
学時）に定められた指
導教員のものを選択す
ること。

⑹　計32単位以上を履修
し，かつ修士論文を提
出し，合格すること。

計 14 52
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８．ビジネスデザイン研究科　ビジネスデザイン専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

マネジメントサイエンス
　組織論
　マネジメント原理
　マーケティングマネジメント
　意思決定論
　管理会計論
　コーポレートファイナンス
　ストラテジックマネジメント論
　経営のための経済理論
　統計モデル
　人材戦略論
　ロジカル・シンキング・ライティング
　ビジネスセミナーⅠ
　ビジネスセミナーⅡ

ビジネスコミュニケーションデザイン
　コーポレートコミュニケーション
　マーケティング戦略
　ブランドマネジメント
　デザインマネジメント
　広報広告戦略

ビジネスモデルデザイン
　ビジネスモデル・デザイン
　コミュニティデザイン
　ＩＴ戦略マネジメント

メディア表象文化
　ビジュアルコミュニケーション・デザイン
　メディア表象文化Ⅰ（映像文化）
　メディア表象文化Ⅱ（視覚芸術）
　メディア表象文化Ⅲ（コンテンツプロデュース）
　メディア表象文化論特別講義Ⅰ
　メディア表象文化論特別講義Ⅱ
　メディア表象文化論特別講義Ⅲ
　メディア表象文化論特別講義Ⅳ

修士論文・演習・プロジェクト研究
　修士論文
　メディア表象文化演習
　プロジェクト研究Ⅰ
　プロジェクト研究Ⅱ

２
２
2�

２

２
２

２
２

２
２

２

２

2

２
2
2
２
２

２
２
２

2
2
2
2
2
2
2
2

4
4
2
2

⑴　「ビジネスコミュニ
ケーションデザイン」
科目群より，２単位以
上選択必修。

⑵　「ビジネスモデルデ
ザイン」科目群より，
２単位以上選択必修。

⑶　「 メ デ ィ ア 表 象 文
化」科目群より，２単
位以上選択必修。

⑷　「修士論文・演習・
プロジェクト研究」科
目群より，４単位以上
選択必修。

⑸　各科目群に定められ
た単位数の他に10単位
以上選択必修。

⑹　他研究科の講義科目
は８単位まで修了単位
に含めることができ
る。

⑺　上記の36単位以上を
修得し，かつ「修士論
文」を提出し審査に合
格すること。

計 16 54
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授業科目及び単位数

９．薬学研究科　医療薬学専攻　博士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

特別演習科目

薬剤疫学特別演習

薬効評価学特別演習

医療政策論特別演習

地域医療学特別演習

国際薬学特別演習

薬学研究科目

医療薬学演習

医療薬学特論

臨床薬学特論

生命薬学特論

創製薬学特論

医療薬学特別演習

大学院特別講義

大学院特別演習

2

4

2

2

2

2

2

2

2

16

16

16

16

１．「特別演習科目」よ

り，４単位以上選択必

修。

２．「薬学研究科目」よ

り，各種特論科目の

内，１科目16単位選択

必修。

計30単位以上を修得

し，かつ博士論文を提出

し審査に合格すること。

計 10 74
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10．国際アドミニストレーション研究科　国際アドミニストレーション専攻　修士課程

授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

基　礎　論
国際アドミニストレーション基礎論Ⅰ（入門）
国際アドミニストレーション基礎論Ⅱ（国際教養基礎）
国際アドミニストレーション基礎論Ⅲ（論文作成法基礎）
国際アドミニストレーション基礎論Ⅳ（研究・調査法基礎）

政策研究
政策研究Ⅰ（公共）
政策研究Ⅱ（地域計画）
政策研究Ⅲ（経済）
政策研究Ⅳ（環境）
政策研究Ⅴ（Ｎ P Ｏ・NGO）
政策研究Ⅵ（人口・ジェンダー）
政策研究Ⅶ（教育）
政策研究Ⅷ（福祉）
政策研究Ⅸ（行政・組織評価）
政策研究Ⅹ（都市）

国際研究
国際研究Ⅰ（国際機構）
国際研究Ⅱ（国際関係）
国際研究Ⅲ（外交）
国際研究Ⅳ（地方自治外交）
国際研究Ⅴ（国際政治）
国際研究Ⅵ（国際経済学）
国際研究Ⅶ（国際法）
国際研究Ⅷ（国際交流）
国際研究Ⅸ（資源・エネルギー）
国際地域研究Ⅹ（日本）
国際地域研究Ⅺ（アジアＡ）
国際地域研究Ⅻ（アジアＢ）
国際地域研究ⅩⅢ（北米）
国際地域研究ⅩⅣ（欧州）
国際地域研究ⅩⅤ（中東・アフリカ）
国際地域研究ⅩⅥ（地域統合・地域協力）

国際企業研究
国際企業研究Ⅰ（グローバル経営）
国際企業研究Ⅱ（国際金融）
国際企業研究Ⅲ（貿易・流通）
国際企業研究Ⅳ（企業統治）
国際企業研究Ⅴ（ワーク・ライフ・バランス）
国際企業研究Ⅵ（日本企業）
国際企業研究Ⅶ（国際人事）
国際企業研究Ⅷ（イノベーション・マネジメント）
国際企業研究Ⅸ（ベンチャー企業論）

2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

⑴　事例研究Ⅰ～Ⅷよ
り，２単位以上選択必
修。

⑵　必修科目および選択
必修科目以外に16単位
以上選択必修。他専攻
および他研究科の講義
科目は4単位まで修了
要件に含むことができ
る。

　　計32単位以上修得
し，かつ修士論文また
はプロジェクト研究報
告書を提出し審査に合
格すること。
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授　　業　　科　　目
単位数

備　　　　　考
必修 選択

国際企業研究Ⅹ（グローバルマーケティング）
国際企業研究Ⅺ（コスト＆プロフィット・マネジメント）
国際企業研究Ⅻ（企業戦略論）

観光研究
観光研究Ⅰ （観光政策）
観光研究Ⅱ （地域地政学）
観光研究Ⅲ （ホスピタリティ・マネジメント）
観光研究Ⅳ （ミュージアム・マネジメント）
観光研究Ⅴ （交通政策）
観光研究Ⅵ （フード・マネジメント）
観光研究Ⅶ （国際観光開発）
観光研究Ⅷ （観光地経営）
観光研究Ⅸ （航空ビジネス）

事例研究
事例研究Ⅰ （企業マネジメント）
事例研究Ⅱ （非営利企業マネジメント）
事例研究Ⅲ （プロジェクトマネジメント・評価）
事例研究Ⅳ （政策形成ワークショップ）
事例研究Ⅴ （観光地域開発）
事例研究Ⅵ （大学マネジメント）
事例研究Ⅶ （日本経済）
事例研究Ⅷ （実践ホスピタリティ・マネジメント）

特別講義
特別講義Ⅰ （プレゼンテーション）
特別講義Ⅱ （エグゼクティブプログラム）
特別講義Ⅲ （キャリア形成）
特別講義Ⅳ （基礎統計学）
特別講義Ⅴ （西洋思想）
特別講義Ⅵ （コミュニケーション）
特別講義Ⅶ （外書・資料購読）
特別講義Ⅷ（財務会計論）
特別講義Ⅸ（管理会計論）
特別講義Ⅹ（会計学）

演習・インターンシップ
国際アドミニストレーション演習
国際アドミニストレーション・インターンシップ

6

2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

計 14 124
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城西国際大学学位規程

（平成23年度（国）規程第90号）

（目　的）

第１条　学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13条の規定に基づき，城西国際大学（以下

「本学」という。）が授与する学位について，必要な事項を定めることを目的とする。

（学　位）

第２条　本学において授与する学位は，次のとおりとする。

人文科学研究科　博士（比較文化）

　　　　　　　　　修士（国際文化），修士（女性学）

経営情報学研究科　博士（経営学）

　　　　　　　　　修士（経営学）

福祉総合学研究科　修士（福祉社会）

ビジネスデザイン研究科　修士（経営学）

薬 学 研 究 科　博士（薬学）

国際アドミニストレーション研究科

　　　　　　　　　修士（国際アドミニストレーション）

経 営 情 報 学 部　学士（経営情報）

国 際 人 文 学 部　学士（国際文化），学士（国際交流）

福 祉 総 合 学 部　学士（福祉総合）

薬 　　学　　　部　学士（薬学）

メ デ ィ ア 学 部　学士（メディア情報）

観 光 学 部　学士（観光学）

環 境 社 会 学 部　学士（社会学）

看 護 学 部　学士（看護学）

（学位の授与）

第３条　前条の学位は，本学学則及び本学大学院学則の定めるところにより，本学を卒業した

者及び本学大学院の課程を修了した者に授与する。

　　２　前項の定めるもののほか，博士の学位は，本学大学院の博士後期課程を経ない者であ

っても本学大学院の行う博士論文の審査に合格し，かつ試問によって本学大学院の博士

後期課程を修了して博士の学位を授与された者と同等以上の学力を有することの確認

（「学力の確認」という。）を得た者にも授与することができる。

（論文の提出）

第４条　前条第１項の規定により学位論文の審査を願い出ようとする者は，学士の場合を除い
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て，所定の学位論文審査願に，学位論文及び論文目録を添え，研究科長を経て大学院院

長に提出するものとする。ただし，博士の学位論文審査を願い出る場合は論文審査料を

添えなければならない。

　　２　前条第２項の規定により学位の授与を申請する者は，所定の学位申請書を学位論文，

論文目録，履歴書及び論文審査料を添え，研究科長を経て大学院院長に提出するものと

する。

　　３　学位論文は，１編とし３部提出するものとする。ただし学士論文の場合は別に定め

る。

　　　　また，審査のために必要があるときは，論文要旨，参考論文あるいはその他参考資料

を提出するものとする。

　　４　受理した学位論文は，いかなる理由があっても返還しない。

（論文審査料）

第５条　本学の論文審査料は，次のとおりとする。

　　　⑴　前条第１項の規定による者　　　　　　 50,000円

　　　⑵　前条第２項の規定による者　　　　　 500,000円

　　　⑶　本規程第８条第５項の規定による者　 300,000円

（論文の審査付託）

第６条　大学院院長は，学位論文を受理したときは，研究科委員会にその論文の審査等を付託

する。

（審査委員会）

第７条　前条の規定により学位論文の審査を付託された研究科委員会は，当該論文に最も関連

する研究分野の教員を主査とし，当該論文に関連ある科目担当教員２名以上からなる審

査委員会を設ける。

　　　　ただし，第３条第２項の規定による場合の審査委員会の主査は，当該論文に最も関連

する研究分野の教員から選出する。

（論文の審査，試験及び学力の確認）

第８条　審査委員会は，学位論文の審査，試験及び学力の確認を行う。

　　２　試験は，学位論文を中心として，これに関する研究領域について筆答又は口述により

行う。

　　３　第３条第２項の規定による審査の場合は，前項のほか専攻学術に関し，同等の学力の

確認を行わなければならない。

　　４　審査委員会は，本条第２項及び前項の規定にかかわらず，学位の授与を申請又は請求

する者の経歴及び業績を審査して，試験の全部又は一部を行う必要がないと認めたとき

は，研究科委員会の承認を得て，その審査をもって試験の全部又は一部に代えることが

できる。

　　５　本学大学院の博士後期課程の所定の修業年限以上在学し，所定の単位を修得し，かつ



182

必要な研究指導を受け博士論文提出資格を得た者が，原則として退学後３年以内に再入

学をして博士の学位の授与を申請するときは，学力の確認を行わないことができる。

（論文審査の協力）

第９条　学位論文の審査に当たっては，他大学の大学院の教員等の協力を得ることができる。

（審査の期間）

第10条　審査委員会は，修士の学位についてはその学年末までに，博士の学位については学位

論文が受理された日から１年以内に，学位論文審査及び試験等を終了しなければならな

い。

（審査委員会の報告）

第11条　審査委員会は，学位論文の審査，試験及び学力の確認が終了したときは，学位論文と

共に，直ちに学位論文審査結果の要旨，試験結果の要旨及び学力確認結果の要旨に学位

授与の可否の意見を添え，研究科委員会に文書により報告しなければならない。

　　２　審査委員会は，学位論文審査の結果，その内容が著しく不良であると認めたときは，

試験及び学力の確認を行わないことがある。この場合は，前項の試験結果の要旨及び学

力確認結果の要旨を添付することを要しない。

（研究科委員会の審議）

第12条　研究科委員会は，前条の報告に基づいて審議し，学位を授与すべきか否かを議決す

る。

　　 2　前項の議決をするには，委員全員の４分の３以上の出席を必要とする。

　　 3　学位の授与を決定するには，出席委員の３分の２以上の同意を必要とする。

（研究科長の報告）

第13条　研究科委員会の前条の議決をしたときは，研究科長は文書により大学院院長に報告し

なければならない。

（学位授与の決定）

第14条　大学院院長は，前条の規定による報告を受けたときは，大学院委員会を召集し，学位

授与の可否を審議する。

　２　大学院委員会において前項の審議をするには，第12条第２項及び第３項と同数の委員の

出席及び同意を必要とする。

　３　大学院委員会の前条の審議をしたときは，大学院院長は文書により学長に報告しなけれ

ばならない。

（学位の授与）

第15条　学長は，前条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し，所定の学位記を授与

する。

　 2　学位授与が否とされた者には，その旨を通知する。

（博士論文要旨等の公表）

第16条　本学は，博士の学位を授与したときは，博士の学位を授与した日から３か月以内に，
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その学位論文の内容の要旨及び学位審査結果の要旨をインターネットの利用により公表

するものとする。

（博士論文の公表）

第17条　博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から１年以内に，その学位論文を

インターネットの利用により公表しなければならない。ただし，学位を授与される前に

既に公表したときはこの限りでない。

　　２　前項の規定にかかわらず，やむを得ない理由がある場合は，本学の承認を得て，学位

論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合本学

は，その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

（学位の名称の使用）

第18条　本規定により学位を授与された者が学位の称号を用いるとき，これに本学の名称を付

記するものとする。

（学位授与の取消）

第19条　学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき，又は不正の方法により学位の

授与を受けた事実が判明したときは，学長は研究科委員会及び大学院委員会の議を経て

学位の授与を取り消し，この旨を公表するものとする。

　　２　研究科委員会及び大学院委員会の前項の議決をするには，第12条第２項及び第３項の

規定と同数の委員の出席及び同意を必要とする。

（登録及び報告）

第20条　本学において学位を授与したときは，学長は，学位簿に登録するものとする。

　　２　博士の学位を授与したときは，学位を授与した日から３か月以内に学位授与報告書を

文部科学大臣に提出するものとする。

（学位記及び書類）

第21条　学位記及び学位申請関係書類の様式は，別表のとおりとする。

附　則　この規程は，平成８年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成10年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成12年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成13年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成14年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成16年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成17年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成18年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成19年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成20年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成21年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成22年３月１日から施行する。
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附　則　この改正は，平成22年４月１日から施行する。

附　則　この改正は，平成23年４月１日から施行する。

附　則　（平成23年度（国）規程第90号）

　　　　この改正は，平成24年４月１日から施行する。

附　則　（平成24年度（国）規程第２号）

　　　　この改正は，平成25年４月１日から施行する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日

城西国際大学大学院院長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究科　　　　専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　入学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　　　　　修士（　　）

　このたび　　　　　　　の学位を受けたく学位論文及び論文目録

　　　　　　博士（　　）

を添えて提出いたしますので審査下さるようお願いいたします。

 

備考　１．論文目録の様式は書類様式（3）によること。

 　　２．博士の学位論文審査願には論文審査料を添えること。

別表１（学位申請関係書類の様式）
 　

学 位 論 文 審 査 願

（１）第４条第１項の規定による論文審査願の様式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日

城西国際大学大学院院長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　　　　　

 　このたび博士（　　　）の学位を受けたく学位論文，参考文献，

　論文目録，履歴書に学位論文審査料　　　　　を添えて提出いた

　します。

備考　１．論文目録，履歴書様式は書類様式（3）及び（4）によること。

学　位　申　請　書

（２）第４条第２項の規定による学位申請書の様式
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備考　１．論文題目が外国語の場合には，和訳を付記すること。
 　　２．参考論文が２種類以上あるときは，別記すること。
 　　３．論文がまだ印刷公表されていないときは，その予定の方法時期を記載
　　　　すること。
 　　４．修士論文目録は論文題目のみでよい。
 　　５．論文目録は３通提出すること。

（３）論文目録の様式

論　　文　　目　　録

論　　　文
 １．題　目
 ２．印刷公表の方法及び時期
 ３．冊　数
参 考 論 文
 １．題　目
 ２．印刷公表の方法及び時期
 ３．冊　数
 　　　　　　　　　　　年　　月　　日
 　　　　　　　　　　　　学位授与申請者
 　　　　　　　　　　　　氏　名

備考　１．学歴は高等学校卒業以後の履歴について年次を追って記載すること。
 　　２．本学大学院の課程を経た者は，その単位修得証明書を添えること。

（４）履歴書様式

履　　歴　　書

本　籍
現住所
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　り　が　な
 　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　　　名
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日生
 　　　　　　　　　　　　　　　　学　歴
 　　　　　　　　　　　　　　　　職　歴
 　　　　　　　　　　　　　　　　研究歴
 　　　　　　　　　　　　　　　　賞　罰
 　　　　上記のとおり相違ありません。
 　　　　　　　　　年　　月　　日
 　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　印
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別表２（学位記の様式）

（１）第３条第１項の規定により授与する学位記の様式（学部を卒業した場合）

学
　
　
　

位
　
　
　

記

 
 

　
　
　
　
　
　
　

氏
　

名

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
　
　

月
　
　

日
生

 

　
　

本
学
　
　

学
部
　
　

学
科
所
定
の
課
程
を
修
め
て

　
本
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
認
め
�
学
士
︵
　
　
　

︶

　
の
学
位
を
授
与
す
る
�

　
　
　
　

年
　
　

月
　
　

日

 

城
西
国
際
大
学
学
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

年
第
　
　

号

（２）第３条第１項の規定により授与する学位記の様式（修士課程を修了した場合）

学
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科
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た
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号
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（３）第３条第１項の規定により授与する学位記の様式（博士後期課程を修了した場合）

学
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記
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（４）第３条第１項の規定により授与する学位記の様式（博士課程を修了した場合）
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（5）第３条第２項の規定により授与する学位記の様式（学位論文提出による場合）
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別表３　（学位授与報告書の様式）
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号
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号
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教職課程について

本大学院では教育職員免許状（以下，免許状）を取得しようとする学生のために，下表の専修

免許状を設置しています。免許状は教育職員免許法および教育職員免許法施行規則に定められた

単位を取得し，修士の学位を有する者の申請に基づき，免許状を授与することができます。

所属している研究科・専攻で開講されている教職に係わる授業科目を履修し，早い時期から計

画的に学習しましょう。

なお，教職に係わる授業科目の詳細につきましては「教職課程履修要綱」に記載しています。

また，免許状取得を希望する学生は教務課にて，教職課程の登録をおこなうこと。

免許状の種類

研究科 専攻
免許状の種類

中専免 高専免

人文科学
国際文化

国　　語
社　　会
英　　語

国　　語
地理歴史
英　　語

女性学 英　　語 英　　語

経営情報学 起業マネジメント 商　　業

福祉総合学 福祉社会 福　　祉

〔注〕　�免許状の種類は略称によって記入されている。正式
な名称は次のとおりである。

　　　○中専免………………中学校教諭専修免許状
　　　○高専免………………高等学校教諭専修免許状
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（経営情報学研究科　起業マネジメント専攻）
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城西国際大学大学院経営情報学研究科には，「中小企業診断士の登録等及び試験に関する規

則」及び「中小企業支援事業の実施に関する基準を定める省令」に基づき，中小企業診断士（経

済産業大臣が登録する中小企業者に適切な経営の診断及び経営に関する助言をする者）を養成す

る機関として，中小企業診断士登録養成課程を開設している。

この課程では，経済産業省の指定した科目を全て単位修得した者に，中小企業診断士登録養成

課程修了証明書を授与する。

１．登録養成課程指定科目の時間数

　　⑴　経営診断Ⅰの演習時間は，13科目合計で274時間以上とする。

　　⑵　経営診断Ⅰの実習時間は，２科目合計で134時間以上とする。

　　⑶　経営診断Ⅱの演習時間は，６科目合計で94時間以上とする。

　　⑷　経営診断Ⅱの実習時間は，３科目合計で214時間以上とする。

２．カリキュラムについて

　　年度ごとに「登録養成課程カリキュラム一覧」を配布する。

３．登録養成課程の認定及び成績評価基準等

履修科目の単位認定要件は，出席時間数が90％以上の者で，かつ受講態度が良好な者とす

る。ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

４．登録養成課程の修了要件及び修了したことを証する書面の発行

総合審査委員会において，総合審査基準に基づく審査に合格した者で，運営委員会で認め

られた者を登録養成課程の修了した者と認定し中小企業診断士登録養成課程修了証明書を授

与する。

５．学位の授与

登録養成課程を修了した者で，登録養成課程に２年以上在学し，所定の単位を修得，かつ

必要な研究指導を受けたうえ，修士論文の審査（本研究科の目的に応じ適当と認められると

きは，特定の研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。）及び最終

試験に合格した者に「経営情報学研究科起業マネジメント専攻修士課程 修士（経営学）」の

学位を授与する。
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科目配置表

科目名（必修科目） 時間数（コマ数） 単位数

予備研修 受講者の知識レベルの統一 	 15.0	（10回）

合計 	 15.0	（10回）

科目名・研修テーマ（経営診断Ⅰ）（必修科目） 時間数（コマ数） 単位数

演習−１

演習−２

演習−３

演習−４

演習−５

演習−６

演習−７

演習−８

演習−９

演習−10

演習−11

演習−12

演習−13

実習−１

実習−２

経営戦略論Ⅰ（経営戦略の形成）

経営戦略論Ⅱ（経営計画の策定，計数マネジメント）

マーケティング戦略論（マーケティング戦略・流通）

ロジスティクス論（マーケティング戦略・製造，製品開発戦略）

人材マネジメント論（経営診断の進め方，人材マネジメント計画）

財務・会計論（経営分析の進め方）

生産マネジメント論Ⅰ（工場分析の進め方，現状分析の進め方）

生産マネジメント論Ⅱ（生産戦略の考え方，製造システムの改善，管理システム

の改善）

店舗施設マネジメント論（マネジメントの進め方）

経営情報論（情報化支援・流通業・製造業）

コミュニケーション論（思考法，プロセス）

起業マネジメント基礎論Ⅰ（オリジナル科目）

起業マネジメント演習Ⅰ（オリジナル科目）

流通業経営診断

製造業経営診断

	 22.5	（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 22.5（15回）

	 66	 （44回）

	 81	 （54回）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

合計 	 439.5 30

科目名・研修テーマ（経営診断Ⅱ）（必修科目） 時間数（コマ数） 単位数

演習−14

演習−15

演習−16

演習−17

演習−18

演習−19

実習−３

実習−４

実習−５

総合経営戦略（総合経営戦略）

総合診断（流通業総合）（製造業総合）

実務的助言Ⅰ（創業・VB モデル構築支援）

実務的助言Ⅱ（企業再生・企業連携・国際化）

起業マネジメント演習Ⅱ（オリジナル科目）

起業マネジメント基礎論Ⅱ（オリジナル科目）

経営戦略策定実習Ⅰ（経営戦略策定Ⅰ）

経営戦略策定実習Ⅱ（経営戦略策定Ⅱ）

経営総合ソリューション実習（経営総合ソリューション実習）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 75　（50回）

	 75	 （50回）

	 81	 （50回）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

合計 	 366　　　　 18

必修科目合計 	 820.5 48

科目名称（選択科目） 時間数（コマ数） 単位数

選択科目

演習−20

演習−21

演習−22

演習−23

演習−24

演習−25

演習−26

演習−27

要求仕様特論

プロジェクトマネジメント

ITC プロセスガイドライン

ケーススタディⅠ

ケーススタディⅡ

ケーススタディⅢ

管理会計

ロジスティクス応用論

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

	 22.5	（15回）

2

2

2

2

2

2

2

2

選択科目合計 	 180.0 16

総合計 	 1000.5 64

＊必修科目は必ず履修しなければならない。
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城西国際大学学友会組織図
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学友会規約

　　　　第１章　　総　則

第１条　　　�本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名1番地，城西国際大

学内に置く。

第２条　　　本会は，次の2種の会員より構成する。

　　　　　　（１）正 会 員

　　　　　　（２）賛助会員

第３条　　　正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第４条　　　�賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第５条　　　�賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第６条　　　�本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併

せて会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第７条１項　本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

　　　　　　（１）学友会連絡協議会

　　　　　　（２）学友委員会

　　　　　　（３）学術団体委員会

　　　　　　（４）課外活動委員会

　　　　　　（５）学術団体顧問会

　　　　　　（６）課外活動顧問会

　　　２項　上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

　　　　第２章　役　員　

第８条１項　会長は，学長とし，会務を総括する。

　　　２項　�副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の３名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

　　　３項　名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

　　　　第３章　会　計

第９条１項　�本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

　　　２項　諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。



200

　　　３項　正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。

第10条　　　本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

　　　　第４章　規約改正

第11条１項　本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

　　　２項　�本会の規約改正の決議は，委員３分の２以上の出席を必要とし，過半数をもって   

決する。

　　　３項　可否同数の場合は，議長の決するところとする。

　　　４項　�本会の規約改正が成立したときは，改正資料を１カ月間学生掲示板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

　　　　第１章　総　則

第１条　　　�城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約を

定める。

第２条　　　�本協議会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置

く。

第３条　　　�本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

　　　　第２章　会　員

第４条　　　�本協議会は，学友会会長，副会長（３名），学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧問会会長，副会長，父母後援会代表（１名），学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表（５名），学術団体委員会代表（２名），課外活動委員会代表

（２名）の21名で構成する。

　　　　第３章　協　議

第５条　　　本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

　　　　　　（１）学友委員会の役員の選出

　　　　　　（２）学友会予算の調整

　　　　　　（３）学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

　　　　　　（４）学友会所属団体の承認

　　　　　　（５）学友会運営に必要な事項

第６条　　　本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。
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学友委員会規約

　　　　第１章　総　則

第１条　　　�城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め

る。

第２条　　　本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

第３条　　　本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第４条　　　�本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第５条１項　本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

　　　　　　（１）学術団体委員会

　　　　　　（２）課外活動委員会

　　　　　　（３）編集委員会

　　　　　　（４）生活委員会

　　　　　　（５）大学祭実行委員会

　　　　　　（６）卒業アルバム編集委員会

　　　　　　（７）マルチメディア広報委員会

　　　　　　（８）吹奏楽団

　　　　　　（９）チアリーディング

　　　　　　（10）放送委員会

　　　２項　上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

　　　３項　本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

　　　　第２章　役　員

第６条　　　役員は，以下の役員を置く。

　　　　　　（１）会　長　１名

　　　　　　（２）副会長　２名

　　　　　　（３）総　務　１名

　　　　　　（４）会　計　２名

　　　　　　（５）監　査　２名

　　　　　　（６）渉　外　２名

第７条１項　会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

　　　２項　副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。
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城西国際大学学会会則

第１条　本会は，城西国際大学学会と称する。

第２条　本会は，事務局を城西国際大学内（学務課）に置く。

第３条　�本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学，経営情報学，福祉総合

学，薬学，メディア学，観光学，環境社会学，看護学研究の進展と会員相互の交流を図

ることを目的とする。

第４条　本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

　　　　１．機関誌・会報等の発行

　　　　２．研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

　　　　３．ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

　　　　４．研究活動による地域社会への寄与

　　　　５．本会が必要と認めた他団体との共同研究

　　　　６．その他本会が必要と認めた研究活動

第５条　本会は，次の会員をもって構成する。

　　　１．正会員

　⑴　本学経営情報学部，国際人文学部，福祉総合学部，薬学部，メディア学部，観光

学部，環境社会学部，看護学部，大学院人文科学研究科，経営情報学研究科，福

祉総合学研究科，ビジネスデザイン研究科，薬学研究科，国際アドミニストレー

ション研究科及び留学生別科の専任教員

　⑵　本学国際学術文化振興センター，リベラルアーツ＆サイエンスセンター，福祉教

育センター，物質文化研究センター，メディア・コミュニケーションセンター，

かずさ創薬研究センター，国際教育センター，情報科学研究センター，語学教育

センター，IT教育センター，ジェンダー・女性学研究所，比較文化研究所，日本

研究センター，中国文化研究センター，韓国文化研究センター，地域福祉・医療研

究センター，留学生センター，イノベーションセンター，NGO・NPO支援センター，

リカレント教育センター，ラジオアイソトープセンター，生命科学研究センターの

研究員

　⑶　本学経営情報学部，国際人文学部，福祉総合学部，薬学部，メディア学部，観光

学部，環境社会学部，看護学部，大学院人文科学研究科，経営情報学研究科，福

祉総合学研究科，ビジネスデザイン研究科，薬学研究科，国際アドミニストレー

ション研究科の学生

　⑷　本学非常勤講師及び本学専任職員の希望者

　　　２．特別会員

　⑴　本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科，経営情報学研究科，福祉総合学研
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究科，ビジネスデザイン研究科，薬学研究科，国際アドミニストレーション研究

科修了者有志

　⑵　本学会の承認を得た者

　　　３．賛助会員

　⑴　本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第６条　本会に次の役員を置く。

　　　　１．会　長　　１名

　　　　２．副会長　若干名

　　　　３．監　事　　２名

　　　　４．委　員　若干名

第７条　会長は学長とする。

２　会長は会務を統括し，本会を代表する。

３　副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

４　本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。

５　会長は運営委員会を招集し，議長となる。

６　機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

７　その他，特に必要がある場合には特別委員会を置くことができる。

第８条　本会に，以下の各分科学会を置く。

　　　１．国際人文学会

　　　２．女  性  学  会

　　　３．経営情報学会

　　　４．福祉総合学会

　　　５．薬　学　会

　　　６．メディア学会

　　　７．観 光 学 会

　　　８．環境社会学会

　　　９．看 護 学 会

第９条　�各分科学会は，第３条の目的を達成するため，第４条に定めた事業を行うことができる。

第10条　本会は，年１回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条　本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条　会員は，次の会費を納入するものとする。

　　　１．正 会 員　年額	 3,000円

　　　２．特別会員　年額	 2,000円

　　　３．賛助会員　年額　個人（一口）	 6,000円

　　　　　　　　　　　　　法人（一口）	 30,000円
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第13条　本会の会計年度は，毎年４月１日から翌年３月31日までとする。

　　　附　則　本会会則は，平成８年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成16年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成17年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成18年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成20年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成22年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成24年４月１日から施行する。

　　　附　則　この改正は，平成25年４月１日から施行する。
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城西国際大学同窓会規約

　　第１章　総　　則

第１条　本会は城西国際大学同窓会（以下「本会」という。）と称する。

第２条　�本会は会員相互の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを目的と

する。

第３条　本会は次の事業を行う。

　⑴　学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）および会員との連絡

　⑵　会員名簿および会報の発行

　⑶　その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第４条　本会の本部は城西国際大学内におく。

第５条　本会の会員は正会員・準会員・特別会員および賛助会員とする。

　⑴　正会員は城西国際大学の卒業生とする

　⑵　準会員は城西国際大学に在学中のものとする

　⑶　特別会員は法人役員・城西国際大学の教職員とする

　⑷　賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

　⑸　他大学より城西国際大学大学院に入学し，修士または博士の課程を修了したもので，入会

金および会費を納入したものは正会員とする

第６条　本会に次の機関をおく。

　⑴　総　　会

　⑵　役 員 会

　⑶　支部長会

　　第２章　総　　会　

第７条　総会は本会の最高決議機関とする。

２　総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後３か月以内に開催するものと

し，１か月以前に公示するものとする。

第８条　次の場合は臨時総会を開催することができる。

　⑴　会長が必要と認めたとき

　⑵　正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第９条　総会は会長が召集する。

第10条　会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。
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第11条　総会は次の事項を議事として審議する。

　⑴　事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

　⑵　事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

　⑶　役員選出および改選に関すること

　⑷　規約の改正に関すること

　⑸　その他重要事項に関すること

　　第３章　役員・役員会および支部長会

第12条　本会に次の役員をおく。

　⑴　会　　長　　１名

　⑵　副 会 長　　若干名

　⑶　幹　　事　　若干名

　⑷　監　　事　　２名

第13条　本会に名誉会長（理事長），名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括す

る。顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

２　名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条　会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

２　副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

３　相談役は会長・副会長の経験者および総会において推薦されたものとする。

第15条　役員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条　会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条　会長は本会を代表し会務を総理する。

２　副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

３　幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条　役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

２　役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条　相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条　支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

２　支部長会の運営規定については別にこれを定める。

　　第４章　会計監査

第21条　監事は本会の会計を監査し，総会において監査報告をしなければならない。
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　　第５章　会　　計

第22条　本会の運営は入会金・会費・寄付金およびその他の収入による。

第23条　会員は入学時に準会員費として10,000円，10年会費として40,000円をそれぞれ納入しな

ければならない。

２　会員は卒業10年後より，年会費として5,000円を納入しなければならない。

第24条　本会の会計年度は４月１日より翌年３月31日までとする。

　　第６章　規約改正

第25条　本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

⑴　会長が必要と認めたとき

⑵　正会員の１割の署名により要求のあったとき

　　第７章　事 務 局

第26条　本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

２　事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

　

付　則　本規約は，平成８年４月１日から施行する。

付　則　この改正は，平成25年４月１日から施行する。
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父母後援会共済事業規約

１．趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会では，城西国際大学学生（大学院生及び別科学生を含む。）の父母

又は学費負担者として登録された者（様式１）を会員とし，相互扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う。

　⑴　在学生を対象として「学生教育研究災害傷害保険」（以下，「学研災」という）「学研災付

帯賠償責任保険」（以下，「学研賠」という）及び「総合福祉団体定期保険」（以下，「生命保

険」という）に加入することにより，学内外を問わずに24時間正課授業中や課外活動等の学

生生活を保障し，次のようなときは各保険特約条項にもとずく保険金の支払が受けられるよ

うにする。

　　①　正課中及びそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

　　②　学生の日常生活（課外活動等も含む）で蒙る不慮の事故による死亡または所定の高度障

害になったとき若しくは入院及び所定の障害状態になったとき。

　　③　病気による治療及び入院等の補償は保険金支払い対象外。

　　④　国内外において，学生が正課，学校行事，ボランティアクラブ等で課外活動およびその往

復中で他人にケガをさせたり他人の財物を損壊したことにより被る損害賠償を補償する。

（学研賠）

　　⑤　生命保険の保険金受取人は，会員とする。

※�学研災加入者が学研災及び学研賠では補償が不足と思われる場合に，病気等も補償あ

る任意加入の学研災付帯学生生活総合保険があります。

⑵　会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

⑶　学生の正課中及び課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

　　（請求は事故後180日以内に限る）

２．共　済　費

⑴　学生１人年額9,000円を会員負担とする。

⑵　共済費納入は入学時9,000円とし，２年次以降毎年４月末日までに9,000円を納入する。

⑶　共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

３．共済費の支出内訳

⑴　学生保険に関する保険料（学研災＋学研賠）

　　保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

　　経営情報学部　入学時（４年間）4,660円　　国際人文学部　入学時（４年間）4,660円

　　福祉総合学部　入学時（４年間）4,660円　　薬　学　部　入学時（６年間）6,740円

　　メディア学部　入学時（４年間）4,660円　　観 光 学 部　入学時（４年間）4,660円
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　　環境社会学部　入学時（４年間）4,660円　　看 護 学 部　入学時（４年間）5,370円

　　大学院　修士　入学時（２年間）2,430円　　大学院　博士　入学時（３年間）3,620円

　　別　　　　科　入学時（１年間）1,340円　　保険有効期間は卒業年度の３月31日までとする。

⑵　生命保険に関する保険料

　　保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

　　　　保険有効期間は１年間（４月１日から３月31日）

⑶　共済基金

　　　異常事態に対応するため，基金を設ける。

４．会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

５．事故の際支払われる保険金

⑴　学研災の保険金

⑵　学研賠の保険金

　　対人・対物賠償　対人賠償と対物賠償合わせて１事故につき１億円限度（免責金額なし）

区　　　　　　　分 保　険　金

2, 000万円

3, 000円～30万円

120万円～3, 000万円

4, 000円

1, 000万円

3万円～30万円

6,000円～30万円

60万円～1, 500万円

4, 000円

①正課中・学校行事中の死亡

　　〃　　傷害（１日目から）

　後遺障害保険金

　入院給付金（180日を限度）１日につき

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡

　　　　　　〃　　　　　　　の傷害（14日以上）

　通学中・施設間移動中の傷害（４日以上）

　後遺傷害保険金

　入院給付金（180日を限度）１日につき

区　　　　　　　分 保　険　金

150万円

150万円

15万円～105万円

１日2, 250円

　病気による死亡・高度障害

　不慮の事故による死亡・高度障害

　障害給付金

　入院給付金（入院５日以上120日を限度）

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

　われます。

※高度障害保険金は，普通保険約款に定める所定の高度障害状態に該当したときに支

　払われます。また、障害給付金は，災害総合保障特約条項に定める所定の身体障害

　の程度に応じて支払われます。
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⑶　生命保険の保険金

⑷　その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，正課中死亡の場合は2,000万円＋150万円，合計2,150万円が支払いを受ける保険金

です。

６．各種見舞金

⑴　弔慰金（様式２）

　①　会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

　②　学生が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

⑵　傷害見舞金（様式２）

　　①　学生が正課中傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する。

　　　　ただし，４日以上の治療については学生保険から治療費が給付されるので，その給付額

を差し引いた金額の限度を10万円とする。

　　②　学生が正課中以外の課外活動等で傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度として給付する。

　　　　ただし，14日以上の通院又は５日以上の入院治療については，学生保険から入院給付金

が給付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

　　③　学生が通学途中・施設間移動中に傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度とし給付する。但し７日以上の治療については学生保険から治療費が給

付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

７．本共済事業の経費は共済費をもってこれにあてる。但し，本共済事業及び父母後援会事業の

運営にともなう収支決算に過不足が生じた場合には，相互に運用できるものとする。

付　則

区　　　　　　　分 保　険　金

2, 000万円

3, 000円～30万円

120万円～3, 000万円

4, 000円

1, 000万円

3万円～30万円

6,000円～30万円

60万円～1, 500万円

4, 000円

①正課中・学校行事中の死亡

　　〃　　傷害（１日目から）

　後遺障害保険金

　入院給付金（180日を限度）１日につき

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡

　　　　　　〃　　　　　　　の傷害（14日以上）

　通学中・施設間移動中の傷害（４日以上）

　後遺傷害保険金

　入院給付金（180日を限度）１日につき

区　　　　　　　分 保　険　金

150万円

150万円

15万円～105万円

１日2, 250円

　病気による死亡・高度障害

　不慮の事故による死亡・高度障害

　障害給付金

　入院給付金（入院５日以上120日を限度）

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

　われます。

※高度障害保険金は，普通保険約款に定める所定の高度障害状態に該当したときに支

　払われます。また、障害給付金は，災害総合保障特約条項に定める所定の身体障害

　の程度に応じて支払われます。
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　１．本共済事業規約は平成４年４月１日より実施する。

　　ただし，学研災の適用は，平成４年６月１日からとする。

　２．本共済事業規約は平成６年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成６年度入学生からとする。

　３．本共済事業規約は平成８年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成８年度入学生からとする。

　４．本共済事業規約は平成10年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成10年度入学生からとする。

　５．本共済事業規約は平成14年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成14年度入学生からとする。

　６．本共済事業規約は平成16年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成16年度入学生からとする。

　７．本共済事業規約は平成17年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成17年度入学生からとする。

　８．本共済事業規約は平成18年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災の適用は，平成18年度入学生からとする。

　９．本共済事業規約は平成22年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成22年度入学生からとする。

10．本共済事業規約は平成23年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成23年度入学生からとする。

11．本共済事業規約は平成24年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成24年度入学生からとする。

12．本共済事業規約は平成25年４月１日一部改正。

　　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成25年度入学生からとする。

13．本共済事業規約は平成26年４月１日一部改正。

　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成26年度入学生からとする。

14．本共済事業規約は平成27年４月１日一部改正。

　ただし，学研災・学研賠の適用は，平成27年度入学生からとする。
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